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一 挨 拶

側)エ ネルギー総合工学研究所

理 事長 山 本 寛

毎f

エネルギー総合工学研究所は昭和53年 に発足 して以来,関 係各位の厚いご支援 とご協力 とに

よって概ね順調に成長して参ることができました。技術 という比較的地味な争頁域での調査研究

業務を主な事業 としてお りますので,エ ネルギー技術関連以外の方々に迄は必ずしもまだ広 く

存在を認識 していただいているとは中せませんが,エ ネルギー技術関連の方々の間では可成 り

認識をいただ くに至4て いるのではないか と自負 してお ります。発足当時20名 程度であった所

貝の数 も現在では50名 を越えるに至 り,ま た基礎的調査研究や 自主研究と併せて実施させ てき

た受託研究も設立当初の2件 から,15年 を経た平成4年 には45件 に達する迄に増加してきてお

り,ま たその分野 も原子力分野,石 油 ・天然ガス ・石炭等の化石燃料関係に加えて新型電池,

燃料電池などまたエネルギー システムに闘連す る分野の調査研究な どに迄 も広がって来てお

り,更 に最近では地球環=境関連の課題 も加わって きてお ります。

研究所は設立の趣 旨にそって,発 足以来業務の遂行に対 しては,産 ・官 ・学の協力に大 き く

期待 してお り,現 在委貝等の形でお力添 をいただいている方の数は年間44⑪入に達 してお りま

す。また拡大する調査研究領域に対応するために研究所では所員につ きましても積極的に外部

に人材援助 を仰が ざるをえない状況にあり,現 在では産業界か ら25名 の方なにご支援 をいただ

いてお ります。

あと7年 たっ と新 しい世紀を迎えることにな りますが,ユ9世 紀の終わりには,数 多くの画期

的な学問的発見や発明,ま た重要な新技術の萌芽が現れ,こ れ らが20世 紀の華々 しい科学技術

の進展の礎 となりましたが,今 世紀末の現在もエネルギー分野に限ってみても,こ れか ら2ユ世

紀へ向けて花を開 き,実 を結ぷか もしれない重要な萌芽がい くつか出てきてお ります。 これ ら

が次々に実 を結べば2⑪世紀のエネルギー界に大いなる明るさを与えるものとの期待がもたれ ま

す し,ま たその実現へ向けての努力の しがいがあるとい うことができます.

ユ990年代に入ってエネルギー問題はそれ迄の需給を中心 とした ものに地球環境問題が加 わる

にいたり,エ ネルギーに関わる社会の要求にも大きな変化が もたらされ ました、そのため調査

研究の対象もこの情勢に対応 して一層広 くな り,エ ネルギー利用の面からもクリー ンなエネル

ギー源への要請が一段 と強まるなど、社会生活の基盤を支えるエネルギーに要請される諸要件
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の質の変革にも大 きなものがあります。 とりわけ今後需要の増大が確実に見通 されている電力

にたい しては量は もとよウ質に対する要請も一層強まって行 くこ とは必至の趨勢であります。

研究所ではこれ らの社会の要請に可能な限 り応えるべ く努力 してお1)ま すと共に,定 期1卜11行

物の発刊や各種研究会の開催,時 宜に応じたシンポジウムの開催な どの幕業 もおこなっていま

す。

す くな くとも21世紀の前半期は恐らく量的に見てもまた地域供給の面でも,各 種エネルギー

の適切な組み合わせによる供給に頼らざるを得ないとの認識に基づいて、各種エネルギーの供

給にかかわる諸問題 また需要面についても技衛的視点から国際的な動 きを充分に杷握 しつつ

種々の調査解析を行 ってゆく計画でありますので,こ れからの一層の ご支援,ご 協力を賜 りた

いと存ず るしだいであ ります。
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通 商 産 業 省 資 源 エ ネ ル ギ ・一一庁 艮官

黒 田 直 樹 《夢レ

財団法人エネル・ギー総合工学研究所が創立15周 年を迎えられるに当たり,一 言お祝いの言葉

を申し上げ ます、

貴研究所は,昭 和53年4月 に設立されて以来,エ ネルギーに関連する諸問題を技術面,工 学

的側面から総合的に研究をしてこられました。 とりわけ,太 陽,地 熱,風 力等の新 ・再生可能

エネルギーの開発利用及び原子力の開発利用に関する調査研究,エ ネルギー使用 と地球環境問

題 との関係についての調査研究,エ ネルギーに関する様々なシンポジウムの開催等 を通 じ,着

実な成果を挙げて こられた貴研究所に対し,改 めて敬意を表す る次第であ ります。

さて,近 年のエネルギーを巡る諸情勢を見ます と,国 際的には,石 油情勢 は安定基調で推移

しておりますが,世 界的に供給余力の少ない状況が続いているこ とか ら,引 き続 き市場動向を

注視 してい く必要があ ります。一方,国 内的には,近 年,エ ネルギー需要が拡大傾向にあるの

に対 し,エ ネルギー供給は,8害ll以 上を輸入に依存するとともに,そ の約6割 を石油に依存 し

ているなど依然 として極めて脆弱な構造 となってお り,引 き続きエネルギー・需給の安定化を図

ることが不 ロ∫欠であ ります。

また,咋 年,国 連環境開発会議が開かれる等地球環境問題に対する関心が世界的に高まって

おりますが,こ れ らの地球環境問題の中にはエネルギ'一消費と密接に関連 しているものもあ り,

我が国としては,経 済成長,エ ネルギー,環 境保全の三位一体の下で,当 該 闘題の解決に取 り

組んでい くことが必要であると考えています.

以 ヒを踏まえれば,環 境負荷の低いエネルギーの導入を促進するとの観点から,原 子力の開

発利用,太 陽,水 力,地 熱等の新 ・再生可能エネルギーの開発 ・導入,天 然ガスの開発 ・供給

基盤整備等を推進するとともに,エ ネルギー需要面からのアプローチとして,省 エネルギーの

一層の推進を図ることが重要 であ ります
。このためには,原 子力の安定確保及び信頼性向上の

ための技術,石 炭の高度利用技術、供給から最終消費までの各段階における省エネルギー技術

等各分野における技術開発の果たす役割には極めて重要なものがあ ワ,エ ネルギーの安定供給

確保,ひ いてはゆ とワある豊かな国民生活の形成のためには各分野における様々なエネルギー

技術の研究開発 を推進 してい くことが必要不可欠であ ります。
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二のようなエネルギー技術の研究開発 を着実に進めていくためには,多 岐にわたる技術を総

合的観点からとらえ,産 ・官 ・学が一体 となり諸問題の解決に当たってい くことが求められて

お ります。かかる観点か ら,貴 研究所におかれましても,よ り一層の成果 を収め られることを

祈念 して,私 のあいさつ を結びたいと思います。
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創 立 の 頃 の 思 い 出

側)日 本エネルギー経済研究所

理 事 長 生 田 豊 朗

((財)エ ネル ギー総 合 工学 研究 所 理 丁ド)

'嚇 ・

エ ネ ル ギ ー 総 合工 学 研 究 所(以 下1エ ネ総 工 研 」 と略 称 させ て頂 き ます 。)が 創 立15周 年 を迎

え られ た こ と を心 か らお 喜 び 申 し上 げ ます 。 創 立 準 備 の 頃 に 多少 の お 手 伝 い を させ て い た だ い

た 者 と して,時 の 経 過 の 速 さ に た だ 驚 くば か りです 。

エ ネ総 工 研 が 創 立 さ れ た1978年(昭 和53年)の2年 ほ ど前 に,私 は 役 所 勤 め を退 い て エ ネ ル

ギー 関 係 の シ ン クタ ン クの 経 営 に 携 わ る こ と に な っ た の です が,間 もな く。亡ネ 総 工 研 設 立 の 構

想 が 生 ま れ,も と も と事 務 屋 の私 に も故 土光 敏 夫 ・経 団 連 会 艮/当 時),故 大 島 恵一 ・東 京 大 学

教 授(当 時}か ら,手 伝 っ て くれ との ご依 頼 が あ り ま し た。 非 力 な 私 の こ と と て,た い した こ

と は 出 来 な か っ た の で す が,そ れ で もH頃 お 世'話に な って い る財 界 人 を お訪 ね して ご協 力 を お

願 い して 廻 りま した 。

そ の 頃 の エ ピ ソ ー ドを ひ とつ,』 、たつ ご披 露 し ま し ょ う.一 つ は,土 光 さん が 大 島教 授 と私

をLば しば 取 り違 え られ た こ とで す.「 な に を ポ ヤ ポヤ して い る ん だ.も っ と頑 張 れ 。.と 発破

をか け られ ま し た が,後 で考 え て み る と「大 島 さん と間 違 わ れ て い る な1,と 思 うこ とが 何 回 も

あ りま した 。

も う一 つ は,技 術 畑 出 身 の あ る財 界 人に 説 明 に うか が っ た とこ ろ,「 私 は 技 術 の 問 題 は 本 質 的

に 各論 だ と思 っ て い るの だが,「 技 術 の 総 論 の研 究 所 」とい うの は 一 体 どの よ うな 活動 をす る の

です か.」 と質 問 され て,技 術 の素 人 の 私 は 答 え に 窮 して し ま っ た こ と も あ り ま した 。

Lか し,こ の よ う なエ ピ ソー ドが も う昔 話 に な って しま うほ どエ ネ 総 工 研 は た く ま し く成 長

しま した 。 エ ネ ル ギ ー 問 題 は これ か ら21世 紀 に か け て 胸 突 き八丁 に 差 しか か りま す 。

今 後 ま す ます の ご 発 展 を祈 念 す る次 第 です 。
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祝 辞

霞 気 事 業 連 合 会

副 会長 近 藤 俊 幸

〔f財1エネル ギー総 合⊥学研究所 理事} 〈馴レ
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彰

祝 辞

(社)日 本 ガ ス 協 会

常勤顧問 柴 崎 芳 三

((財)エ ネル ギー総合 工学研究所 理事)

昭和53年 に創立 され激動のエネルギー情勢 を背景 として,数 々の輝か しい研究成果をあげて

こられた㈱エネルギー総合工学研究所の15年 間の歩み を振返 り、改めてその業績 を高 く評価す

るとともに,今 後における一層積極的な活動の展開を衷心か ら期待 してお ります.

ガス業界 も昭和44年 のLNGの 導入以来,第 一次,第 二次の石油危機,更 に最近における地

球環境問題の高まりを背景 として、石油代替エネルギー,高 効率エ ネルギー システムの供給事

業 としての役割から,最 近では基幹エネルギーの供給者 として期待 されることになって参 りま

した.

この間,貴 研究所で実施された天然ガス関連の各種研究調査,例 えば燃料電池をペー スとし

た業務用施設,地 域熱供給施設等での電気 ・熱供給 システムの経済的可能性の調査,コ ージェ

ネレーションの経 済的実現可能性及び導入促進のための基礎条件調査等はガス事業の新 しい分

野への展開の過程 において貴重な指針 とな りました。 また,特 に資源エネルギ ・庁,工 業技術

院,石 油公団,帝 国石油,東 京ガス,大 阪ガスで構成された 「地球深層ガス研究会」の活動 と

その成果は,単 にガス業界だけでなくわが国の総合エネルギー政策の将来の在 り方について楽

しい夢を与えて くれました。

この研究会の成果の一つに,こ の会で翻訳され昭和63年12月 に発行された トーマス ・ゴール

ド博士著,脇 田宏博一L監訳の 「地球深層ガスー新 しいエネルギーの創 出一」と題す る訳書があ

りますが,極 めて革新的で無限の可能件を秘めた学説の全容の紹介書 としてまさにエネ総工研

の名に相応 しい試みであったと思います.

現在,世 界的なエネルギー需要の増大,地 球環境問題の顕在化,原 子力に対する不安感の高

まり等エネルギー関連の情勢は極めて深刻な問題 を包含 し,「経済成長」と 一地球環境保全」を

如何に調和 させ るかが緊急の課題 となってお りますが,そ のためには現行のエネルギーに関す

る縦割 り供給方式の構造改善による省エネルギー システムの徹底的構築が不可欠となってきて

お ります.

この分野における貴研究所の更に一層積極的な研究調査活動の展開 を期待Lて お ります。
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創立15周 年 を祝 って

東 京 大 学

名誉教授 関 根 泰 次

((財}エ ネル ギ ー総 合1二学 研 究 所 刃旺事1

彰

彰

豊

彰

彰

彰

暑

畢

彰

彰

彰

彰

彰

彰

彰

彰

彰

彰

彰

彰

彰

彰

彰

彰

彰

穆

曇

彰

い

山

速

都

の

翌

れ

缶

流

制ホ惣
て

的

め

台
ロ
コ

　

改

政

ロ

ノへ

た

ま

っ

り

な

と

に

を

と

所

こ

究

届

醐

塑

£

年

し

醐

如

翫

立

一

れ

創

ギ

略

号

ル

カ

が

ネ

驚

所

工

も

究

こ

に

研

瑠

さ

学

厨

速

工

,

の

合

が

化

総

る

変

一

れ

の

ギ

さ

境

ル

か

環

ネ

驚

的

工

に

術

の

技

醐

瑚

あ

禽

加

捌

附

認

規

隠

か

れ

㌦

相

の

る

術

知

答

か

一

何

よ

吝
川

等

い

技

的

解

つ

ギ

,

に

響

平

て

[

門

い

む

ル

し

み

辛

ぱ

つ

い

専

し

の

ネ

か

の

胤

ほ

な

な

な

正

題

工

し

殺

蜘

,

に

で

変

の

問

省

。

手

,

く

式

じ

大

そ

一

た

的

も

な

程

同

は

ば

ギ

源

き

治

題

と

劣

は

に

れ

ル

資

て

政

問

こ

立

と

み

な

ネ

凝

鵬

概

鵬

艦

謡

錨

騨

驚

瓢

蕪

惣

綴

∴

膿

翻

讐

駿

旛

∴

噂

於

滋

徽

に

翫

鍍

卿

乱

誕

ヵ

る

が

り

接

す

共

ど

,

い

所

至

題

よ

密

感

と

,

し

な

究

に

問

に

て

痛

聞

よ

る

は

研

題

[

み

め

を

時

せ

あ

で

。

の

問

ギ

の

極

と

が

に

で

と

う

こ

境

ル

段

,

こ

式

済

野

こ

思

も

環

ネ

手

が

る

程

経

分

な

に

題

球

エ

的

面

い

方

,

る

易

う

問

地

-

済

側

て

の

よ

す

容

よ

一

の

も

経

諸

れ

そ

せ
・

と

は

る

ギ

近

て

た

の

ら

も

に

要

之

あ

ル

最

つ

ま

ど

け

か

治

必

こ

に

ネ

て

あ

は

な

付

し

政

を

る

こ

エ

つ

に

い

術
…

ぴ

層

,

験

け

そ

ま

合

る

技

結

で

よ

経

つ

は

で

一

の

あ

ち

ギ

ら

を

が

ル

か

実

リ

ネ

た

の

な

エ

い

合

く

。

て

総

狭

る

れ

う

が

あ

さ

そ

野

で

識

つ

視

欠

認

い

に

可

に

も

う

杯

で

後

よ

か

す

今

る

解

時

て

れ

理

当

つ

さ

い

が

え

表

広

性

か

で

の

要

に

葉

て

重

心

言

い

の

初

う

つ

合

た

い

に

総

ま

と

野

た

「

力

分

べ

ち

バ

連

述

た

門

関

に

に

。

専

は

上

績

る

,

に

も

実

あ

て

決

の

の

で

し

解

た

年

の

に

の

れ

15

も

々

題

ら

の

い

往

問

く

で

た

は

【

つ

ま

し

者

ギ

が

今

力

術

ル

所

、

努

技

ネ

究

が

う

れ

工

研

う

よ

わ

,

学

思

る

れ

が

工

と

れ

わ

る

合

と

ら

あ

総

こ

げ

～　　　　騨

彰

蓬

ー

彰

彰

'
覧軍
覧
'
、
評
覧
団彰

彰

蓮

ー

覧
'
』
ア
馬
,
』
『聖

彰

彰

母

呂



彰
彰
彰
ー

ー

蓼
彰
彰
彰
彰

祝 詞

東 京 大 学

名誉教授 平 川 誠 一

1(則)エ ネル ギー総合工学研究所 理 事)

窪

.欝

雛

鞭

. .華

驚

財団法人ヱネルギー総合工学研究所が創立15周 年を迎えられましたこ とは,ま ことにおめで

たい限りであ り,心 からお祝い中し上げます。昭和53年2月21日 設立発起 人会開催,同 年4月

1日 設立より現在に至るまで,関 係各位の不断の努力により立派な研究所 として発展の道を歩

んで参 り,ご 同慶の至 りでございます。所の研究内容は社会の要請に応えての変化がみられま

す ものの,す べてが設立 目的達成への精進の一環であ ります。さる筋か らの依頼にて,私 は設

立当初 より今 日まで,当 研究所理事に加 えさせて戴いており,こ れは不 肖私に とり誠に光栄で

あり,常 に感謝の気持 を持 ちつづけてお ります。

私は東京大学工学部において長 らく石油 工学(石 油 ・天然ガス資源開発工学)を 専攻 し,そ

の間,政 府関連委員会に関与などの立場から,LNG・ 地熱開発 ・海洋開発に関する講義出現

の道 も拓きました。学部内委員会の核融合炉小委貝(昭 和48年 より),全 学一般教育ゼ ミ「エネ

ルギ ー資源」講義な ど務めました。以上,耳 学問を含め私が多少知識をもつ分野につ きまして

は,創 立後15年 を経過 してエネルギー総合工学研究所の研究 レベルは大変高いと評価されます。

昨年出席の機に恵まれ ましたスペ インでの第15回 肚界エネルギー会議では,環 境 と経済成長

の両立をべ一 スに してのメーンテーマ 「エネルギー と生活」は,地 球規模での環境問題の深刻

化 と国際的視野 での技術交流・共同研究の重要性 を改めて教えて くれ ました、今後、エネルギー

問題は世界的観点か ら国際会議の結論 と勧告 とを踏え,わ が国の一次エネルギーのベス トミッ

クスを常に検討 しなが ち研究の進展を希い願う次第でございます。

エネルギー総合工学研究所は劇立15周 年記念を一つの節目として,21世 紀へ 向け、大いなる

飛躍的伸展をされんことを祈念致します。
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エネル ギーの総合 研究 を期待 して

東京電力株式会社

最高醐 三 井 恒 夫
`(財}エ ネル ギー総合E学 研究所 理事)

く∠』、
レ

財団法人エネルギー総合工学研究所が創立15周 年を迎えられたことを,心 からお祝い申し上

げます。

貴研究所は,エ ネルギー資源の脆弱な我が国にとって極めて重嬰 なエネルギーに関する研究

を総合的に行 うことを目的 として設立 されました.

以来,関 係の皆様のご努力によって,国 際情勢をは じめ国内におけ る経済社会,エ ネルギー

事情の大 きな うね りの中で,確 かな視点に立った様々な調査研究を進め られ,多 くの成果をあ

げて来 られました。

最近の大きな課題は,中 すまで もな く地球環境問題であ ります。21世紀における「エネルギ

の安定確保 と地球環境保全」については,τE直 言ってまだ明快な解答が得 られていない実情に

あると言えます。 この意味において,貴 研究所の活動 も新たな展開 をされるものと予想され ま

す。

我が国のエネルギー研究に関 して感じますことは,第 一に,例 えば 「常温核 融合」 と言った

今 までになかった新 しい現象,新 しいエネルギー源を求める基礎研究が遅れがちだ と思います.

大学,国 立研究所 を中心 とする基礎研究の充実が大切 と思われ ます。

次に,次 世代のエネルギ'一確保のためのプロジェク トは,実 用化 までに畏期間を要 し,人 材

や研究費も相当の額 にのぼります。このような研究開発に対 し,継 続的な暖かい支援をして行

かなければなりません。

第三は,エ ネルギーそのものが多部門にわた り,ま た研究 も基礎から開発まで極めて広範で

あります。 したがって,こ うした研究開発を総合的観点に立って.1分 な評価 と選択を行って

進めることが必要であります。

貴研究所は,正 にエネルギーの総合工学を目指す ものであ りよすので,ま すよす複雑 ・多様

化するエネルギー課題に真正面から挑戦 し,エ ネルギーの強固な基盤の確立と,経 済社会の進

展に寄与され るよう期待いたします.
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エ ネル ギー総 工 研15周 年 に 当 た って

東京大学工学部電気工学科

教 授 茅 陽

(財Lエ ネルギー総合工学研究所が発足してからもう15年になるとい う。時間のたつのは如何

にはやいものか,つ くづ く思わざるを得ない。

発足当時の研究所は,あ ちこちからの出向の人達が殆どで,研 究所 とはい うもののまだエネ

ルギー研究 とい うレベルには大分距離がある感 じであった。私 も,い くつかの研究プロジェク

トで当時か らおつきあい したのだが,実 際には殆どを我々が面倒 をみる状況で,一 体いつ頃に

なったら形がつ くのかな,と 思 ったものだ。

しか し,そ んな私の最初の不安 はそれから数年の問に見事に拭い去 られてしまった、何 人か

の腕のいいプロパーの研究者が参入 したのがその 一一因だろう。そしてこの研究所 らしいい くつ

かの独 自のプロジェク トが育 った。電気自動車のプロジェクトがそのいい例だが,前 専務理事

の越川さん(境 電力中央研究所理事)が 大変な力を入れちれたことが成功の基 となった。私も

これをある程度お手伝い したのだが,こ の作業の成果は今後の電気自動車開発に大変役に立つ

ものであるこ とは疑いない.勿 論,電 動車両協会を初めとしてこの分野の專門の組織や人はい

るのだが,問 題をよ り包括的 ・長期的な立場から検討して将来 を展望 しているという意昧では

この研究の価値は きわめて大 きい。電気自動車は,い わゆるZEVと して世界的に開発の気運

が高まってお り,エ ネルギー総工研が今後この分野で一層の貢献 をするこ とを期待 したい。

また,エ ネ総工研がこの電気 自動車に限らずいろいろな問題の検討で時代の先鞭 をつける役

割を果たしてきたことも高 く評価 出来 る.地 球温暖化の問題でも,1988年 の トロント会議のあ

といち早 くシンポジウムを開いて問題の重大性を一般に認識させたのは,エ ネルギー総工研

だったことを思い出す。

今後.こ のエネルギー総工研が,こ のような先見性を維持すると共に,相 当に専門技術的な

問題でも扱えるシンクタンクとして我国のエネルギー研究の発展に貢献することを切に期待 し

てや まない、
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一層 の発展 を期待 して

東 京 大 学=工学 部 化 学 一「二学 科

教 授 吉 田 邦 夫

戦後の日本社会は,物 質的豊かさの追求を最優先 させてきた.も っと沢1]食 べたい。 もっと

沢山お金が欲 しい。 もっと大きな車 を持 ちたい.一 戸建ての家に住みたい と,次 々 と増え続け

る欲望 を満足させ ることに一生懸命で,そ の為には馬車馬のように働 き,家 庭'k活 を犠牲にす

ることも厭わなかった。

しかし,世 界の国々か ら先進国の一貝 と認め られるよ うになった今 口,私 達は'物 の豊かさ、、

か ら"心 の豊か臥、を求める方向へ,ゆ とりのある生活を求める方向に考え方を変えることを

迫 ら粍ている。

'わが国のエネルギー消費は,年 率約3%の 上昇 を続け,と くに近年は電力消費の伸びが著 し

い。そして通産省の ーネルギー需給見通 しに見られるように,今 迄の トレン ドを伸ばせば200〔1

年 までに原子力発電所が数Ul基 も必要 であるとい う結論を得て,省 ユネルギーや新技術で対処

してい くにはどうすべ きかについて,エ ネルギーの専門家や研究所の論文や報告書が種 々発表

されるというのが今 までの例 である。

世界の人口は増大を続け,後 進国の経済発展への努力と,そ れに伴う莫大なエネルギー消費

の増加 は避けられない事実 である。 この中で限 りある資源を大切に使い,地 球環境を維持する

ことは,並 大抵のことでは不可能であるといえよう。

私は,過 去の トレン ドを伸 ばして云々す ることか ら,も っと積極的に社会体制,産 業構造に

対する提言をし,それに基づいたエネルギー システムのあるべ き姿を人々に示 してい くことが,

エネル・ギーに関連す るシンクタンクに今後求められ る役割だと考える。

15周年を迎えるにあた り,高 湛な精神に支えられた 口本の新 しいライフスタイルの確立のた

めに,貴 研究所が先導役 を果 してゆかれることを期待 したい。
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新産業技術研究所所長

衆議院議員 平 田 辰 一 郎 …? 〕レ

昭和63年 に創立10周 年を迎えた財団法人エネルギー総合工学研究所は,平 成期 に入1)さ らに

活動範囲を広け,数 々のプロジェ クトに取組み,そ の成果を挙げてこられ ましたことは誠に喜

びにたえません。

しかしながら、IO周 年の喜び もさめないその年、 当研究所の創設に多大なご尽力をつ くされ

た大島恵一先生が静かに逝かれ,先 生のますますのご活躍を期待申 し上げてお りましたのに,

痛恨の極みであ りました。

さて,昨 今のエネルギー事情をみ ます と,従 来はオイルショックを契機に脱石抽という観点

か ら出発 した新エネルギーの開発 ・利用や原子力といった供給サイ ドの問題 をかかえた研究開

発が中心であり,当 研究所 を始め各関係機関においてそれぞれの成果 を挙げてきましたが,近

年においては,国 内外の情勢変化に著 しいものがあ り,特 にグローバルレベルの変革が求め ら

れていることは周知の とお りであります。

わが国においては,も ともと乏 しい資源,エ ネルギー事情 をかかえているので,基 本的には

引き続き資源の輸入に依存せ ざるを得 ない情況にあ りますが,そ れだけに従来に もまして需給

講造の高度化を図 り,地 球環境,地 域環境に対応 した変革努 力を払 う必要があ ります.現 在国

会においては,エ ネルギー等の使用の合理化及び再生資源の利用に関する事業活動の促進に関

する臨時措置に係る法律やエネルギー需給構造高度化のための関係法律の制定に向けて審議中

であ ります。これらの 目的を達成するためには,既 存の概念を超えて広 く企業活動のあり方か

ら個 人のライフスタイルの変革 まで滲透 しなければ効果が薄 く,そ のためには閾係省庁間の権

限調整の合意が不町欠であ り、実施にあたっては合理的な助成手段等 を講 じるとともに,国 民

全体にその 目的意識を十二分に理解 を求めることが必要であ りましょう.

このような複雑多分野にまたかるシステム作 ワには,ま た当研究所の出番 ともなるわけであ

りますが,ま すますの発展をお祈 りしてご挨拶 とさせていただきます.
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15周 年 に 寄 せ て

日本原予力発電株式会社

聯 椴 副社長 武 田 康

(歪f鍮㍊1繍 倉ll幣手1繍鼎)

命
{＼1

ぐ累》

創 立 ユ5周年 お め で と う ご ざ い ます 。 創 立 の 直 後 か ら 了年 閲 、 専 務 理 事 と して一 緒 に 仕事 を さ

せ て 頂 き ま した が 、 そ の 後 も益 々 発 展 さ れ 、 大 変 嬉 し く思 っ て お ります.

(業界 ・会社め ぐりが 日課)

研究所の設立にご尽力下 さった土光さんはエネルギー問題は全国民的課題、できるだけ多く

の業界の賛同を得て活動すべ きとのお考えで、それに沿って20数 業界か ら基本財産の寄付を仰

ぐ計画であったが、設立の時頂いたのは電力など2-3の 業界であった.

それ以外の関係業界の方々にお願いに回るのが、発足当初の専務理事の日課。経団連、電事

連などのご紹介 で、業界団体や幹事会祉の総務,技 術担当の方々に設立の趣 旨.活 動方向を説

明、ご理解 を得て寄付 して頂く.

30数業 界、4～500人 の方々にお目に掛かり、2～3年 がか りで当初目標の5億 円に到達 した。

大変ではあったが、業 界、会祉 ごとの様々な問題意識を伺うこともで き、足で稼 ぐ楽 しい外回

りの仕事だった。

(理寧 ・幹事の方々に教 えて頂 く)

研究所の意思決定機関は理事会、学識経験煮と関係業界の方々の集 まド〕で、定例は毎年3月

の事業計画設定、5月 の決算である。

会合 自体はどうしても形式的になりがち、電力、石油、鉄鋼、自動車、電機、ガス、銀行な

ど業界のお忙 しい方々に、個別に事前説明の時闘を取 って頂 き、研究所運営についてのご意見、

ご注意に加 えて、業界の トピックスや経営上の心掛けなどを教 えて頂いた.

また寄付行為を起草された秋111先生、調査研究機閾運営に豊富な経験 をお持ちの生田さんや

大島先生などか ら貴重なア ドバイスを頂いた。研究の中身とともに、時代の流れを先取 りす る

研究テーマの発掘や そのための先行投資と情報ルー トの開拓が大切、私 なりの翻訳だが楽観的

な拡大志向などである。
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(研究所の仕事は何か)

エネルギーの諸問題を技術的観点か孟}総合的に研究、エネルギー問題の解決に資するのが設

立目的、当初エネ庁、電力からプロジニクトを頂いて調査研究をスター ト、並行 してデー タベー

ス作 りを始めたが、はっきりした先行 きのめ どはなかった.

そこで秋山先生は じめ関係の方々のお知 恵を拝借、 イメージ固め を試みた。エネルギー問題

全般、境界 ・空白領域 を取上げよう、専門分野に特化 を、新 しい技術 を育て るのが大切、政策

提言できるように、薦学官共同研究の場、先生方のサ ロンに したら、適正規模があるのでは、

など様々なものであった。

(テーマの開拓 と拡大主義)

色んな議論はあったが、私個人としての答は楽観的拡大主義、取あえず収支1〔臆 、研究貝50

人程度への拡大 を目指 し、新テーマの開拓 と研究スタッフの増員に取 り組んだ。

エネルギー問題の解決は容易でない、知恵さえ出せば研究の タネほ無限、それ を一つずつ扱っ

て行 く中に人脈 と信用が出来、得意分野 も固まってい く。 こんな期待がべ一 スにあった。

エネ庁や先生方のご指導のもとプロパー、派遣研究員の方々がそれぞれの分野で知恵をしぼ

り、人脈をた どって新テーマの開拓、事業の拡大に努力 して下 さった。

自転車操業的に業務を拡大 していって先行 きは どうなるのか、心配でもあった。そこで3-4

ケ月に一度、テーマ ・要貝 ・収支相互の関連を画いて先行きの姿 を眺め.気 になる課題 を摘出、

対応策を考えていた。プ ロジェクト担当にも話して業務運営の参考 とし、また各方面か らのお

知恵拝借に も役立てた。

(おわりに)

当時お世話になった方々に心か ら御礼巾し上げるとともに、山本先生は じめ研究所の皆様の

今後のご活躍、エネルギーの未来を切 り開 く調査研究の一層の発展を祈念 して筆 を置 く。

一 華》〉一 一>>〉 》i》i>一
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研究所再活性化への基盤づ くり

期団法人 電力中央研究所

理 事 越 川 文 雄

前(財,エ ネ'レギ ー総 合工学 研 究 所 専 務理 事 、

(在 任 期間=昭 和6{)年7月10ー 平 成3年6月3{川 ノ

研究所創立15周 年お目出度 うございます。10周 年の記念行事 を研究所の皆様とともに企画実

施 した時のことが、つい先 日のことのように思い出されます。

私が研究所の専務理事に選任されました昭和60年 は円高不況への転換期にあ り、こうした経

済情勢をも反映 して、研究所の経理状況見通 しは極めて厳 しく、待 ったなしの賛助会費値上げ

をお願いせ ざるを得ない局面に立ち至っていました。昭和GO年 度には研究所自体非常な危機感

をもって自キ努力に努めまLた が、創立以来の最悪決算 となってLま いました。 しかし、昭和

61年度には賛助会員会社のご理解を頂 き、会費値上げが認め られ、経営は大幅に改善 されまし

た。

当然のことなが ら会費値上げに当た1}ま しては、会員会桂か ら ω その後の研究所自身によ

る白宅的経営改善努力 ②研究活動分野を拡大し会員会社の業務範囲を極力広 くカバーする等

の厳 しいご注文が ございました。

昭和63年 度には、再び収支状況が好 ましくない方向に転ず る兆 しがみられたこともあって、

極力、多画的、科学的な経営分析を試み、問題点の解明 とそれらに対する対応策についての所

内の共通認識化 を図る努力が行われました。その後はこの ような勢力に加 え、景気回復の影響

等 も受け、経営状況は順調に推移することが出来るようにな りました。

業務面では、研究活動の質的向Lを はかるため 白ギ研究推奨のためのシステムづ くりといっ

た試み と併せて研究の幅を広げるための工夫 も行われまLた 。 それ とともに会員との交流 を深

め、ニーズの把握、成果の普及に も積極的な取 り組みがなされました。

こうした活動の方向づけを図 リ、経営基盤の強化を図 るために研究所の中長期 ビジョンの策

定が提案され、所内挙げての取 り組み と企画委貝会の外部委 貝の方々のご協力により成案 を得

ました、,その議論の過程で提起された具体的な問題点について も取 りまとめ られ、その改善 を

図ることを含め中長期ビジョンに沿ったその後の経営展開がなされました。

研究活動の幅を広げる試み として取 り組んだ主な もの としては、天然ガス自動車や電気 自動
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蓮
申といった低公害車についての調査研究があります。当初、これらの問題を研究所 で取 り上げ

ることについては、所内的に議論がありましたが、天然ガス自動車の調査研究をNEDOの こ委

託で実施 しました。これは国 レベルでのこの問題についての初めての調査研究でないか と思わ

れます。電気 自動車についても、自主研究 としてスター トし、その後NEDOの こ委託によr)調

査研究を進め ました。

また、総合研究開発機構か らのこ委託によ り電気 自動車の ソー シャルアセスメン トを行いま

した。これは東京電力が試作した高性能電気自動車IZAを イメージし、将来そのような電気自

動車が普及す ると想定 した場合の社会的インパ クト等について分析 したものです。 この成果が

NIRAか ら公丁=ljされる と、最近の国内外での低公害車に対する関心の高まりを反映して,NIRA

研究叢書シll一 ズのベス トセラーにランクされました。

こうした研 究の過程においては、会貝会社である電力、自動車会社の他電池会社等のご協力

を頂 き、国への政策提言を行いましたが、おおよそその提 言の方向に沿って国の施策が現在進

め られてお り、とくに電気 自動車用電池開発については、最近、技術研究組合が新たに発足 し

ました。

広報、サー ビス活動の面では、 とくに賛助会員会杜 との コミュニケーションの機会を増やす

試みにっいて重点的取 り組みが行われました。一般向け広報にっいても積極化が図られ、研究

成果 をもとに単行本の公刊 を少な くとも年1回 行 うことを目標 としました。

その一環 として出版された 「巨大技術の安全性.は 、電力新撮社のエネルギーフォーラム普

及啓発賞を受賞 しました。こ札はチェル ノブイ リ事故直後に岸田純之助先生を中心 として多く

の有識者のご協力をえて取 りまとめた ものです。

以上概略 とりまとめましたように、私が研究所に在職 した期間は、創立1D周 年を楓 、二研究所

の再活性化、新 しい時代に向けて飛躍するための基雑造 りを行 う時期であったと位置づけ られ

ると思います。今後、研究所か一層発展され、よ り大 きく社会へ貢献されんことを祈念 してお

ります。

一 一
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三代 目の責任 と,21世 紀 へ の挑戦

{財〕エネルギー総合工学研究所

専擬里事 吉 澤 均

{平 成 呂年7月11iか ら現 職)

1.は じ め に

平成3年7月1日 付けをもって,2代 目専務理事の後任 として,当 研究所の専務理事を拝命

しました。辞令交付の際,山 本理事長からは,「調査餅究事 業はすべて任せ ます。また,女 性職

員の活用策についても新 しい見方で考えて下さい。」とのお言葉があり,心 引締 る想いでありま

した。

昭和53年(1978年)4月1日 の発足以来,当 研究所は賛助会貝各社の力強いご支援 と,調 査

研究事業の委託元各位のご理解とご高配のお陰をもちまして,順 調な発展を遂げてきています

ことについて,深 く感謝申L上 げる次第であ ります。調査研究の分野は,化 石燃料,新 エネル

ギー,エ ネルギーシステム,原 子力全般,そ して地球環境分野と広い範囲に亘ってお り,こ れ

らエネルギー工学の全分野に亘る調査研究の成果,報 告の内容 を充実 していくことこそ,次 の

事業の発展をもたらす ものと思われました.山 本理事長をは じめ とす る理事会側と,実 際に調

査研究事業を実施す るプ ロジェクト試験研究部 スタッフ部門 との密接 な連携 があったれば こそ

と,過 去の発展の歴史に深 く敬意を表するところです,

2.専 務理事の心得

専務理事の業務は,「 所内業務では 「世話役」であ り,対 外的には事務方の長 として挨拶要員

及び営業要員である1と 考えています。組織 というものは,管 理す るよりお世話をする方が う

まく運用することが出来 るというのが,私 のこれ までの職歴から得た原則であり,新 任 として

はこの原則に徹することとしています。換言すれば,調 査研究業務は各研究員の主体性,独 立

性が無ければ未来に向けての提言 とはな りえないのだか ら,各 研究員 の創意発案を極力尊重す

るとともに,これ を周辺情報によって補足充実させ るや り方が威力を発揮すると考えられ ます。

3代 日で斜めに看板をかけることのないよう,全 力を尽すつ もりです。

3,政 策的提言と外部学識経験者のご協力

当研究所は 「エネルギーの開発,供 給,利 用等に関する諸問題について技術的側面から総合

的に研究を行 う一ことを日的 としている調査研究機関{シ ンクタンク)で あ りますから,そ の

成果に基づ き積極的に政策的提言を行ってい くことが期待 されています.因 みに,当 研究所の
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蛍

調査研究事業は国,地 方公共団体,関 連エネルギー機関等か らの委託事業が大半 となっていま

すから,そ の調査研究の成果は,エ ネルギー政策への提言機能 に恵まれているということが出

来ます、従 って,当 研究所はこのような期待に応え,可 能 陸を活 してい くため,そ の調査研究

の報告書の内容 を充実させ,我 が国最高の水準 としなければなりません。曲 りなりにも当研究

所が事業の発展 を続けて来ることが出来ましたのは,当 研究所の調査研究活動に対 して,委 貝

会方式等により力強いご指導,ご 助言を賜 りました各大学の先生方等外部の学識経験者の皆様

方のお陰であり,厚 くお礼申し上げる次第です.

4.成 果普及と対外活動の強化

成果普及事業 として①賛助会員各社 を主な対象 とした月例研究会の開催,② 機関誌 「季報エ

ネルギー総合工学」の刊行,③ 「エネルギーの発展」シll一 ズの刊行,④ 「エネルギー総合工

学シンポジウム」の開催,⑤ 年度報告 「調査研究要 旨,集」の とりまとめ等を拡充す るほか,⑥

「グランドソーラーチャレンジ」キャンペーン事業への参画,⑦ 原子力関係国際会議の開催等

に積極的に取組んでいます。 このような対外活動の強化は,い ずれも外部からの要請と期待に

応えたものですが,当 慨究所の調査研究スタッフの増加,イ ベ ン ト開催担当職貝の養成等が可

能にななったことによるものです.

5.21世 紀への挑戦のための体制作 り

当研究所がその設立目的を達成 し,我 が国内外の期待に応えてい く過稚においては,当 然業

務の増大に見合 う人員の増強が必要 とな ります、,創立15周 年を迎えた平成5年4月 時点での約

50人体制から,将 来7⑪人ない し90人体制 を迎えるの もそ う遠いことではないと思われます.こ

のような世帯の大規模化に対 しては,① 組織運営のシステム化,② 業務運営のマニュアル化,

③プロジェクトマネージャーの本格的要請等が必要になると予想されます。幸いに して,民 閥

の組織であ りますので,組 織機構の弾力的運用,適 正人員の確保が可能でありますかち,効 率

的運営の方途は開かれているというこ とが出米ます,即 ち,21世 紀への挑戦のための体制作 り

は,創 立15周 年を期 して,平 成5年 度から始 まると言えましょう。

皆様方の一層の力強いご支援,ご 指導の程よろ しくお願 い申し ヒげます。

》

蓮一 一 〉粉
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第lll部 活動概要報告

1.調 査研究活動 の動 向(昭 和63年 度 ～平成4年 度)

原子力関係

化石 燃料関係

新エ ネルギー ・エネルギー システム関係

地球環境関係

エネルギーデー タベー一ス等 自主研究 関係

2.研 究所の業務概要(昭 和53年 度～平成 弓年度)

組織 ・人貝

収支概要

対外活動

エ ネルギー総合工学 シンポジウム

月例研究会

新 エネルギーの展望

季報エ ネルギー総合工学

主催 ・共催 した主な会議等



調 査 研 究 活 動 の 動 向(昭 和63年度一平成4年 度)

① 原 子 力 関 係

(1)調 査研究の動向

本節では,平 成3年 度一平成4年 度の当研

究所の原子力分野における調査研究テーマの

動向を概観 しなが ら,こ の5年 間重点的に取

り組んできた研究について紹介 したい。

当研究所の原子力分野での研究は大きく分

けると,1)発 電用新型炉,2)燃 料サイク

ル,3)放 射性廃棄物,4)原 子力安全,5)

既設商用発電プラン ト,に 関するテーマに分

け られる。当然の事なが ら,当 研究所はその

時々の原子力を取 り巻 く環境 を認識しながら

も,わ が国の原子力開発の基本戦略において

要 となる中艮期的な課題につ いて,資 源エ ネ

ルギー庁、電力,科 学技術庁,動 燃事業団か

らの委託の もとに取 り細んできた。

表1に 示すように従来 よll継続的に実施 し

て きたテーーマとしては,高 速増殖炉利用シス

テム開発,プ ル トニウム利用方策,実 用発電

用原子炉廃止措置,そ して新型軽水炉開発に

関す るものである。 これ らはキに公的機関か

らの委託の もと原子力産業 界における現在の

技術的知 見や情報 を関係者が共有 し,新 たな

知織 を創造 してい くという形で進められてき

てお り,わ が国の原子力政策への基礎的情報

として提供されている.ま た,前 述のテーマ

についてはその時代の要請に基づ き,例 えば

高速増殖炉に関す る分野では,実 証炉開発の

動 きを認識 しながら実用化にとっての最大の

課題 であるコス ト低減を達成するため安全設

計,構 造設計,耐 震設計の共通的諜題 を整i理

し,一 貫した安全論理に基づ く合理的安全設

計の在 り方を模索し今後重要 となる諸課題 と

関連基準整備へ向けての提言を行 うとい う作

業から,現 在は実用化時代の社会環境で望 ま

れる高速炉の姿 を描き,そ の概念を成立させ

るための技術的課題について要素技術 レベル

か ちフィージビリティを検討する作業に移行

している.

一方,こ の5年 問に新たな研究分野 として

取 り組んで きたもの としては,原 子力安全 と

高 レベル放射性廃棄物の処理・貯蔵・管理 に係

るものが挙げられ,特 に原子力を取 り巻 く社

会環境の変化ならびに原子力産業界内の関心

に対応 したテーマがその中心をなしてきた。

原子力安全の分野における主なものを紹介

す ると,ま ず原子力発電施設の安全 目標に係

るテーマが挙げられる。この課題は安全研究

分野では古 くからあるものであるが,定 量的

リス ク分析手法が発展 し発電施設の安全性 レ

ベルが定量的に把握されるに従い,よ り合理

的なllス ク管理 目標を求める声 と一方で社会

とのコミュニケ・一ションを活発にし,よ り健
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全な原子力発電の姿を求めていこうというこ

とから再び関心を呼んでいる。そのため,当

研究所では,自 主研究 としては安全問題につ

いて広 く議論のできる場の提供 という視点 も

含め,確 率論的安全評価に関す る国内シンポ

ジウムを毎年開催するとともに,委 託研究に

おいて定量的安全目標の議論への基礎的な情

報を準備す るため,原 子力発電の安全に対す

る公衆の意識調査分析,価 値一影響分析,社

会に存在す る各種ハザー ドの リスク分析,各

種エネルギーンステムの リスク比較,リ スク

コミュニケーションの在 り方な どについて取

り組んできた。次に挙げられるのは,原 子炉

シミュレー ション手法高度化に関す るテーマ

である.こ れは従来より自主研究 として実施

してきたコンピュータシ ミュレーシ ョン技術

に係る広範な トピックスについての情報交換

の揚が発展Lた もので,原 子力発電プラン ト

の設計,運 転管理,安 全評価の各分野で効率

的かつ高精度に事象を模擬で きる総合数値解

析 システムの構築を日指 し,最 新のハー ドウ

ェアならびにソフ トウェア両面でのコンピュ

ータ技術を活用したシステム概念の検討を進

めている.特 に,二 のテーマは真に産官学の

知恵を結集 して進めているという意味で当研

究所の特徴 を活か したテーマである。

次に高 レベル放射性廃棄物の処理 ・貯蔵 ・

管理に関する分野における室な活動 を紹介す

る。この分野における当研究所の取 り組んで

きたテーマは,技 術開発的側面 とい うよりむ

しろ政策的な側面,特 に社会 とのインターフ

ェイスの部分 を扱 うものが中心 と言える。高

レベル放射性廃棄物の処分に至 るシナIlオ オ

プションについて海外の現状 と計画の調養 を

通 して技術的および社会的側面かちの比較,

検討に始まり,こ の5年 間は廃棄物処分に係

る法制度上の問題,公 衆 とのリス クコミ⊥ニ

ケー ションの在 り方などに取 り組んできたの

また,公 衆 との コミュニケーションに至るま

でに重要 となる当該関連分野の専門家の問で

の共通認識の形成に向け,放 射性廃棄物対策

に関する基本的情報の内容 と伝達手段を検討

するとともにその実施 を試みている。一方で,

わが国の地層処分 コンセプ トの一'つとして海

洋地質.十 木技術,社 会的受容性など多角的

検討 を踏まえ,沿 岸海底下地層処分コンセプ

トの成立性に関す る研究を進めている。

以上,昭 和63年 ～平成4年 の間に当研究所

が原子力分野において取 り組んできた調査研

究を紹介 したが,そ の内容は原子力技術 と社

会との相 関領域の問題が 中心 となりつつ あ

る。今後2ユ世紀において原子力界が健全な姿

で社会に貢献す るための技術開発を行ってい

くために も,当 研究所 としては社会が発する

非 言語的信号 も読み取る能力を養iい,そ れら

を技術な らびに政策に反映 していく努力をし

てい くことが重要 であると感 じている。また,

当研究所の他のエネルギー分野との連携をと

り,常 にエネルギーベス トミックスの観点か

ら原子力を客観的に捉えるとともに,ア ジア

地域 を始め とした国際協力についても今後取

り組みたいと考えている。

12〕 主 な研 究成 果

a)ス ー ノ{一 シ ミュ レー ター グ)概念検 言寸

原r力 発 電 プ ラ ン トの シ ミュ レー タは,設

計 か ら運 転 に 至 る ま で の プ ラ ン ト全 体 の ラ イ

フ サ イ クル に お いて,安 全 性 お よ び信 頼性 の

確 認 の ため の ツー ル と して,非 常 に 重要 な も

の に な っ て きて い る。 近 年,コ ン ピュー タサ
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イエ ン ス の分 野 に お い て は,計 算 速 度 の 向 上,

数 値 解 法 モ デ ル の 高 度 化,更 に 様 々 な種 類 の

AI技 術 の 出 硯 等,め ざ ま しい 進 歩 が 示 され

て い る 、 こ れ らの 進 歩 を原 子 カ プ ラ ン トシ ミ

ュ レー タに 反 映 す る こ とに よ り,従 来 よ り高

速 か つ 高精 度,よ り現 実 味 を有 す る シ ミュ レ

ー シ ョ ン を実 現 す る こ とが 可能 と想 定 され る
,

そ こ で,将 来 の 原 子 力 プ ラ ン ト用 シ ミュ レ

ー タ の概 念構 築 の た め
,先 進 的 シ ミュ レー タ

の 実 用 可能 性 に 関 す る調 査 研 究 に1990年 度 よ

り着 手 した。 活 動 の 一環 と して,大 学 で の,

熱 水 力 お よ び 構 造 シ ミュ レ ー シ ョ ン の 高 度

化,な らび に並 列 処 理 お よび 画 像 処 理 の 原 子

力 シ ミュ レー シ ョ ンへ の 導 入 とい っ た研 究 へ

の 支援 を継 続 して行 っ て い る。 ま た,多 目的

シ ミュ レー タ コン プ レ ッ ク ス と して の 革 新 的

シ ミュ レー タ の 概 念 お よ び そ の 与 え る影 響

を,幅 広 い視 点 か ら と らえ て,シ ビア ア クシ

デ ン ト,3次 元 マ ル チ メデ ィア イン ター フ ェ

イ ス,実 時 間 よ り も高速 の シ ミュ レー シ ョ ン,

そ して 熱水 力,構 造,中 性 子 挙 動,お よ び そ

れ らの 複 合 事 象 に 関 す る革新 的 ア ル ゴ リズ ム

の 確 立 に 向 け て の 活 動 が 続 け られ て い る。

b)リ スクコミェニケーションの実践に向けて

リスクコ ミュニケー ションとは,そ の技術

や行 為の持つ有用性や必要性だけでな く,ネ

ガティブな側面についてもよリバ ランスの と

れた形で情報 を提示 し双方向の対話をしてい

くことである。これは,種 々のハザー ドに取

り巻かれている現代社会,健 康 と生命そして

環境に対す る関心が高 まりつつある社会,更

には意思決定プロセスへの公衆や地域集団の

参加意欲の高い社会で,今 後パブ リックコミ

ュニケーシ ョンの一つ として共通的要{牛にな

ることが予想される、

最近,専 門家 〔当該技術の開発推進者や事

業者等},特 に意思決定者の多くが公衆 との対

立あるいは合意形成がうまくいかないのは情

報の不足に原因があ り,関 係する人々がすべ

ての事実{技 術上の選択肢の各々が もつ リλ

ク,便 益そ してコス ト)に ついてより理解 を

深め もっと正 しく認識 してもらえば対立は解

け意見は一致すると考えているように見受け

られる。しかし,現 実はそ うでないであろう。

例 えば,リ スク,コ ス ト,便 益の配分は一様

ではな く公平性の問題は常 に最後 まで残 る

し,人 々の価値観は各々異なっているのであ

る。情報提供型の リスクコミュニケー ション

では決 してコンセンサス形成を期待すべ きも

のではない。同じ土俵に立ち,互 いに当該問

題の理解 を深めること,関 係する人々に情報

に対する満足感{送 り手は十分情報を出した,

受け手は情報 を十分受けた,と 感 じること)

を与 えることが第一義的目標である。

リスクコミュニケーションを展開 してい く

にあたつて重要なことをまとめると,

①人心はメッセージを科学的要素 と政治的要

素の結合と見てお り,送 り手側が科学的正

確 さだけに訴えても疑っている人々をより

動かせ るとは限らない,

② メ1ソセージの信頼性 を支配す る要因は受け

手か ら見た内容の正確さとその内容が決定

されるまでの手続 きの妥当性である,

③ ジャーナ リス トや メディアを常に リスクコ

ミュニケーションにおいて問題の重要かつ

独立 した原因 とみなすことは誤 りである。

むしろ,互 いの置かれている立場 と役割 を

認識す ることが重要である.

現在そ してこれからの10年 は価値観の動 き
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がこれまでの社会 と比較にならないほ ど速 く

なることが予想される。 このような流れの中

で リスクコミュニケーシ ョンを息長 く実施 し

てい くにあたっては公衆の物の 見方そ して社

会におけ る情報の流れを的確に見てい く必要

がある。前者については,社 会的目標が不透

明な中,今 後人々は自分の価値観を多様化,多

重化の状態にもっていき,そ れ らを表明 して

くるであろう許働 の選択はそれからである,

特に個人個人の心のなかに利己性 と利他性を

調和させようという願望が行動の中に現れて

表一1調 査

く る こ とが 予 想 され る が,こ の 欲 求行 動 を理

解 してお く こ とは 今 後 リス ク コ ミュ ニ ケー シ

ョ ン を展 開 す る に あ た ワ重 要 な ポ イ ン トで あ

る.一 方,後 者 に つ い て は情 報の 発 信,受 信 形

態 が 多様 化 し て い く中,鋳 に 情 報 の 送 り手 側

は 人 の 発 す る信 号,人 と人 との 間 で 交 わ さ れ

る非 言語 的 信 号 を読 み 取 る能 力,す なわ ち 人

の心 の リテ ラ シー が 一層 求 め られ る。そ して,

情 報 と して は 人 に話 して な る ほ ど と言 わ せ る

こ とが で き る"生 きた 知 孝,"道 具 と して の 知 中

を提 供 して い くこ とが一 層 求 め られ る。

研 究 年 表

L発 電用新 型炉 関連

mFBR利 用 ンステム 〔新技術FS)

② 目本型軽水炉
・↓11ノ」、型軽水曽i

・人へ のや さ しさ

Z,撚 料 サイ クノレ関,皇

〔1)Pu利用方策

12)』プルサーマ ル

㈹TRU一 核種移行デー タベ ース

(4,レーザ 農縮経済性評価

㈲SF管 理調査{東 欧・ロ〕

諸,放射 性廃棄物 関連

11)HLW処 埋 ・貯蔵1管 埋調査

12〕HLW処 分の法制度調査

個 沿岸海洋底 ゴンセプ ト

14)HLW処 分 到'IJオ 検討

〔5旧LWの 君T対Ilス ク評価

㈲HLW基 本情報

(7)HLWに 係 る国際協力

尋,原'F力安 全開 連

〔11FTAに よる保守合理化検 討

12〕爆 子力発電施 設の安 全 目標

倒運転支援 システム腸発調査

㈲ 肖動化 と人問 一機械の役割 分担

㈲ 原子力安全 に対す る公衆の意諏調査

〔5川ス クデー タ分析

{7〕V註llle・lmp且亡t評価乎法

捌 リス クコ ミニ.ニケーシ ョンの方策

{9〕原子炉総合数値解析 システム実用化

肛O〕各種発電 システムの リスク比較

(m鳳 子力発電のマLネージメントカルチャア

㈲ サプチャンネル解析手法の高度化

5,既 設商用発電 プラン ト関連

11廉 止措 置技術調査

{2〕エネルギー フロンテ ィア計 画

㈲経年劣化 と安全確保 対策

(4〕BWR構 造材経年劣化特性 の体系化
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② 化石燃 料 関係

1.調 査研究の動向

ここ数年における化石燃料関連の調査研究

テーマを振 り返って眺めて見ると1ほぼ毎年,

政策絡みのテーLマ 〔石「油 コジェネレー ション

の普及促進関速調査,軽 袖の低硫黄化関連調

査,MTBEの 導入調査,A重 油の晶質適正

化に関する調査,液 体燃料化に関する調査等)

が有 り,調 査担当者は,調 査研究の遂行のみ

ならず各種企業 ・業界団体等の調停役 もこな

さざるを得ないなど大変である.し か し,調

査結果が直 ぐに政策面で反映 され るために,

や り甲斐のある調査研究でもある.

一方,深 層天然ガス,メ タンハ イドレー ト

や コールベ ッドメタン等新 しい天然ガス資源

の賦存量に関す る調査のように,将 来のエ ネ

ルギー資源確保の新たな可能性 を探 ると言 う

ロマンのある調査研究 も進行中である。

また,化 石燃料の使月ヨは地球環境問題 を避

けて通ることは不可能であることか ら,化 石

エネルギーの各種転換プロセスや炭酸ガス回

収 ・液化プロセスにおける炭酸ガス排 出量調

査,火 力発電用燃料の採掘 ・輸送 ・転換 ・燃

焼 ・環境保全等の全工程 を包括 した燃焼種別

の炭酸ガス排出量調査,並 びに発電における

炭酸ガス排出鼠削減に関する電源 システムの

最適配備を探 る調査,お よびかってのディー

ゼルの低NOx化 の ため の軽油 の低 硫黄 化

(0.05重量%硫 黄}の 調査 と同様,デ ィーゼ

ル排ガス清浄化のために,燃 料からの対策の

可能i生を探 る含酸素軽抽に関す る調査や,炭

酸ガス抑制を図る目的での都市 ゴミと石油燃

料 を組み合わせたllパ ワ リング発電システム

調査等も進行中である。

更にJR來 日本㈱か らの委託調査の よう

に,エ ネルギー消費状況の把握 と省エネ診断

調査のような総合的なエネルギー技術に関す

る知識を必要 とす る調査,関 西電力か らの石

炭ガス化炉の部分負荷 におけるガス化炉のタ

イプ別ガス化効率の変動をシミュレーション

で求め,ガ ス化炉の効率的運用形態 を模索す

る調査のように,ガ ス化反応シ ミュレータの

作成と言う高度な技術 レベルを要求 される調

査等もあ り,こ の5年 間は大いに勉強させ ら

れた期間でもあった.

今後も当グループの調査研究の方向は,こ

の5年 間の延長線上 で発展させて行 きたいと

願っている。

2,主 な研究成果

ll)火力発電所大気影響評価技術実証調査

(火力発電用燃料の採掘 ・輸送 ・転換 ・燃

焼 ・環境保全等の全工程 を包括Lた 燃焼種

別の炭酸ガス排 出量調査)

我が国の火力発電所で用いられている各種

化石燃料の採掘 ・転換 ・輸送 ・発電(燃 焼)・

環境保全の各工程か ちの炭酸 ガス排出量につ

いて,各 工程に関係の諸機関にピアIlン グ調

査や実態調査 を含め たア ンケー ト調査 を行

い,炭 酸ガス排出量について試算 をし,表1,

表2に 示す結果を得た。

表1,表2に よれば,発 電工程のみを考慮

した場合,送 電電力量当 ウの炭酸ガス排出量

は,従 来型LNG火 力1に 対 し,メ タノー一ル

ボイラ焚き火力1.20,石 抽火力1.42,石 炭火
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表一1各 種化 石 エネ ル ギー の燃 焼 にお け る炭 酸 ガ ス排 出 量の 比較

1:LOα)kca1当り:Cq-9}

石 湘 石 炭 LNG メ タ ノ_ル1

採 掘

輸 送

転 換

2.5

2.8

6.7

12.工

9.7

0

一

5.ユ

43.7

一

5.0

72.3

①(小 計) 12.0 21.9 4呂.呂 79.5

② 燃 焼

(比)

295-〔l

q.4)

366』

(1.73)

211.O

q)

254.6

(1.2工)

①+② 合 計

砒)

307』

q.18)

387.8

(1.49}

259.呂

(工)

332.9

(128)

表一=各 種化 石 エ ネル ギー の発 電 にお け る炭酸 ガ ス排 出 量 の比較 伺{イ フ焚

き火 力){送 竃端lkWh当 り:CO、-9)

石 油 石 炭LNG メ タ ノー'レ

採 掘,

輸 送

転 換

6.〔1

6」

15.5

2呂.7-

23.o

ll

11.6

99.3

一

13.5

1ら2.呂

①(小 計〕 2呂.0 51.7 111L9 176.3

② 発 電

(比)

682.9

(1.42)

867.3479.6

(1.8D(1)

574.3

(1.20〕

①+② 合 計

(比)

710.9

11,20)

919.059{}.5

(L5由(1)

750.6

(127)

力1.81で あ るが,採 掘 ・転 換 ・輸 送 ・発 電 の

全 工 程 を考 慮 し た場 合 に は こ の差 が 縮 ま り,

従 来 型LNG火 力1に 対 して,メ タ ノー ル ボ

イ ラ焚 き火 力1.27,石 油 火 力1.20,石 炭 火 力

1.56と な っ た 。 さ ちに,高 効 率 のLNG複 合

サ イ クル 発 電 で は,O.91,メ タ ノー ル 改 質 型

ガ ス ター ビ ン発 電 で は,1.10と 良 く な っ て い

る 。

天 然 ガ ス 資 源 の 乏 し い我 が 国 に お い て は,

海 外 の 天 然 ガ ス資 源 をLNGと し て,ま た 将

来 に お い て は メ タ ノー ル と して の 利 用 形 態 も

考 え られ るが,現 状 で は石 炭 ・石 油 か らのL

NGへ の 転 換 に よ る 炭 酸 ガ ス 肖ll減効 果 は,従

来 考 え られ て い た よ りも減 少 す る こ とが 明 ら

か となった.

なお,本 検討結果には,各 種化石エネルギ

ーの採掘時に放出されるメタンによる温室'効

果の評価は含まれていないが,文 献等の報告

等の試算例 を当てはめると,こ の差はさらに

縮 まるもの と考えられる。今後,経 済の健企

な成長 を保 ちながら炭酸ガス排出量の安定化

を達成するためには,LNG火 力へのシフ ト

にのみ偏重することなく石油 ・石炭火力を含

めた各々の電源の特徴を活かしたバランスの

よい電源構成(エ ネルギーのベス トミックス)

を確保 しつつ,省 エネルギー,発 電効率の向

上等の高効率化の推進,石 炭ガス化複合サ イ

クル発1電,メ タノール改質型ガスタービン発
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電,燃 料電池等の新エネルギー利用技術や太

陽光発電等再生可能エネルギー利用技術の開

発推進,発 電工程での炭酸ガス排出の全 くな

い水力 ・原子力発電や炭酸ガ ス排出量の比較

的少ない1.NG火 力の導 人推進等 を平行 して

進めながら,可 能な限 りの炭酸ガス排出量の

安定化 を図 ることが必要で あると考 えられ

る。

②石炭ガス化複合プ ラン トの効率的運用に

関す る調査(石 炭ガス化プラントの部分負

荷効率をシ ミュレー トし効率的運用形態を

探る調査検討)

過去に報告 されたガス化炉のデータの内,

少なくとも運転条件,す なわち石炭の組成,

石炭供給速度,ス チーム供給速度,酸 素(空

気)供 給速度が報告 されているものを表3に

示 した。過去に多くの報告が行われているが,

このような運転条件 をすべて記述 したデータ

は極めて少ない。石炭の組成,石 炭供給速度,

スチーム供給速度,酸 素(空 気)供 給速度,

石炭同伴用不活性ガス(窒 素。二酸化炭素〕

の供給量から,当 研究所が作成 したガス化反

応シ ミュレー ターで求めた生成ガス組成およ

び生成ガス流量 を,表3に 併記 してある。こ

こに示 したガ ス化炉は,石 炭供給量や原料フ

ィー ド方式等,ガ ス化方式 白体が大 きく異な

ってはいるが,一 切 ブイッティングのための

パラメータを用いていないに もかかわらず,

ほぼ実測値 と同様の結果 を示 していることが

わかる。この ことは,本 シミュレーションの

妥当性を示 していると百える。

本シミュレー ターを用いて求めた部分負荷

熱効率 と経済性についての検討の結=果,ガ ス

化炉の部分負荷運転は著 しい熱効率低下 を招

き,且 つ,ガ ス化炉及びガス化炉付帯設備等

の設備 コス トが大きいことから,部 分負荷運

転は大幅な発電 コスト上昇 を招 くことが判明

した。

また,酸 素吹 きガス化炉の部分負荷運転に

よる熱効率の低下 を抑えるために,発 電々力

量のコン トロールをガス化炉の稼働台数の制

御で行うことによって,ガ ス化炉の部分負荷

運転 を無 くし熱効率の低下を防ぐ運用方法が

考えられてお り,米 国のEPRI等 でも検討

が行われている。 しかL,こ のガス化炉の起

動停止による負荷制御 を行 うためには,ガ ス

化炉停止時におけるバーナー焼 きつき防止や

炉温のキープ等の対策が必要であり,現 在稼

働中 もしくは開発中のガス化炉には未だこれ

らの対策が施されておらず,特 に停止時のバ

ーナー焼 きつ き防止については技術開発が必

要である。炉温キープのための燃料消費量や

後処理設備におけ る諸対策(ガ ス化炉々温 キ

ープ用燃焼排ガスの排 出対策や排ガス処理工

程への経路遮断方策等〕の技術的検討が必要

と考えられる。

また,空 気吹 きガス化炉は,大 量の空気 を

温めるために無駄な熱が消費されるために冷

ガス効率が低 く,阯 つ,生 成ガスも窒索で希

釈 され るため乾式 ガス化 で1,085kcal/Nmヨ

湿式 ガス化だ と呂12kca1/Nlnヨと低 い発熱量

となっている.こ のような低い発熱量のガス

をガスター ビン燃料 として用いるためには,

燃料ガスの予熱が不可欠となり,ガ ス ガス

熱交による精製済ガスの加熱,も しくは高温

でのガ ス精製 〔脱硫,脱 塵)が 必須となる、

このように石炭のガス化複合発電方式は,

技術開発の途 中にあるため未だ多 くの技術開

発課題を抱 えてお り,今 後の技術開発の成果

27一



表一3実 装 置 と計 卸 方式 との生 戊 ガ ス組 成 ・ガス生産 量の 比較 結果
一_

シェ ル突 炉 シェ ル 計算 テ キサ コ実炉 テキサ]計 算

①原料
・石炭供 給(t/h/ 28.1 28.1 5〔1 5け

分析値:CI:%) 離 、臼9 呂3.9呂 77.臼1 77.91

H 5.45 5.45 5.23 5.23

N 1.80 1.80 o.σ9 0』1)9

S 1.5呂 1.58 工.13 1.13

0 7.12 7.12 15.64 15.64

灰分 6.47 6.47 ll〕.呂 〔1 10,311

水分 5』 5.⑪ 7.9 7.値

発 熱 量llkcal/k9, 71日oo 7.6110 6.42〔 〕 臼,42{〕

酸 素供給量 〔t/h〕 26.ll 26』 36.5 36.5

余剰酸素量(%) o.8 {L呂 4.7 4.7

・噴霧 用蒸 気(t/h〕 5-6 5.6 o.o o.o

・圧 送 用窒素(tlh〕
7.呂 7.8 o.f〕 o』

②反応条件
・原 料 ブ イー ド方 式 乾式 乾式 湿式(備%ス ラll-) 湿式 佑5%ス ラ リー)

・ガス化 温度(℃) 『 1,910 L440 1,4司 〔〕

・ガ ス化圧q{9/cmり
2〔} 20 35 20

③反応生成物
・生 成 ガ ス(%)

(DryBag創

CO 60.41 58,9「 〕 36.2呂 a仕911

CO呈 4.85 4.78 20.93 22.86

H2 27.行8 29.30 42.48 40.0⑪

N且 7.06 7』2 {}.31 o.24

・冷 ガ 又効 率(%)
75.呂 75.呂4 69,呂1} 7〔1.14

一

が待たれるところであるが,今 後厳 しさを増

す環境保全への要求を考えると,石 炭のガス

化による発電方式は,極 低煤塵 ・極低硫黄酸

化物排 出,低 窒素酸化物排出等環境に優 しい

発電技術 であ り,高 負荷発電では発電単価の

安い発電方式 と言えるために,ガ ス化方式 を

厳選 し効率がよく,環 境負荷田=の少ないガス

化方式の選定が先決であるとの結論 を得た。

3,調 査研究項目年次表

化石燃料 グループが,こ こ5年 間に手がけ

た調掩研究項目の年次推移を表4に 示す。
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表一4化 石燃料グループの調査研究項目年次表
一 一 一. 一 一

昭柵2年 度

以 前
昭柵3年 度 平成元年度 平成2年 度 平成3年 度 平成4年 度

石油関連

① 石抽 コ ・ジェ ネ

②1陛抽の低硫 黄化

③MTBE導 入

④ 石油再資源化

⑤A重 油の品質適正化

⑥ 含有酸素軽 油

⑦ 油体燃料転換

一MlTl 一

1

Mr⊥'工

PE〔

一MITI一

一一r環境庁一

1

一MITI一

』IITl

MITI一

PEC一

天然ガス関連

①LNGタ ン ク検査 ロボッ ト

② 深層天然庁 尺

③ 非在来耳ll天然ガス

④ 天然 ガス関連技術調査

一MITI一

マル手

班ITI一

MITII

l

石炭 関連

① 石炭技術デー タベー ス

② 石炭ガスf描切 効率的運耳」

③低品位炭の低温留液化

④ 石炭研究機関 ・技術者調査

自 芒

闇西電カー一

一 自主

一NEDO一

シス テム ・保全 技 術 関連

① エネ'レギーシ ステムモデル

② エ ネルギー 消 費 診 断

③ プ ラ ン ト診 断
一

④ ゴ ミ発電の高効率化

隔=

JR

一 東京電カー

PEC

環境関連

①姻 鞭 プロセλ別雄 梶 網1量

② 化石燃料別炭酸ガス排出量

③ 石汕燃焼器の低NOx化

④PPCP技術{パ凡ス・コロ+脱N働

一 置聡骨1

MIT【

MI「H

一 日機連

一 ■ 一
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③ 新エネルギ「 エネルギーシステム関係

①調査研究の動向

新エネルギーおよびエネルギーシ λテム関

係は従来か ら一っのグループ として活動 して

いる。昭和63年 度か ら平成4年 度 までの5年

で見ると,グ ループのプロジェク ト数は倍増

してお り,ま た,研 究員の数 もこれにあわせ

て火幅に増加 した(図1)。 平成2年 度に調査

件数が急増 しているが,こ れは地球環境問題

関連の調査への着手および電力会社か らの委

託調査の増加等によるものである。

調査の内容に関 しては,メ タノール燃料,

燃料電池,電 気自動車/電 池,お よび電力シ

ステム関連のテーマがこの数年の主体 となっ

ているが,い わゆる新エネルギーの供給に直

接係わるテーマは減ってきてお り、需要サ イ

ドの電力システム,地 球環境,高 効率発電技

術などに係わるテーマが増加 している。

メタノール燃料は研究所設立当時か ちの調

査テーマの一つであるが,最 近は電力会社の

関心の高まワもあり,調 査件数が増大 してい

る。国においてもそのク11一 ン燃料 としての

位置付けを明確 にするための調脊を平成3年

度から開始 し,当 研究所ではその委託 を受け

て調査を行 っている。

電気 自動車 〔および二次電池)は この数年

重点テーマとして力を入れてきたが,最 近の

杜会情勢 を先取 りしたもの となった。総合研

究開発機構{NIRA)の 委託調査1電 気 自

動車の導入とその社会,経 済,環 境 ・エネル

ギー的インパ クトの研究」はNIRAか ら出

版されq991年),ま た,国 際ユネルギー機関

/IEA)か らの委託による 「電気 自動車の

研究開発の現状 と国際協力の可能性」に関す

る調査はわが国では初めてのIEAか らの委

託であり,こ れもまもな く英文のレポー トが

出版される予定である。

燃料電池については昭和56年 度頃から調査

を開始 してお り,新 エネルギーグループの主

要 テーマの一つ であるが,こ の5年 間でも固

体電解質型燃料電池発電システムの調査 仏

一 ンライ ト計画),オ ンサイ ト用および電気事

業用の リン酸型燃料電池の導入に係わる調査

等が継続的に行われてきている。 また,当 研

究所は燃料電池開発情報センターの事務局と

して,燃 料電池の普及啓蒙等の役割の一端を

担ってきた。

電力関連システムの調査 としては,太 陽光

発電や燃料電池等の分散型新発電技術の電力

系統への連系に係わる調査,需 要端での負荷

機器(冷 房機 器,温 水器等)の 集中制御によ

る負荷平準化 に関する調査,バ ッテリー、蓄

熱等を用いる夜間電力有効利用住宅の調査な

どを実施中である。いずれ も国のプロジーク

トとしてNEDOか らの委託調査 となってい

るが,ハ ー ドの試験研究は別途電力会社に委

託 ・実施 されてお1),こ れらと連携を取 リな

がらの調査 となっている。

以.ヒの継続的テーマの他,最 近ではCOa回

収発電,環 境調和型エネルギーコミュニティ

などの地球環境関連の調査 に れらは新設さ

れた羅境 グループに移管 ア定)や 廃棄物発電

に闘する調査,次 世代型の高効率発電技術に

関す る調査 などが新規テーマ とLて 開始され

ている。
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S,63

H.1

H.2

H,3

H.4

o 5 10 15 20 25(件,入)

凡例
灘 受託研究
口 自主研究
○ 研究員数

図 一1フ.ロ ジ ェ ク トイ牛数,人 」司の 推 移

メ タ ノー ルや 燃 料 電 池 な ど は 当研 究 所 で も

既 に10年 以 上 調 査 が 継 続 され て お り,新 しい

エ ネ ノレギー 技 術 の 開 発 のll一 ドタ イム の 艮 さ

を 実 感 させ られ るが,反 画,情 報 の蓄 積 や 種 々

の ノウハ ウ の 取 得 に よ り.研 究 所 の 調 査 テ ー

マ の 柱 の 一 つ とな っ て お り,先 行 的 な テー マ

開 拓 の 重 要 性 を示 す もの で あ ろ う。 これ を踏

まえ れ ば,こ の 数 年 の 主 要 テー マ で あ る電 気

自動 車 や 電 力 シ ス テ ム 関 係 の 調 脊 は 今 後 更 に

育 て て い く必要 が あ ろ う。 さ らに は,次 に続

くべ き テー マ の 発 掘 も重 要 とな るが,そ の 候

補 と して は 水 素 エ ネル ギー,電 力 貯 蔵,熱 エ

ネ ル ギ ー 有 効 利 用(熱 輸 送 を 含 む),CO且 回

収 ・処 理(環 境 グルー プ)等 が 考 え られ る。

②主な研究成果

メタノー1レ燃料

NEDOあ るいは電力会社からの委託によ

る導入可能性調査,メ タノー ル合成技術に関

する調査等を行ったが,平 成3年 度か ら資源

エネルギー庁の委託 による 「メタノール火力

発電所の環境影響評価実証調査」を実施中で

ある。 メタノールの環境影響 については昭和

50年代後半に動物実験 を含む体系的な試験研

究が行われているが,国 の政策 としてメタノ

ール発電の導入が明示されたこと,電 力会社

の導入検討の動き等を受けて,本 調査ではあ

らためてメタノールの環境影響を総合的に評

価することとしている。特に今後 メタノール

の有力な利用先と考えちれるガスター・ビンに

ついては,実 機による燃焼試験のデー タを活

用 し,排 ガス特性等 も含めて評価を行い,平

成5年 度に最終報告をまとめる予定である。

電気自動車

ムーンライ ト計画の電力貯蔵用新型電池プ

ロジェクトの一環 としての電気 自動車用電池

の調査をは じめ,NEDO,民 間会社か らの

委託調査等毎年3～4件 の調査 を実施す ると

い う状況であった。前述のNIRAの 委託調

査 では自動車交通の分析,電 気 自動車の技術

的見通 し等 を踏 まえ,そ の普 及に必要 な社

会 ・経済的要因および普及による種ηのイン

パ クトを検討 し,電 気自動車普及方策の提言

を行った.ま た,IEAの ・委託調査は,IE

Aの 場における電気自動車に関する国際協力

プログラムの実施可能性を評価することを目

的 とした ものであ り,現 地調査によりIEA

加盟諸国における電気自動車の方向性 を明ら
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かにする とともに,国 際協力プログラムの提

案を行った,こ の調査がベースとなってIE

Aに おける電気 自動車の国際協力協定が1993

年内にも発足す る見込みである.

NIRAお よびIEAの 調査は,い ずれ も

所内作業で報告書=が作成 されたこと,お よび

報告書が一般刊行物 として発行されたことが

特徴的である。 これは,調 査研究成果の公開

の意義だけでな く,研 究員のポテンシャルや

研究所知名度の向上の意味でも有意義であっ

たといえよう.

燃料電池

ム・一ンライ ト計画で平成元年度から開始 さ

れた固体電解質型燃料電池(SOFC〕 プロ

ジェク トのシステム研究を受託 し,平 成3年

度までの3年 間に材料,製 法,技 術開発状況,

課題整理等を行 うとともに.シ ステムの要求

仕様の検討や システム概念設計を実施 した。

SOFC自 体は未だ基礎的研究の段階にある

が,最 新の知見に基づ きシステムとしての性

能等の見通 しを得 ることができた。

リン酸型燃料電池では、平成2年 度にオン

サ イト用1MW級 および電気事業用5MW級

の導入に関す る調査をそれぞれ行 った.こ れ

は平成3年 度か ら開始 された資源エネルギー

庁による大型燃料電池技術開発の事前調査 と

して,そ れぞれの導人可能量等の見通 しを検

討 したものである、なお,電 気事業用のもの

に関しては,平 成4年 度かちリン酸型燃料電

池研究組合 を通 じてあらためて委託され,さ

らに詳細な導入形態調査 を開始した。

電力システム

電カシステム関連調査 としては,「分散型新

発電技術の系統連系に係わる調査」,「需要端

負荷機 器の集 中制御システムの研究」,「夜間

電力有効利用の次世代住宅等の研究」などが,

いずれ も長期プロジェクトとして実施中であ

る。

「系統連系調査」に関しては,i現在関西電

力㈱の六甲新エネルギー実験センターで燃料

電池,太 陽光,風 力の大規模な系統連系試験

が行われてお り,本 調査ではその試験結果の

検討をは じめ,系 統連系に係わる種々の課題

とその対応策等の調査 を行 っている,な お,

国においてもこの試験結果等を参考 としなが

ら,こ れ ら新電源の逆潮流あllの 系統連系ガ

イ ドラインの制定準備 を進めているところで

ある。

新規テーマ

新規テーマの中では,「高効率発電技術調

査」(資 源エネルギー庁委託)が 平成4年 度か

ら始まった大型調査研究であり,高 温ガスタ

ー ビン、石炭 ガス化,加 圧流動床,燃 料電池

などの次枇代発電技術の評価をステップバ イ

ステ ップに実施づ るという長期プ ロジェクト

となる予定 である。

また,「環=境調和型エネルギー コミ」・ニティ

調査」 も平成4年 度から開始されたが,こ れ

は大規模 コー ジェネレーションや未利用工ネ

ルギーの活用によるコミュニ.ティレベ ルでの

エネルギー システムの構築方策等 を調沓する

ものであ り,環 境関連テーマの柱の一っ とし

て重要 となろう。

③調査研究項 目年次褻

最近5年 間の研究項 目の推移を表1に 示

す。
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表一1新 エ ネル ギー一関 係 テー マ変 遷

年度 昭和儲年度 平成元年度 平成2年 度 平峨 呂年度 平成4年 度

メタ ノー ル メ タ ノー ル合 成

メ タ ノー ノレ導 入.

〃 ノール肥Eと 共珊 一一τ メ タ ノ ル環 境 一 「

L.メ タ/-,LI電 力会杜ト ーi

メタ 屈Ll、勘 斜 士}

CHM

メ ク ノ ル 環 境

メタ,'一 ルエ ンジン

〔=BM

メ卸 一1げ 一 クベー凪一 一一一一一メゴ ノーrげ 一舛 一λ

燃料電池 FCDIC FCDIC

SOFC

FCDIC

SOFC

大 型FC導 入

コージェ裡FC導 入

SOFCデ ータベー氏

FCDIC

SOFC

FCDIC

FC導.入EDB・FC

電気 自動車 EV電 池

EV事 業 化

EV電 池

EV事 彙 化

EV協1」

ハ イプ リ ツ ドー一一一一一一一ハ イ プ リ ・ ド

Ev導 入俺 力会出

EV事 業化

EV評 価

EV電 池

電気パ ス

リゾー トEV

EV電 池

EVサ ポ ー一 】

NlRAEV… ・一…NIRAEV

EVア ー タベ ー ス・… ・・EVデ ー タペー ス.

電池 電池導 入 電池導入

電池評価

電力貯蔵電 池 導 入、

電力システム 分散型発電

負荷制樹1

分散型発電 分散 型発電

負荷制御

CVCF研

一一一一一分 散 型 発 電 一一

負 荷 制 御

一一一分 散 型 発電

負荷 制 御負荷制御

CVCF CVCF

廃棄物 廃棄物発電 廃棄物発電

電気用品処理

廃棄物発電

火力発電 CO掴 収 発 電 ・「一… 一{0享 回収 発 電 一一一一一'一一℃02回 収 発 電

高効率発電

複数新エ ネ
導人

離島新エ ネ

一 一

次 世 代 ハ ウ スー・一一一一一一次 世 代 ハ ウ ス… … ・・次 世 代 ハ ウ ス ー一一一一一一一次 世 代 ハ ウ ス

新 エ ネ 導 人

jR新 エ ネ

環境調和エネ

電力需要対策

その他 新 シー ズ

字宙エ ネ

GSC

天然 ガス白動車

雪利用

シ'レバー杜会

GSC GSC

地 熱

CO、抑制対策

都 市環境

新エネ技術展 開

水索貯蔵合金

電力 と技術

一 一一

{注}C臼M:コ ー ルベ ッ ドメタン/FCDICl燃 料 電 池開 発 情 報 セ ン ター/SOFC:固 体 電解 質 型燃料 電 池

EDB:エ ネ ル ギー デー一タベ ー ス/FC=燃 料 電 池/EV:電 気 自動 車/NIRA:総 合 研 究 開発 機 構

CVCF:無 停電 型電 源/GSClグ ラン ドソー ラ ー チ ャ レ ン ジ
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④ 地 球 環 境 関 係

(1)調 査研究の動向

1)地 球環境問題対策調査

炭酸ガスの放出抑制が国の経済成畏にど

のように影響す るかNO分 析,評 価を中

心に,国 内外のCO、 問題に関す る動向を

纏め る。{経 済企画庁)

:日 本国内におけ る産業部門,エ.ネ ルギー

転換部門を中心 とす るCO=排 出状況,排

出抑制対策,抑 制の技術可飴性を調査 し,

排出量低減の見通 しと今後の研究課題を

明らかにする。(電 中研究所)

地球温暖化対策技術 とLて 特に火力発電

所か らCO2の 回収,処 理,固 定化迄の トー

タルシステムを考え,各 システムのエネ

ルギー収支,経 済性を総合的に比較する。

(NEDO企 画部〕

2)非 在来型天然ガス資源導入システムの可

能↑生調査

1わ が国におけるエネルギー供給のセキュ

リテ ィー確保のため,海 外の石炭層に賦

存するコールベ ッドメタンを生産地でア

ルコールに変換 して日本に輸送し,利 用

することの可肯旨紘を目的 とした調査 検

討を行 う。 〔NEDO企 画部)

3)環 境調和型エネルギー コミュニテ調査

:わ が国に於ける民生用エネルギー需要増

大に対 して,省 エネルギー,環 境性維持

のために大規模 コー ジェネレーション,

未利用エネルギー等 を組み込んだ最適な

地域熱供給 システム導入の可能性や,実

現のための制度,条 件の調査,検 討を行

う。(通 産省エネ庁代替エネルギ ・課)

(2>研 究成果

1)地 球温暖化対策技術 として,CO掴 収,固

定化技術 ンステムに開 しては,火 力発電

技術,CO,回 収技術,処 理技術の総合的調

査を実施 したのち,発 電方式 ごとに可能

性ある回収システムを選択 し,所 要エネ

ルギーCO2回 収率,CO且 純度,コ ス トの

評価を した。工業的実現可能性 の高い

CO2処 理 システムの考察 と,研 究開発課

題を抽出した。

2)コ ールベ ッ ドメタン資源導入 システムの

可能性調査は、海外 コールベ ッドメタン

の資源量の調査,開 発,生 産技術,ア ル

コールの製造技術の調査,ア ルコールの

各種製造プロセスのコス ト比較、 日本へ

の輸送に関するケーススタデイの実施を

行い,コ ールベ ッ ドメタンを産出地域で

メタノールに変換 し,日 本に輸送 して燃

料又は化学品原料 として利用できる可能

性が高いとの見通 しを得た、
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衷 一1調 盗 項 目 年 次 表

項 目 昭和田年度 平成元年度 平成2年 度 平成 宮年度1平 成4年 度 平成 昌年度

1〕

1;
41

5)

6}

地球環境問題対策のマ クロ経済

に与える影響 調査

CO、抑制対策調査技術

CO2[司収型発電 シヌ、テムに関す

る調査

火力発電プラ ン トか らのCq回

収 システムに関す る調査

]一 ルベ ッ ドメタン資源尊 入シ

ステムの可能性調査

環境調利型エ ネル ギー コ ミュニ

ティ調査

経済企画庁

NEDO

電中研

NEDO

NEDO

MITI
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⑤ エネルギーデータベース等 自主研究関係

1,醐 査 研 究 の 動 向

当研 究 所 で は 設 立 当 初 か ら,働 電 力 中 央研

究 所 か らの 委 託 に よ り1エ ネ ル ギ ー 技 術 デ ー

クベ ー スの体 系化 の 開 発(エ ネ ル ギー デ ー タ

ベ ー ス と略 記)」 と 「シ ス テ ム分 析 手 法 の エ ネ

ル ギー シ ス テ ムへ の 適 用 可 能 性 研 究(エ ネ ル

ギ ー シ ス テム 評 価 と略 記) -1を 行 っ て い る。

最 近 の エ ネ ル ギ ー デ ー タベ ー ス で は,石 炭

技術 に 関 す る デ ー タハ ン ドブ ッ ク を一 貫 して

作 成 し,そ の他 に も電 気 自動 車,燃 料 電 池,

熱 有 効 利 用,燃 料 用 メ タ ノー ル,LNGに 関

して も,そ の 時 点 に お け る最 新 の デ ・一タ を収

集 整 理 し,ハ ン ドブ ッ ク を作 成 して い る。 ま

た,こ の ハ ン ドブ ッ クの 作 成 に加 え て,「 新 エ

ネ ル ギー(省 エ ネ ル ギー を含 む)技 術 開 発 動

向 お よ び そ の 将 来 性 評 価 に 関 す る 調 査 研 究

(新エ ネ ル ギー の 展望 と略 記)に よ る小 冊 子

の 作 成 も,関 心 の 高 い テー マ を選 び,一 連 の

シ リー ズ と して行 って い る。 また,デ ー タベ

ー ス シ ステ
.ム」り鹸 討の ため レー ザ ー デ ィ 入 ク

記憶 媒 体 を用 い た シ ステ ム の利 用 につ い て も

検 討 を行 っ た.
　 ノ 　　

エネルギ・一システム評価は,エ ネルギーお

よび電源計画手法の検討 と,そ の手法確立の

ために必要 なデー タの収集 という2つ の大 き

な流れで調査研究 を進めてきた.手 法検討に

関 しては,昭 和63年 度までの主な観点が,不

確定性 を有する電源およびエネルギー システ

ム計画モデルであったのに対 し,平 成元年度

以降は,地 球 温暖化問題に対する意識の高ま

りに呼応Lて,従 来の経済的視点に加え環境

的視点 をとりいれた長期予測手法の確立に向

けてのアプローチが続けられている。一方,

手法検討の基礎 となるエネルギー ・経済 ・環

境デー タについても,継 続 して世 界的なデー

タ収集/分 析を実施するとともに,人 口動態

との閾連,社 会主義国・や発展途上国の関連デ

ー タ等に重点をおいた分析を行 った。

2.主 な研究成果

エネルギーデータベースでは,長 年にわた

るハ ンドブックと新エネルギーの展望 シリー

ズの小冊子の作成により,ま とまったエネル

ギー一デー一夕集 として評価の高いものが出来つ

つあるといえる。特に,石 炭技術に関す るデ

ータハン ドブ ックは10年 以上にもわたり関連

デー タの収集整理の作業を行 ってお り,完 成

度の高いデー タベースとなっている。 また,

新エネルギーの展望はエネルギー問題を考え

る際の入門用 として高い評価 を得 ている.

エネルギーシステム評価では,長 年にわた

るエネルギーおよび電源システム評価手法の

比較検討により,不 確定性 を考慮 したエネル

ギーおよび電源計画手法 を確立す るととも

に.環 境問題に対処すべ く,艮期.エネルギー・

環境予測へ必要な方法論 を包括的に整理する

ことがで きた。今後は地球温暖化問題,特 に,

CO翻排 出削減の手段である税金 ・補助 金等の

経済的インセ ンティブをよド)効果のあるもの

とす るため,エ ネルギー ・経済 ・環境モデル

の検討および必要 なデー タ収集による方法論

の確立が期待 されている。
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表一1調 査 研 究 項 目 年 次 表

項 自 昭和ε3年度 平成兀年度 平成2年 度 平成 呂年度 平成4年 度

エネルギーデー タベ ー 尺

石炭技術

電気 自動車

燃料電池

熱有効利用

燃料用 メタノー ル

LNG

新エネル ギーの展望

レーザーデ ィス クシステムの検討

一 一 一r■

⊥ネルギーシステム評価

電源計画モデ'ルの調査 ・検討

エ ネルギー ・電源計画モデルの包括

的調査

エネルギー ・経済 ・環境モデルの調

査 ・検討

エネルギー ・経済 ・環境デー タの収

集および分析

各国の炭素税 と政 策オフ ションの比
較調査

人[とCO。 排 出量の長期 トレン ドの
閣連評価

Oシ ミュ レー シ ョ ン技 術 部 会(ST部 会)

シ ミュ レー シ ョ ン技 術 部 会(略 称ST部 会)

は,エ ネル ギー 分 野 へ の シ ミュ レー シ ョ ン技

術 の 応 用 を意 図 しな が ち,新 規 の 調 盗 研 究 等

の ニ ー ズの 発 掘 を行 う と と もに,研 究 所 の 活

動 体 制 基盤 を整 備 す る こ と を 目的 と して,昭

和59年 度 か ら平 成2午 度 まで7年 間 に わ た り

開 催 さ れ た 。 約10名 の 専 門 家 に よ る部 会 の 会

合 は,ゲ ス トに よ る話 題 提 供 と音臨会 メ ンノぐ一一

に よ る討論 を 中心 と して運 営 され,数 値ニシ ミ

ュ レ ー シ ョン関 連 の 研 究 ポテ ン シ ャ ル 向 .Lに

有益 で あ っ た。 また,活 動 の 一・環 と して,昭

和63年12月 には外部向けのシンポジウム 「拡

大ST部 会」 を開催 している。

Dエ ネルギー将来技術 ・新規課題策定調査

本プロジェク トは,平 成4年 度よ リスター

トし,所 内委貝会は常設となる予定である。

プ ロジェクトの概要は以下の通 り。

①所内≡委貝会での有識者からの意見聴取

②内外機関におけるエ.ネルギー将来技術の研

究開発動向の調沓

③新規課題策定並びに推進方策の検討
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研 究 所 の 業 務 概 要(昭 和53年度一平成4年 度)

1.組 織 に つ い て

現 在 の 組 織 は 昭 和62年7月 ユ日に 改 正 さ れ た もの で次 の とお りで'ある。
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2、人 員 の 推 移 につ いて

＼ 昭 和53年 度 昭 和62年 度 平 成4年 度

＼ 常 勤 非 常 勤 常 勤 非 常 勤 常 勤 非 常 勤

理 事 長 1 1 1

所 長 (1) (理事長兼職) {1) (理事 長兼職) {1) (理事長兼職)
役

専 務 理 事 1 1 1

常 務 理 事 1 1

理 事 13 19 19

監 事 1 2 2

貝
主 席研 究員 (3) (役貝兼職) {3) (役貝兼職)

小 計 2 14 3 21 3 20

副主席研究員 1 壼
咄M (出)8

主 管研 究員 3

職 (出)3 (出)4
主任 研 究貝 2 4

{出)12 (出)1b
研 究 貝 1 8 ・画

(出)5 (出)2 ヒ

研 究 嘱 託 3 3 12 3

事 務 職 員 2 2 3

貝 (出)1 (出)2 (出)2

小 計 3

(出)6

3 16

咄)23

3 20

(出)29

合 計 11 17 42 24 52 23

(注)各 一年度末現在員数で示す。(出 〕出向者の受入数 を示す。
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3.役 員 の異 動 につ い て

専 務 理 事 武 出 康 〔昭53.塩1～ 昭60、6.3①

越 川 文 雄(昭60.7.1～ 平3、6.3ω

吉 澤 均{平3.7.1～)

非 常 勤 理 事 ・監 事

⊂庵 力業 界 関 西 電 力 交 替

監 事 飯 田 正 美(昭53.4.1～ 昭55.3.31)

"飯 田 孝 三{昭55.4 .1～ 昭61.3.31)

理 事 飯 田 孝 三{昭61,4.1-)

o鉄 鋼 業 界 日本 鉄 鋼 連 盟 交 替

理 事 奥,添 寸 虎 雄 佃召53.4.1～ 日召6工.6.18)

〃 植 田 守 昭 〔昭61 .ε ユ8～)

O日 本 産 業 技 術 振 興 協 会 交 替

理 事 百 「日1亘 失{昭53,4.1～[1召57.3.31)

〃 朝 永 良 夫 〔昭57 ,4.1一 平2.3.31)

〃 窪 田 雅 男(平2.4 .1～)

O電 力 業 界 電 気 事 業 連 合 会 増 貝 な ら び に 交 替

理 事 大 垣 忠 雄 〔昭55.9.5～ 昭60.326)

ノ∫ 野 澤 清 志 〔昭60.3 .2ト 平4、3、31)

1町 近 藤 俊 幸(平4
.4.ユ ～)

O大 学 関 係

(理事 の 増 員)

理 事 近 藤 駿 介{昭61.4.1-)

1∫ 鈴 木 篤 之 〔昭61 .4.1～)

(交替)

理 事 椹 木 義 一{昭53.4.1一 昭63.3.31)

理 事 鈴 木 腓(昭61.4.1-)

Oガ ス業 界 日本 ガ ス 協 会1理 事 の 増 則

理 事 柴 崎 芳 三(皿 召61.4.1～)

O電 気 機 器 業 界 日本 霞 機 工 業会 交 替

理 事 簗 辣勇 文 雄(呵 召53.4.1-一 日召58、3.29)

〃 妹 島 五 彦(昭58 .3.29～ 昭63.6.17)

'∫ 濱 田 裕 志(昭63 、6ユ7～ 平3.3.29)
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理 事 高 屋 光 吾(平3.329～

くつ 自動 車 業 界 日本 自動 車 工 業 会 交 替

理 事 中 村 俊 夫(昭53.4.1一 昭63.6.17}

"富 永 孝 雄(昭63 .6.17～ ・)

O石 油 業 界 石 油 連 盟 交 替

理 事 森 崎 久 寿(昭53辺.1～ 昭55.9.5)

"【 些f沢 長 衛(日 召55 .9.5〔-U召63,6.17)

〃 肯旨 登 勇(日 召63 .6.17～ 〕

O電 力 業 界 東 京 電 力 交 替

理 事 堀 一 良「～(日召53.4.1～ 耳召61,3.31〕

〃 豊 田 正 敏(昭61 .4.1～ 平2.3.31)

"三 井 恒 夫(平2 .4.1-)

O建 設 業 界 日 本 建 設 業 団 体 連 合 会(理 事 の 増 員)

理 事 石 川 六 郎(昭61.4.1一 昭63.3.31)

〃 佐 古 一(昭63 .4.皇 ～ 平 哩.3.31}

"吉 野 照 蔵(平4.4.1-〕

o銀 行 業 界 日 本 興 業 銀 行 交 替

監 事 田 島 敏 弘(昭54.4.1一 昭59,3.31)

1'望 月 嘉 幸(昭59 .4,ユ ～ 昭62.6.19〕1

"奥 村 有 敬1昭62 ,6」9一 平 π三、3.22)

〃 小 林 實(平 元 .322-一 平4.3.31)

"加 野 英 資(平4 .4.1～ 〕

O電 力 業 界 中 部 電 力 新 任 な ら び に 交 替

監 事LU崎 魏 〔昭61.4,1～ 平4,3.31〕

"長 澤 和 夫(平4 .4.1～)

o理 事 大 島 恵 一(H召53 .4.1～ 昭63.ユ1、 工2逝 去)
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4.事 業 規模(予 算)の 推 移 につ い て

規模

年度
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1
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6.支 出(実 績)構 成 の 推 移 につ い て
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了.委託元別受託研究費推移
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8,受 託研究分野別金額及び件数の推移

研

究
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9.対 外活 動 につ いて

エネル ギー1総合 工学 シ ンポ ジ ウム につ い て(昭 和63年 度～平成4年 度)

昭和56年 度より当研究所の普及啓蒙活動の一環 として,毎 年開催 している。

ll召和63年 度から平成4年 度までは,以 下の内容で開催 した。

年 内 容
一 一 一 _一_

昭和63年 度 創立10周 年記念シンポジウム

ロ 時:昭 和63年6月14日IO:⑪O～17二20

会 場=銀 座 ガスホール

テ ー マ=「21世 紀 へ の エ ネ ル ギー 技 術 戦 略 」

一 一

平成元年度 第8回 エネルギー総合工学シンポジウム

日 時 二平 成 元 年7月18日IOlOO-16:00

会 場=日 本工業倶楽部大会議室

テー マ=「 地 球 環 境 とエ ネ ル ギ ー 一 そ の課 題 と展 望 一 」

1
一

平成2年 度 第9回 工 ネ ル ギー 総 合 工 学 シ ン ポ ジ ウム1

日 時 二平 成2・年7月18日1D二 〇〇～16:301

会 場=目 本 工 業 倶楽 部 大 会 議 室1

テ ー マ=1現 代 社 会 と リス ク 工 学 と社 会 の接 点 と して の リ ス ク」

1

し

平成3年 度 第10回 エ ネ ル ギー 総 合 工 学 シ ン ポ ジ ウ ム

日 時:ユ1`成3年7月10日10=⑪0～16:35

1

1

1会 場:日 本工業倶楽部大会議室

1テーマ:「 本格普及を目指す電気自動車の研究開発」
1
1

} 一1

平成4年 度 第11回 エネルギー総合工学シンポジウムl
l

日 時=平 成4年7月15日9:45～161201
1

会 場=abc会 館ホール1

テーマ=「 非在来型天然ガス資源の展望」1
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月例研 究会 につ いて(昭 和63年 度～平成4年 度〉

昭和58年4月 より,賛 助会貝各社 〔平成5年2月 現在73社)を 対象に,当 研究所の試験研究活

動の報告 ・情報提供 を目的 として,原 則 とLて 毎 月最終の金曜日午後2時 ～午後4時 に開催 して

いる(7月 はエネルギー総合 工学シンポジウムのため,休 会)。

主な議題は、当研究所の試験研究プロジェク1・を題材とした報告や、当研究所に関係の深い所

外の講師によるエネルギー技術開発(地 球環境問題 を含む。)に 関す る講藏,解 説等である。

昭和63年 度から平成4年 度までは,以 下の内容で關催 した。

昭和53年 度 平成元年度

匝 報 告 議 題 回 報 告 議 題

53 ユ)エ ネルギー技術 と安全保障について 60 1)地 球規模の環境問題 と新エネルギー

(後藤芳一 氏} ・省エネルギー政策の新 たな展開

2)電 気 自動車の普及をめざす米国電気 (大津幸男氏)

事業者 稿 倉毅〕 2)低 温核融合について(立 川圓造氏)

54 1)無 停電電源装置に関する技術開発動 61 1)技 術 シ ス テ ム の リス クマ ネー ジ メ ン

向 とユ ー ザ ー の ニ ー ズ(茂 田 省 吾) ト(谷 口武 俊)

2)家 庭用電源の200V実 用化にっいて 2)日 米通商関係について

(塚本修 巳氏) (日下 一 正 氏)

55 1)炭 酸ガスにかかわる諸問題 62 D中 小型軽水炉開発の必要性及び開発

(朝倉正氏) 目標(松 井一秋〉

2)高 レベル放射性廃棄物の処分につい 2)世 界.的視 野 か ら 見 た 長 期.エネ ル ギー

て(村 野徹) 間題に関する懇談会(世 界エ ネ懇)

報告書について(真 田晃氏)
*昭 和63年 度拡大月例研究会

コー ジ ェ ネ レー シ コ ン技 術 開 発 の 最 新 63 先端技術をめ ぐる最近の国際情勢

動向 (谷口富裕氏)

56 1)原 子力発電のPAに ついて

(横江信義氏〕
2)深 層天然ガスに関する海外動向につ

いて 仲 野重夫}

64 Dデ ィーゼル排気ガス規制及び軽油の
低硫黄化をめ ぐる内外の情勢

(出村啓一)
2)地 球環境に関する東京会議の成果に

ついて(高 橋光男氏)

57 RecentTopic8irlRiskPerceptioll

Studies

(リ ス ク認 識 に 関 す る最 近 の 研 究 動 向)

(EugeneA.R⑪8a・

Rand且1互R.Klヒ 三r止[ε55巳1三nk)

65 D海 外における放射性廃棄物処分の
PA問 題について(村 野 徹)

2)石 炭をめ ぐる諸問題

(河面慶四郎氏)

1)66 二次エネルギーの利用効率化に向け
581)平 成元年度エネルギー閥連政府予 算 て(辻 義信氏)

(浜谷正忠氏) 2〕 米国の環境政策 と代替燃料 自動車に
2)代 替エネルギー 自動車の海外動 向 ついて(蓮 池 宏)

一電気 自動車一(高 倉毅)

3)代 替 エネルギー 自動車の海外動 向

1一 天然ガス倒 車一健 池宏1

67 1)今 後のエネルギー政策について

(中澤佐市氏)

2}原 子炉廃止措置に関する最近の海外

591)TheEnergyMarl{etinthεU.S.A 動向について(三 井英彦)

(米国のエネルギーの需要供給動向} 68 1)地 熱資源量の評価 と最近の地熱開発
(Pro五JohllWeyant) の動向について(岡 部賢二氏)

2)米 国の代替エ ネルギー政 策の動 向 2)平 成2年 度エネルギー関連 ヂ算につ
一 自動 車 用 一{大 河 内一 男}

いて 体 部和彦氏)
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平成2年 度 平成3年 度

「面 報 告 議 題 回 報 告 議 題

69 工)チ ェルノブ イll事故 と欧州労働線合
の対応(松 井一秋)

2)原 子力安全問題の現状 と今後の課題

(倉重有幸氏)

く

80 1)廃 棄物発電技術の動向 と今後の課題

(山口保男・氏)

2)廃 棄物処理 ・再資源化問題への取 り

組み について(湯 本登氏〕

70 1)最 近の電力技術の動向について

(並木 徹氏)
2)CVCFの 現状 と今後の課題

(黒木一一男氏)

㌔1
、　

1ン 発電技術 をめ ぐる動向 と課題

幅 島 章氏)
2)高 速増殖炉(FBR)に 関す る最近の

技術開発動向(藤 井外志雄)
7ユ D総 合エ ネルギ・一調査会中聞報告総論

(真用 晃氏)
2)地 球環境時代の石炭利用法

(片山優久雄1

82 D発 電プラン トのエネルギー収支分析

とCα 排出量 〔内山洋司氏)

2)LNGシ フ トによる二酸化炭素排出

抑制について1重 田 潤〕
72 D総 合エネルギー調査 会〔原チ力部会〕

検討結果について(北 川慎介氏)
2、 放射性廃…棄物処分の研究 開発動 向

(蛭沢重信〕

83 1)軽 水炉高度化小委員会報告について

(三代真彰氏〕

2)中 小型軽水炉について(栗 山和重)

73 1〕 サ ンシャイン計画の今後のあ り方に

ついて 慌 木由季子氏)

2〕 分散型電源の系統連系問題について

(太田昭司氏)

84

一 一 一 一

1)最 近の水素エネルギー開発について

(岡林哲夫氏)

2)大 力発電プラン トか らの炭酸ガス回

収システムについて(加 賀城俊正)
74 1〕 多極分散準エ ネルギー政策を考える

(上田雅一氏)
2)化 石燃料か らの二酸化炭素排出にっ

いて 匝 田 潤)

85 ユ)ス ーパーヒー トポンプ研究開発の動

向について(本 城 薫氏)

2)ガ ソ リンをめ ぐる最近の動向につい

て{片 山優久雄)75 1)石 湘代替エ ネルギーの供給目標の改

定につ いて(巾 嶋 誠氏〕
2)IPCC報 告について

(大塚益比古)

86 1)風 力発電開発の現状 と今後の展望に

ついて(荒 木由季子氏)

2)電 気 自動車普吸促進のためのインフ

ラス トラクチャ整備の現状

(磯 修)

76 1)欧)障 におけ る自動車の大気汚染防止

対策の動向1ガ ソリン自動車編〕

(古澤貴和)
2〕 欧米における自動 卓の大気汚染防止

対策の動向(デ ィ・ゼル自動車編)

(田村啓一)

87 1)電 気自動車の普及計画について

吐 戸 亮氏)
2)欧 米における最近の電気 自動車の開

発 ・普及について(蓮 池 宏)
『亨

7 1)太 陽 光発電の研究開発の動向につい

て(後 藤隆志氏)
2)ソ ー ラーカーの開発動向

(白江孝俊)

88 1)平 成4年 度エネルギー関連予算等に

ついて 〔平野正掴氏)

2)平 成4年 度地球環境対策予算につい

て(川 本 明氏)7昌 1)平 成3年 度エネルギー関連政 府予算

(辻 義信氏)
2)平 成3年 度地球環境関係予算

(川本 明氏)

89 1)原 子力による海水の淡水化について

(湊章夫氏)
2)世 界のFBR開 発状況(津 久井豊)

79 1)ア ルコー一ル燃料 をめ ぐる内外の動向

(松尾次雄氏)
2)メ タノール製造技術の発展方向

(高倉 毅)

go 米 国 の環 境 問 題 とエ ネ ル ・ギー 分 析 に

つ い て

(ジ ョ ン ・P・ ウ ェ イア ン ト氏)
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平成4年 度

石 報 告 議 題

91 1)分 散型発電 と系統連系

(小林哲郎氏)
2)新 エネルギー等からの余剰電力の購

入について(木 村 滋氏〕

92 1)平 成4年 度施設計画の概要

〔浦野宗一氏)
2)高 レベル放射性廃棄物の処分 とはど

ういう問題か(村 野 徹)

93 1)石 油活用型ガスタービンとの コンバ

インドによるごみ発電の効率ア ップ

に関する調査結果(赤 田卓己)
2)電 源地域の振興施策について

{吉野隆治氏)

9魂 1)エ コ ・ステーションについて

{成瀬茂夫氏)
2)固 体電解質型燃料電池発電システム

の研究状況にっいて(岩 城秀雄氏)

5

一

己
UOげ…

O
」

1)ニ ュ ー ・サ ン シ ャ イ ン計 画

(奥 田 昌宏 氏)

2)水 素 エ ネ ル ギ ー(大 塚 益 比 古)
一 一 一

1)我 が国の宇宙開発計画 と環境監視

(稲田伊彦氏)
2)海 水揚水発電技術開発について

(川島由生雄氏)

97 1)原 子力発電の安全を巡 る国際的動向

について(古 賀洋一氏)
2)原 子力溌電に対する公衆の意識分析

(下岡 浩)

臼8 今後のエネルギー環境対策のあり方
について(根 井寿規氏)

99 D平 成5年 度技術開発関係予算等にっ
いて(福 島 章氏)

2)平 成5年 度発電課主要施策について

仲 村幸一郎氏〉」

100 1)NEDOに おける太陽光発電の研究

開発動向(水 上淳二氏)
2)RlTEに おける地球環境産業技術

分野の研究開発(岡 林哲夫氏)

101 1)地 熱 開 発 の 動 向(中 島 英 史 氏)

2)高 レベ ル 放 射 性 廃 棄 物 処 分 に 係 る各

国 の 動 向 一 ウ ェ イ ス ト ・フ ォー ラ ム
'93か ら一(村 野 徹)
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新 エ ネル ギ ーの展 望 につ いて{昭 和63年 度～平成4年 度)

新エネルギー とは,今 後の技術開発によって実用が期待 されるた ぐいのエネルギー全般 を指 し

ている。また一方,今 後はエネルギー供給 と利用の全ての面において環境保全への配慮が求め ら

れている。そのため,エ ネルギー関係者は各種エネルギーに関 して広い視野 と見識をもつ必要が

あり,「新エネルギーの展望」 シll一 ズは,そ の一・助 となることを目的 として刊行されている。

昭和63年 度か ら平成4年 度 までに,以 下のものを刊行 した。

発 行 年 書 名
1

一

昭和63年!月 風力発電編

3月 石炭ガス化編

3月 自動車用エネルギー編
』

平成元年2月 地球温暖化編

3月 二次電池編

3月 高温超電導編

平成2年2月 地熱発電編

3月 燃料電池(改 訂版)

3月

』

燃料 用 メ タ ノー ル(改 訂 版)

平成3年3月 太陽光発電(改 訂版)

3月 地球温暖化 〔改訂版)

3月 エネルギー有効利用

一

平成4年3月 水素エネルギー

3月 風力発電 敗 訂版)

3月 電気日動車
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「季報 エネ ル ギー総 合 工 学」 につ いて(昭 和63年 度～平成4年 度)

昭和53年4月 よ り当研究所の機関誌として,調 査研究事業等の…報告,紹 介 を国的に.年4回(1

月号,4月 号.7月 号,1G月 号)刊 行 されている.配 付先は、研究所の賛助会員各社をは じめ関

係企業団体,官 公庁 ・学術団体各杜等である。

発行部数は1葡O部 程度(平 成5年3月 現在)で,昭 和63年 度か ら平成4年 度にかけては,以 下

の内容で刊行 した。

発 行 年

一

巻 ・ 浮 備 考

一 一

昭和63年 度 第1ユ巻1号(1988年4月 号)

第11奉2号(ユ988年7月 号) 特集121世 紀へのエネルギー技術戦略

第11巻3号U988年10月 号} 特 集=コ ー ジ ェ年 レー シ ョ ン ・シ ス テ ム 技 術 開 発
の最新動向

第11巻4号{1989年1月 号)

平成元年度 第12巻1号{1989年4」]号)

第12巻2号(1989年7月 号)

第12巻3号(1989年10月 写) 特集=天 然ガス

第12巻4号(]990年1月 号)

平成2年 度 第13巻1号(1990年4月 号}

第13巻2号(1990年7月 号1

第13巻3号(199U年10月 号)

第13巻4号{1991年1月 号)

乎成3年 度 第 ユ4巻1号(199工 年4月 号)

第 ユ4巻 露号』(199工年7月 号)

第M巻3号(1991年10月 号)

第14巻4号 口992年1月 号)

平成4年 度 第15巻1・ 莞}《ユ992年4月 号`)

第15巻2号(1992年7月 号)

第15巻3号(1992年10月 号)

第15巻4号U993年1月 号) 特集=非 在来型天然ガス起源の展望
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冊,主 催 ・共 催 した主 な会 議 等 につ い て

① 主催 した主 な 会議等

QPSAシ ンポジウム関係

技術システムの設計,建 設,運 転,保 守時の諾決定が安全確保上如何なる重要性 を有するか

を体系的に認識 し,限 られた資源を最 も有効に活用す るにあたって確率論的安全評価(PSA)

は多くの重要 な情報を提供する有力な手段であ り,そのニー ズは高 まっている。この観点から,

当研究所では原子力発電を主テーマとし,PSAに 関す る様々な課題 を取 リ上げ、安全問題に

ついての幅広 い自由な討論/発 表の場を提供すべ く,昭和61年 より毎年標記シンポジウムを開

催 している。 なお,平 成3年 には京都において国際原子力構造会議(SMiRT)の ポス トセ

ミナー として海外からの参加を得て実施 した。

なお,最 近5年 間のシンポジウムは下記の様に行うている。

シ ン ポ ジ ウ ム 名 開 催 日 時
1

開 催 場 所

1

第3回PSAシ ン ポ ジ ウム 昭 和63年 ユ2月ユ9-21日 発 明 会館 ホ ・・ル

1

第4回PSAシ ン ポ ジ ウ ム 平 成 元年12月4-6日

4
発明会館ホール

第5囲PSAシ ン ポ ジ ウ ム 平 成2年12月18-20目

¶

石垣記念ホール

SMiRTllthPost-ConferenceI 平 成3年8月26 ～27日

Seminar
私学会館/京 都

第6回PSAシ ン ポ ジ ウ ム 平 成5年1月12--M日 発明会館ホール

一

{2)共 催 した主 な会議等

O低 公害車 シンポジウム 「地球環境時代に対応す る低公害車 と車社会」

共催:㈲ 日本電動車両協会

平成2年9月18日 一49日,経 団連会館
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③ そ の 他

oウ ェ イ ス ト ・フ ォー ラ ム'91

主催:科 学 技 術 庁

運 営=エ ネ ル ギ ー 総 合 工 学 研 究 所

平 成3年2月13～14日 こ まば エ ミナ ー ス

Oウ ェ イ ス ト ・フ ォー ラム,99

主f崔:手 斗≒ドニ技そ有庁

運 営:エ ネ ル ギ ー 総 合 工 学 研 究 所

平 成5年1月18～19ヒ1ホ テ ル 青 森

〔一,IEA国 際 会 議 「NεwElectricity21」 へ の 協 力

平 成4年5月12～14目 ホ テ ル グ ラ ン ドパ レ ス

Oグ ラ ン ドソー ラー チ ャ レ ン ジへ の 協 力

平 成3年8月 ～ 平 成4年9月 全 国 各 地

④ その他 勉 強会等

0200⑪年以降における原子力を考える勉強会

平成3年1月29日

O電 気 自動車の普及促進策を考える勉強会

平成3年3月13日

o炭 酸ガス問題勉強会(計6同)

昭和63年9月 ～平成元年3月
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畔 談会　 　 　 　 　 　 　 灘

15年 を 捌 返 っ て1

_識____謬

山

秋

近

鈴

本

山

藤

木

寛 働 エネルギー総合工学研究所理事長)

守 棟 京大学工学部原子力工学科教授)

山本 今 日は皆さん方か らこの研究所の発足

時や黎明期についてのお話をお伺い し,現 状

に対するご意見も戴いた上で,今 後どういう

方向に進むべ きかといったことについてもご

示唆 を戴ければと考えてお りますので宜 しく

お願 いいたします。

黎明期の二ととなります と,こ の研究所の

設立に尽力された本口ご出席の3人 の先生方

が一番よく御存 じなわけですが、私の記憶 で

55

は,最 初,本 郷に準備事務所ができて,い ろ

いろなことを相談されたのではなかったか と

思 うのですが,秋 山先生、 その辺のところか

らお話 しいただけまゼんで しょうか。

秋 山 研究所設立の基礎 となったそもそもの

構想は近藤先生と鈴木先生に端 を発 したもの

ですが,当 時の時代背景 を申しますと,オ イ

ルショワクを経験 し,石 抽代替エネルギーの

開発を口指 してサ ンンヤイン計画などが立ち
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購藝

秋 山 守氏

(東京大学工学部原子力工学科教樹

上がった時期でした。

大学で原子力の基礎研究や教育を担当して

いる者 として,わ が国のエネルギーの将来に

深い関心があ りました し,こ の際何 とか して

エネルギー脆弱体質を構造的に改めていかね

ば と,危機感のようなものをもっていました。

それで近藤先生 と鈴木先生が具体的な新研

究所構想をまとめられて,山 本先生や大島恵

一・先生 〔故人)の ご指導のもとに計面が動 き

だしたと記1意してお ワます、

近藤 私の記憶 では事務所が設け られたの

は,構 想が浮かんだす ぐ後のことだったよう

に思います。そこでいろいろと議論 した記情

があ りますが,議 論は秋 山先生が もっぱ ら

ll一 ドされて,出 て くる意 見を先生がほ とん

どリアルタイムで黒板に書いていかれた鮮や

かさを今でもよ く覚えています。

技術開発と合わせて試験 とか技術評価 とか

を通じて体系的な整理 とい うかアプローチが

必要で,こ うしたことに知恵を結集する場所

をっ くるべ しといったことでしたが,そ れは

ほ とんど秋山先生の構想で した。

鈴木 記憶をた ぐってみます と,当 時石油事

情が大変不安定で、エネルギー問題の重要性

が広 く認識 されるよ うにな り,私 自身その方

面を少 し勉強していたこ ともあって参加する

よう声をかけて戴いて光栄に思いましたし,

私自身張り切 っていた記憶がございます。

それで産業界のほ うにご相談にいったり,

お役所のほうに もご相談に伺ったりしたわけ

ですが,当 時,土 光 さん(故 人)が 経団連の

会艮をしておられ,わ れわれの構想に大変理

解を示されて,貴 重な時間を割いて話を聞い

て下さって,ぜ ひ大事に育てなきゃいかんと

ということで,そ のために一度ならず何度か

朝食会 を開いて下 さった,,そ のことが忘れが

たい印象として残 っています。

それかちお役所のほ うでは当時,資 源エネ

ルギー庁の総務課の筆頭の課長補佐に平田辰

一郎 さんがお られました。現在は国会議員を

しておられますが。

秋山 平田さんが当時,真 野課長さんのご支

援のもとで,持 ち前の馬力と素晴Lい 手碗で

役所のなかを取 りまとめて下 さったのが大変

有難かったですね。

当時はエネルギー問題の重要性が広 く認識

されていたものですか ら,産 業界からも役所

か らも力強い支持を得 ることができました。

アメリカではエネルギー研究開発局(ER

DA)が 野心的な代替エネルギー計画なる も

のを出 していまLた し,イ ギリスでも総合的

なエネルギー政策のllポ ー トが出ました.こ

うした国際的な大 きな流れの中で,わ が国で

もどうやって石油依存度 を一ドげ るか,ま たど

うやってエネルギー 自給率を改善 してい くか

ということが,国 でも産業界でも真剣に議論

されていたわけで,し たがって新研究所に期

待するところが大 きか ったと思います。

山本 私 どもの財団法人の寄付行為(会 社の
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定款に当たるもの)に ついては.そ の後,一

部改訂の折 りなどに,こ んな表現の寄付行為

はほかに見当たらないとよくいわれたもので

すが,あ れはどこか にお手本が あったので

しょうか。

近藤 あれは全部手作 りでした.基 本的には

自ら研究を行 う集団を作るということを強 く

意識 しまして,研 究の分類のようなことから

使命 とか組織まで定めるように した と記憶 し

ています。それ と通産省の公益法人の公益性

のあり方とす り合わせ るというか,こ ちちが

そうした要件を勉強したり,ま たこちらの考

えを理解 していただ くのに時間がかか ったこ

とを記憶 しています。

山本 そう伺 うと,そ の歴史は今後 も大いに

尊重 しなければなりませんね。

秋山 寄付行為のフォーマッ トについては,

ある程度他の ものを参考にした記憶はありま

すが,中 身の具体的な点については近藤先生

と鈴木先生のお考一えがいたるところに盛 り込

まれていて,格 調の高い,ユ ニー クな ものに

なったと思っています。それか ら,設 立の趣

意書についてもいろいろ苦労をしました。

総論のところも随分 と考えましたが,各 論

の部分については さらにそれぞれの業界に

とって具体的で迫力のあるもの となるよう,

時聞 をかけて繰 り返 し議論 を重ねた もので

す.

山本 ところで電気事業連合会が非常 に支援

して下さった経緯はどんなことでしたか。

秋山 私の記憶ではたしか最切に東京電力の

田中直次郎さん{故 人)の ところに山本先生

が行かれました,,私 もついて参 ワましたが。

その とき田中さんか らは,大 学の人たらがそ

こまで考えているのなら是非協力しましょう
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近 藤 駿 介氏

(東京大学工学部原子力工学科教授)

というお言葉をいただき,そ れで電気事業連

合会の正親(お おぎ)さ んに紹介 していただ

きました。正親さんは電力だけではなく関連

業界全体 をカバーするよ うにしようとおっ

しゃって。経団連の花村さんを訪ねることに

なり,そ こで経団連方式なるものを教えてい

ただいて確か十以上の紹介状 を書いていただ

いて,そ れを持って山本先生 と私 とで関係先

をあちこち回りました。研究所の計画が動き

出すきっかけとして私は最初に田中直次郎さ

んのお力添えがあったことが とても大きかっ

たと思っています。

山本 それか らのちも正親さんが非常によく

面倒 をみて下さったのでしたね。

さて研究所ができてか らのことですが,実

は私自身いまもって申しわけないと思ってい

ることがあるのですが,発 足当時,大 学の先

生方がフラllと 寄っていろいろ議論できるよ

うな研究所にしてほ しい とい うお話がありま

した。そこで初めのうちは部屋 も用意 して

あったのですが,な に しろ手狭な ものですか

ら,そ のうちその部屋 もなくなってしまいま

した。

もちろん,発 足当時大いに原動力になって
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鈴 木 篤 之氏

(東京大学工学部原子力工学科教授)

下さった先生方 も次第に年をめされ要職につ

かれるようになって暇がなくなった という事

情もあったか もしれませんが,い ずれにして

も,そ ういう雰囲気 を復活で きないものかと

思ってはいるのですが.

各種 の委員会の委員にはずいぶん大学の先

生方にお願い しているのですが,委 員会に出

席されてもその ままお帰 りになってしまわれ

ます。

秋山 研究所 も十年以上 も経ちます とそれが

自然な姿 じゃないのではないで しょうか.

私の経験 でこれ までに非常 に よかった と

思ってお ト)ますのは,夕 方か ら研究所 に集

まって全 く自由に討論できる会をもてたこと

です。例えばスーパー]ン ピュー・夕の活用に

ついていいます と,役 所か らも会社か らも研

究所からも参加 されて突っ込んだ面 内い議論

をすることができましたし,そ れがわが国の

その方面の急速 な進展にその後大変役立 った

ように思い ます。

鈴木 初期の頃,専 務理事の武田さんが研究

所 と大学教官 との間の議論の場をか なり積極

的にセッ トして下 さった記憶があ ります。当

時は研究所のほうも人が少なくて,も しかす

ると,そ うしないと仕事が消化できなかった

事情 もあったかとは思いますが。

秋山 と二ろで近藤先生主宰のPSA雁 率

論的安全評価)の 会議は今 も毎年やってお ら

れるのですか。

近藤 はい.PSAの 仕事をしている入たち

は,デ リケー トな数字を扱 うものですか らな

かなかお互いの コミュニケーションの場がな

かったので,初 めはクローズ ドの会議でお互

いの レベルや考え方を確認することか ら始め

たわけです。それが次第にオープンな会議に

なってきて,今 年あた りを見ています と本格

的な議論が本音でできるまでになっています

から,今 後は国際会議に してもおか しくない

と思っています。

研究所で行われている研究プロジェクトと

は直接の関係がない部分 もあるに もかかわち

ず,研 究所の方々が裏方を引受けて下さって

いまして,そ の点でとて も感謝 している次第

です。

山本PSAの 会議については今後 も近藤先

生に宜 しくお願いしたいと思ってお ります。

近藤 国際会議で思い出しましたが,武 田専

務の時代に,高 速増殖炉の国際会議 あれ

は研究所 としては最初の国際会議だったと思

いますが を開いたことがあ りましたね。

あの時期は国際的にはスーパーフェニック

ス炉の コミッショニングテス トが始 まり,国

内では電力業界が高速増殖炉に意欲 を見せ始

めたときであって,非 常に影響力のある国際

会議だったと思っています.そ れにあれから

ですね,高 速増殖炉の研究が研究所で大がか

りに行われるようになったのは。あの研究は

通産省の委託で したが.学 会ではないために

もともとは相性のよ くない構造屋 と安全屋が
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一緒になって議論をす るこ とができたのがよ

かった。 それがその後のわが国の安全基準や

構造基準の議論のなか に生か されている と

思っています。 ときには原 子力安全委員会の

先生方に も議論 を聞いていただ くべ く懇談会

を開いてご出席いただいた りもしました。

秋山 研究所の研究会で巨大技刊可の安全性 に

ついて議論 した折 りも大変楽Lか ったです

ね。あれはその後に単行本にまとめ られまし

たが,本 自休 も好評で した。

鈴木 あれは専務理事の越川さんが推進 され

たお仕事 でした.ま た,電 気白動車について

も研究所の柱をなすテーマとして指導 されま

したね.

山本 そうでした。やは ワ研究所の活動 とい1

うものは,中 心になる方がいて一生懸命やら

ないといけない ものですね。

ただ,出 向の方が中心になられる場合には,

もちろんそれはそれで大変あ りがたいことな

のですか,そ の方が会社へ戻 られてしまうと

後が続かないとい う問題があ りまして頭の痛

いところです。

地球温暖化問題が出てきた折 りにも私ども

の研究所が勉強 を始めたのは非常に早か った

のですが,そ の後 しば らくの間中断 してしま

いました。一方、プロパーの方の場合にはマ

ンネリになる恐れがあ り,こ れ も気をつけな

ければな りません。

話は変わ りますが,研 究所の発足のときか

ら一つの柱 と考えられてきたデータベースの

問題がいまも懸案になってお ります。

当時はどこへ行って もデータベー ス,デ ー

タベースといわれた時代で したけれ ども,い

ざ取 り組む となるとかな りのお金がかか りま

す し、人も要る。この研究所のようなところ

咽毛15

～
ン

山 本 寛理 事 長

史㈲エネルギー総合⊥学研究所)

が身のほどをわきまえたデータベー スをつ く

るにはど うすべ きか という問題 にな りまし

て,い まだによい讐えが見つかってお りませ

ん。何か よいお知恵はないものでしょうか。

近藤 当初は斑 目先生が熱心に取 り組んでお

られたのではなかったでしょうか。当時はエ

モリー ロビンスなどがデータを使って攻めて

きたときで したからね。産業技術はすべか ら

く.エネルギー技術という画があって苦労 され

ていたと思います。

今の時点でこの研究所のデー タベー スのあ

り方 を考えるのであれば,ど ういう使い手に、

どんな云=タ を提供するべ さかとい2た こと

をもう一度具休的に議論する必要があるとい

うことでLよ うか。不特定 多数相手 とい うの

は成立 しないようですか ら。

秋 山 研究所が発足して15年 経 とうとしてい

るわけですか ら,知 的財産 もかなり蓄積 され

ているはずで,そ れをまず手始めに整理 して

使えるようにしたらどうでしょうか。ただそ

のような仕事は専任の人にやって もちわなけ

れば長 く続かないかも知れませんが。

山本 かつては下岡君(現 主任研究員)が 中

心になってレーザーディスクを使って,検 索
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が で き る 形 に して,そ れ まで に 研 究 所 で ま と

め た 技 術 情 報 を収 録 した こ とが あ っ た の で す

が,調 べ て み る と所 内 の 誰 もほ とん ど利 用 し

て い な い、 そ こで 外 部 で 閾 心 を も って 利 用 し

て下 さ る 方 が あ れ ば と思 っ て季 報 に 案 内 を載

せ て は み た の で す が,そ れ も反 応 が あ り ませ

ん で した。

これ は"鶏 と卵"の よ うな もの だ と思 うの

で す が,結 局,あ る程 度 使 い勝 手 の い い デ ー

タの 蓄 積 が あ 才tば,報.告 書 をつ くる よ う な段

階 で そ れ が 利 用 さ れ る。 そ うな れ ば また デ ー

タの 保 存 ・整 理 に努 力 す る よ うに な る とい う

こ と な の で し ょ う。

秋 山 費 用 対 効 果 を 考 え る と,ユ … ザ ー が 定

ま ら な い の に 一 般 的 に デ ー タを蓄 積 す る と い

うの は不 可 能 に 近 い で し ょ うね 。 昔 、 た しか

この 研 究 所 の 中 で そ の よ うな議 論 をや った こ

と を思 い 出 し ま した。 そ の と きの 私 の 一 応 の

結 論 は,ま ず そ れ ぞ れ の 研 究 員 が 自分 の た め

の マ イ ・デ ー タベ ー ス をつ くる 。 そ の 場 合 に

プ ロ トコー ル を共 通 に し てお け ば,他 の 部 門

の 入 が そ の デ ー タ を 利 用 した い と思 え ぱ,そ

の 人 の デ ー タ フ ァ イル か ら 引 き出 喝 こ とが で

き る.そ う い うこ とか ら始 め るの が 現 実 的 で

は な いか と 申 し上 げ た こ とが あ ります 。7,

8年 も前 の こ とだ っ た と思 い ます が 。

山本 そ の 線 に 沿 っ て 下 岡君 の 作 業 が 行 わ れ

た の で は な か っ た の で す か.

秋 山 い え,レ ー ザ ー デ ィ ス クの 場 合 は,皆

の デ ー タ を初 め か ら一 つ の シ ス テ ム の も と に

収 録 して 管 理 し よ う と さ れ た の だ と思 い ま

す 、 つ ま り私 の 提 案 よ り一 歩 先 の シ ステ ム で

した。

鈴 木 デ ー タベ ー ス に 関 連 して,研 究 所 が 毎

年 何 冊 か 出 して お られ る 「新 エ ネ ル ギー の 展

望」シリー ズは評判がいいですね、私 も送ら

れてくるのを楽 しみにしています。

近藤 あれは教科書的デー タベー スですね。

あのバ ・ノクデー タがハ イパーカー ド化されれ

ば,よ いデー タベー スになると思います。

秋 山 これはどの程度参考になることか自分

で もわからないのですが,例 えばエネルギー

経済研究所の場合には、毎年定期的にエネル

ギー需給 予測などの資料 を出しておられます

ね。あれは研究所の巾で仕事をされる ヒに役

立つばか りでなく,外 部の人も期待している

のだ と思います.

そこでエネルギー総合工学研究所で も,毎

年は無理としても、2年 とか3年 に1度,エ

ネルギー麹術}測 といったものを出されては

どうだろうか、 と思 うのですが。

そうい うものが定期的に世の中に出ておれ

ば,あ そこに行けばこういうことは教えても

らえるのではないかということになって くる

のではないでしょうか。

鈴木 例えば以前、ある専門の本を書いた折

りに,関 係する国内のプラン トの性能につい

て確かなデー タが入手できなくて,結 局アメ

リヵのデー タを使わざるを得 なかったことが

ありましたが,そ のようなときに もこの研究

所が調査され評価された値などが発表されて

あれば非常に助かるのにと思ったことがあり

ます。

山本 実は最近,外 部の方からこの研究所の

姿が見えないといわれたことがありました。

いまお話のでたエネルギー経済研究所のほう

はわ りに姿が見えるようですね.

私 どもの研究所 も専門家の方々にはかな り

よ く知 っていただいていると思っているので

すが,も っと広い人々ということになるとま
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だ まだ知 られていないのでしょうわ。

たLか 研究所設立の頃には技術懇談会 を開

きまLて,産 業界の トップクラスの方 と大学

や研究所の若い人たちと役所の方にも集 まっ

ていただいて,最 近の話題について議論 し,

コミュニケーションをはかるといったこ とも

しておったのですが、それもいつ とはな く消

えて しまいました.そ ういう集まりがあれば.

とくに若 い人たちには励みにもなると思 うの

ですが.

さてそれではこのあたりで,シ ンクタンク

の今後のあり方といったことでお話 しいただ

けませんでしょうか。

秋山 一つには,こ れか らの時代にはシンク

タンクに とって国際化がますます大事になっ

てくると思っていま諦。

まず手始めに,外 国人の研究者が一人や二

人はいつ もここにいるといった状態にするの

がよいのではないで しょうか。

山本 私 どもとしても,国 際化といいますか

国際協力については 日頃から考えてはいるの

ですが,海 外のシンクタンクや研究調査機関

と連携 をとろうとしても,例 えば先方の研究

所 と性格がかなり違っていた リ,あ るいは規

模が まるで違っていたりしまして,な かなか

思い どお りには進 展 していないのが現状 で

す。梅外の適当な機関をご存 じであれば是非

参考にさせ て頂きたいと思っています。

一昨年か ら昨年にかけて,谷 口君(主 任研

究貝)が 自分で積極的に開拓して,ス イスの

コレンコ社に一 ヵ年滞在 してきましたが,こ

こにはこの春か らまた別の研究員が滞鹿す る

予定になっております.

実はこの種の国際交流はわれわれの側が希

望す るだけではな くて,最 近では海外のほ う

か らもわが国 と接触 を深めたい という気持ち

が高 まって きているように感 じられ ます。

そういうことを考えると,こ の研究所の成

果を英文にまとめてお くとか,わ が国のエネ

ルギーの技術開発の概要を英文 で用意してお

くとか,必 要な態勢 を整える仕事 も1鳴て くる

ことでしょうが,幸 いこの研究所には英語や

外人に比較的気後れしない人たちがいて くれ

ますので,そ の点では心強 く思 っている次第

です。

この機会に,海 外の事情に詳 しい鈴木教授

に少 し海外のシンクタンクについてお教え戴

けませんか。

鈴木 必ず しもよくわかっているわけでもあ

りませんけれ ども,な ぜ シンクタンクが日本

に少な くア メリカに多いかなんですが,ア メ

リカには各個人が 自分の実力を主張するとい

→か宣伝する場 としてのシンクタンクがある

ように思 うのです.

日本ではシンクタンクに限らず,個 人はむ

しろ控え目にしていて,集 団として仕事 をす

ることが尊重される。これは文化の違いとで

もいうべ きもので,シ ンクタンクという分野

においてもその違いが際立 って出ているの

じゃないか と思っています。

山本 最近は海i外の企業が 日本に進出しよう

とす るケー スが増えているように思 うのです

が,例 えば近い将来,ア メリカの シンクタン

クが進出 してきて,日 本の シンクタンク市場

を席巻するというような可能性 についてはど

うお考えになりますか。

鈴木 いまも巾し上げましたように,同 じシ

ンクタンクと呼ばれていても,そ れに期待さ

れ る仕事の内容が違 っているように思います

ので,私 はその ようなことは簡単には起こら
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な い の で は な い か と予 想 して い ます 。

実 は シ ン ク タ ン ク で は な い の で す が、 最 近

私 は,あ る意 味 で シ ョ ソクを受 け た こ とが あ

りま して,ア メ リカの あ る学 会 で 私 の研 究 室

の 一 人 が研 究 発 表 を した の で す が,そ れ は 地

下 水 に関 す る学 会 で し た 舐 そ の セ ッ シ ョン

の 数 が,水 資 源 の 分 野 も入 って は い る の で す

が,な ん と3⑪Oも あ りま した 。30で は あ りませ

ん,,そ れ が毎 年 開 か れ て い る 国 内 の ふ つ うの

年 会 な ん で す ね 。

ア メ リ カ の ア カ デ ミッ ク ・ソ サ エ テ ィ

シ ン ク タ ン ク もそ の な か に 含 まれ る と思

うの です が一 の 層 の 厚 さ に 驚 く と と もに,

そ の交 流 の 活 発 さに う らや ま し い思 い を させ

られ た 次 第 で す 。 この 点 は今 後,日 本 も大 い

に 参 考 に し て い く必 要 が あ るの で は な い で

し ょ うか 。

そ の 意 味 で も,さ っ きお っ し ゃ っ た よ うな

こ とで,エ ネ ル ギー 総 合 工 学 研 究 所 が 外 に 向

か っ て い ろ い ろ と メ ッセ ー一ジ を送 る とい う こ

とは 大 変 大 事 な こ とで して,さ ら に積 極 的 に

お や りに な る よ う希 望 して お ワます.

山本 そ れ で は この あ た りで終 わ りに させ て

い た だ き ます が,今 日は 貴 重 なお 話 を ま こ と

に 有 り難 う ご ざい ま した 。 今後 も ご指 導 の ほ

ど宜 し くお 願 い致 し ます.(1993.1,工4)
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・座 談 会 臓 ・

高

松

片

大

倉

井

山

塚

研究所 の将 来像 を探 る

一

毅(㈲ エネルギー総合工学研究所プロジェクト試験研究部部長)

一 秋("〃)

優 久 雄("〃)

益 比 古("エ ネルギー技術 清報セ ンター長)

邑鯉 鯉 一 磁鞭レ肥一,㎜ 一 磁融一 一 一

大塚 今 日は,エ ネルギー総合工学研究所 を

支える屋台骨の3人 の部長さんに集 まってい

ただきました.文 字通 りの正月甲・々 ではあり

ますが,15周 年記念の季報特集号のために座

談会を開かせていただこうと思います。

高倉 私たち3人 が集 まって座談会をや るの

は初めてのことですね。

大塚 そうでしたか。 さて皆さん方はこの研

究所の創立時に参IJIIされた方惣だと思 うので

すが,ど うい一1事情Lで入られたのか,ど んな

抱 負をもって入られたのか,そ の辺の ところ

を差 し支えがなければお聞かせ願いたい と思

います.

高倉 一番古い私から始めまLよ う。私は,

研究所ができた翌隼の1眉和54年d月 に入りま

した。その頃私は大学院を出まして暫 くぶ ら

ぶらしていたのですが,こ の研究所に私の大

学時代の同級生がいて,彼 の誘いで入りまし

た。

私はこういうシンクタンクなる所が何 をや

る所かほ とん ど知識があ りませんで したの

で,は じめは戸惑ったこともあ りましたが,

ここでしか出来ないようないろいろな調査や

観察ができて面白い経験をした と思っていま

す。

印象に残っている話 としては,ち ょうどそ

の頃は石油 ショックの直後でしたかち,石 油

代替エネルギーの開発 とい うことで,ガ ソリ

ンにエ タノールを混ぜた燃料を実際に車に積

んで走ったこともありました。それにはテレ

ビが取材にきたこともあ りましたよ。

バイオマ スの現地調査で,イ ンドネシアの

スマ トラの山の中に入った時のことは今でも

強 く印象に残っています。

当時は所貝の人数 も非常に少な くて和気あ

いあい といった感 じでしたね.

松井 私 も54年に入ったのですが,そ れまで

はある化学会社の研究所に8年 ほどいてやめ

たのです.そ の頃に山本先生(理 事長)が こ

の研究所 をつ くられたので,初 めは週に何 日

か顔を出すようなことをLて いました。

私はもとの研究所にいたときも実践的な研

究をしていましたし,自 分はペーパーワーク

にはあまり向いていないと今でも思っていま

す.

片山 私は松井さんと同 じ会社にいたのです

が,そ こをやめてア メ1】カのユタ大学に行 き,

帰ってからはアメ リカ系の会社のコンサルタ
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纏 劃 一一

高 倉 毅部 長

1㈲エネルギー総合工学研究所プロジェクト試験研究部1

ン トをや っていましたが,そ の折 りに山本先

生 と武 田専務から誘いがあ りました。総合研

究所 というか らには,石 炭や石油 も扱わなけ

ればなちないが、松ノ1;さん一入で両方見るの

も大変だ というようなこ とだったかと思いま

す,そ の うち57年 か ら正式の所員になりまし

た,

大塚 すると文字通1)創 立当初からの入は今

では役貝以外には一人もお られないわけです

ね.

ところでいつ頃か ら所貝の数が増えたので

すか.

松井 恐ら く理事長は大 きな組織につ一る考え

はもってお られなか ったのではないか と思わ

れるのですが、 当時の専務理事の武田さんが

拡大志向でしたか ら,毎 年何人かつつ増えて

30数 人 ぐらいにまでなったと記憶 してい ま

す。

大塚15周 年 ということでいま所内では中長

期 ビジョンの改定作業が進め られ てい ます

が,そ のことはそのこととして,今 の ビジョ

ンにも国際化 ということが うたわれていたか

と思います.私 はこの研究所にとって国際化

は一つの大事なテーマ と思っています1、

松井 さんは二の1年 イン ドネシアの仕事に

深 くかかわられて,実 は明日もまたジャカル

タに向かわれるのですが,国 際化について一

言お話 しいただけませんか.

松井 私が担当している原子力でいえば,ワ

シン トン大学のロビンジャー教授が先年当所

に長期滞在 したことがあります し,谷口君(主

任研究貝〕がスイスのモーター コロンバス傘

下のコレンニ]・エンジニアllン グ ・コンサル

ティング杜での反期滞在 を終えて咋年帰って

きました。

ロビンジャー教授 らとは原子力に対する大

衆の意識の日米間の比較調査をやったのです

が,近 く向こうで本になる予定です。 また谷

口君の場合は各種エネル・ギーに伴 う社会的IJ

スクの研究ですが,そ の速報的報告はすでに

季報 に出ています。

また原子 力 では あ りませ んが,昨 年 は

IEA(国 際エネルギー機関)か ら世界の電

気 白動車の導入状況と国際協力の可能性につ

いての調査 を蓮池君(主 任研究貝)が 受託 し

たことがあ りましたね。

件数 こそまだ少ないものの,着 実に進んで

いるといえるのではないでしょうか。

大塚 蓮池 さんの場合は所 内の仕事 とも電

なって,体 をこわさなければよいが と陰なが

ら心配 したものです.

高倉 彼には初めての経験 で したか ら大変

だったようです。先方に報告書を送 ったあと

数 カ月も反応がな くて,そ の後になっていろ

いろと注文が出てきた ものですから。 しか し

非常によい経験になったと思いますよ。

大塚 ところで調査研究自休の話ではないの

ですが,当 所には国際会議を運営する能力が

ありますね。
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松井 随分以前のことにな りますが,武 田専

務の時代に,彼 が先頭に立って高速増殖炉の

国際会議を開いたのが最初の経験だったと思

います。

昨年は,進 んだ型の原子力発電設備の国際

会議や,そ れに引き続いて,炉 心 内の流路の

熱水力学についての専門的な国際会議 も当方

が運営'しました。

大塚 それは研究所の財産の一つ といえるで

しょうね。立派なプロシーデ ィングも刊行 さ

れたことです し。

ここでまた少 し話題を変えることにして,

今の時代はいろいろな意味で変動期 ですか

ち,今 後に危機感 を抱いている組織は少なく

ないと思 うのですが,こ の所内にはあまり危

機感がないように私には思えるのですが,そ

の点はいかがですか.

片山 その点では原子力や新エネルギー部 門

はやは り恵まれていると思います。そこへ い

くと私の相当 している化石燃料部門は無風ど

ころ じゃあ りません。常に新 しいテ…マを作

り出しては役所や企業にこちらか ら働 きかけ

て仕事 を貰うてきています。

大塚 しか し化石燃料こそは,今 や地球環境

問題にぶつかって,資 源はあっても好きには

使 えない時代が もうそこに きているわけで

しょう。化石燃料業界にとってまった く未経

験の時代を迎えて,取 り組むべ きテーマは山

ほどあるのではないのですか.

片山 ところが世間一般はまだそういう二と

はほとん ど念頭にない状態めようですね。

だから,私 たちは環境問題 も含めて世界の

動 きから推論 して,こ ういう事 をや っていか

な くては駄 目ですよといった提案 をするわけ

です.

姦

臨

松 井 一 秋部 長

1㈲エネルギー総合工学研究所プロジェクト試験研究部)

例えばディーゼルエンジンはガソリンエン

ジンと違ってエネルギーの利用効率が高いの

で,CO宝 問題を考えると是非残 したいエ ンジ

ンであるわけです、 しか しそのためには大気

汚染物質の発生を減らすことが必要でして.

それを解決する方法として,例 えば酸素原子

を含んだ燃料の利用検討を欧米あたりでは石

油会社 と自動車 メー カーが組んで進めている

のですが,日本はまだ行っていませんで した.

それがこんどの私たちの提案によってや っと

始まることになりました。

大塚 私の常識では,日 本 とい う国はたえず

外国の動きを気にしていて,何 か と言えばよ

く調査団を出す国だと思っていたのですが。

片山 言葉が不 自由だ ということもあるで

しょうが,情 報に関してはギブ ・アン ド・テ

イクの姿勢がなければ肝心なことは聞き出せ

ない。そこの ところが分か っていない人がま

だ多いからだと思います。

実はこの間も吉江さん(副 主席研究貝)と

シェルの研究所 を訪問したのですが,そ の と

き,日 本の石炭ガス化はその後 どうなってい

るかと聞かれたので,空 気吹 きでや っている

と答えたのですが,所 期の効率がでない方式
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片 山 優 久雄 部長

1圃エネルギー総合工学研究所プロジェクト試験研究部}

をなぜ続けるのか といぶかっていました。私

はその後,必 要 なデータを入手 してシ ミュ

レーションを一やってみましたが,ン ェルの言

い分の方が正 しいように思われます。

高倉 情報の話 ともか らむので燃料竃池の話

を少ししましょうか。

リン酸型に対 しては国のムーンライ ト計画

による技術開発が終了し,い まは民間主体で

商用化努力をしているのですが コス トの点で

はなか なかア メリカに追 いっけないようで

す,今 後.オ ンサイ ト型と呼ばれ る小型の燃

料電 池から実用化されるで しょうが,そ のた

めにはガス会社な どの民問だけではな く,国

の支援 もしばらくは必要だろうと思います。

その次の溶融炭酸塩型や固体電解質型にな

ると,日 本やア メリカだけでな くヨーロッパ

でも国が金を出 していますが,そ の技術 レベ

ルはほぼ対等か,あ るいは 日本の方がちょっ

と進んでいる くらいにな りました。

最近の燃料電池の国際会議は、 どこでや っ

ても日本人が大勢参加 しますが,と くに高温

型の燃料電池については,日 本が ギブす る方

が多くて,テ イ クす ることは少な くなってき

ています。

燃料 電 池 の 国 際 セ ミナ ー は い ま ア メ リカ で

2年 に1回 や っ て い る の で す カ㌔ 最 近 は1]本

と ヨー ロ ッパ か らの 発 麦 が 増 え て,ア メ リカ

か らの 発 表 が 相 対 的 に 滅 っ て き て い まで㌔

これ か らは セ ミナ ー を持 ち回 りに し よ う と

い う声 もあ るの で す が,ア メ リカが 応 じませ

ん 。 ア メ リカは,日 本 とか ヨー ロ ッパ が あ ま

り手掛 け て い な い テ ー マ,例 えば 車 に積 む 燃

料 電 池 で す が,そ う い う もの を 中 心 に セ ミ

ナー を企 画 す る よ うに な って き て い ます.そ

うす れ ば ア メ リカ の 独壇 場 で す か らね。

大 塚 言葉 は 悪 い け れ ど も,そ こ まで 迫 い 込

ん だ の は大 し た こ とで す ね 。

高倉 しか し こ の機 会 に 日頃 思 っ て い る こ と

を い い ま す と,人 の悪 口 を い うつ も りは な い

の で す が,わ が 国 で は 大 きな 朋 発 プ ロ ジ ェ ク

トを決 め る と きの プ ロ セ スが 少 し甘 す ぎ る よ

うに 思 うの です 。 誰 か が ア イデ ア を 出 して,

そ の あ と簡 単 な調 査 を1年 くら いや オしば い い

ほ うで,し っか り した 事 前 評 価 を しな い ま ま

に 立 ち上 げ て しま う。もち ろ ん,な か に は し っ

か り した ケ ー ス もあ る の か も知 れ ませ ん が 。

大 塚 そ うい う話 に な って くる と,我 田 引 水

に な りま す が,本 当の 意 味 で しっか り した シ

ン ク クン クが も っ と育 って い い の で は と思 い

ます 、

しかLそ の ため に は 情 報 公 開 の 問題 が あ る

よ う に私 は 思 うの で す.今 の や り方 だ と,わ

が研 究 所 に か ぎ ら ず,委 託 研 究 の 報 告 書 は 委

託 元 に収 め られ て,そ の 後 は 日の 目 を見 る こ

とが あ り ませ ん か ら,そ の シ ン ク タ ン クの 実

力 を世 間や 学 界が 知 る 機 会 が あllま せ ん 。

ご存 じの よ う に ア メ リカの 場 合 は 国 の 金 で

や っ た調 査iや評 価 作業 の 報 告 書 は 国 民 の 財 産

で す か ら,印 刷 代 に 当 た る安 い値 段 で 誰 で も
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手に入れることができます。だか ら,ど この

シンクタンクのどの分野の仕 信はすば らしい

といった評価がおのずから出てきます し,そ

の仕一事をした研究者の名前 も世に知らオ1るよ

うになります。そ うなればシンククンクで働

く叩斐があるとい うものです,

片山 仕事が完了した際には,委 託元の許 可

を得た上でですが自分たちの成果 を出す よう

なことはしていますよ。

高倉 私の担当している新エネルギーの分野

では,仕 事 を頼まれても断 らなければならな

いような状態が統いています。 さっき大塚 さ

んから危機感という話があ+1ま したが,私 た

ちの ところは忙 しすぎて,自 分たちのあげた

個々の成果を後でチェ ックして取 りまとめ る

といった仕事をする余裕す らあ りません し,

学会に出る暇 もない、,こんなことでは次の世

代の入が育 たないのでは と内心心配 していま

す。

片山 いま一つは,出 向ではないプ ロパーの

研究員が少ないという問題 もあ りますね。出

向者はいずれ母体に帰ってしまうので研究所

の力の蓄積につなが りに くいという事情があ

ります。

高倉 いま一つ,所 内の機械化 ・情報化です

ね。つ まり成果を使いやすい形に整理 して保

管 ・利用する仕事が遅れています。

大塚 アメリカあた りではそ ういう仕事 は誰

がやっているのでしょうか。

片山 アメリカの場合,石 炭関係に限って言

えば,デ ー タの入力は学生のア ルバイ トです

言ユ。学生も岳受業警トを稼1ずるということで一生

懸命や るわけです.

松井 当方の場合はこれまでに出した報告書

の保存だけでも危 うい状況ですね。 もちろん

大塚 益 比古 セ ンター長

(エネルギー技術情報 センター)

報告書だけがデー タじゃないのですが。

大塚 折角の既存の財産 をきちんと保存でき

ない状態は今後何 とか改善Lた いものです。

話題がかわ りますが,当 所では出向でこら

れる方が多いのですが,そ の人たちは入って

きてカルチャーシ ョソクを受けるようなこ と

はありませんか。

片山 国民性か もしれ ませんがわが身に火の

粉がかからないと動かないといった気風の人

であれば,口 らの考えをべ一 スに して世の中

に働 きかけるといった場而に立たされるとカ

ルチャーシrッ クを受けることになるかと思

います。

高倉 カルチャーショックとまでいわな くて

も戸惑いを感 じるといったことは別に化石燃

料部門に隈らない と思し・ます。例えば電力会

社の現場か ら来て,い きなり本や資料 を読 ま

された り、委貝会を組織すればいわゆる偉い

人たちと直接接触 しなければならな くなるわ

けですから、 とりわけ若い八にとっては大変

だと思います,,

大塚 当所の場合は仕・事柄,委 員会活動が 多

いわけですが,皆 さん方部艮さん達も相当気

を使われるので しょうね。
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高倉 まずは委貝長に入を得ることが第一一で

はないでしょうか。そのほか,担 当者が替わ

るときとか,報 告書 をまとめる時期 も気が許

せ ません。

松井 しか し原子力の場合は一般に大きな組

織 とかかわっているせ いか も知れませんが,

委員長や委員の先生が少 し替わった ぐらいで

はあまり問題は生 じないように感 じていま

す。

大塚 このあたワで少し視野を広げて,わ が

国のこれからのエネルギー問題についてご意

見をお聞かせ願いましょうか。

松井 まず第一に,わ が国はとにか く経済力

が強いので,ど んなエネルギー資源でも買っ

て くるこ とがで きるというこ とがあ ります

ね。その点が非資源国といっても例えば途上

国 とは全然 違 うところですね.

大塚 日本はある意味で資源がなさすぎるお

かげで,初 めか ら割 り切れているというこ と

でしょうか。

松井 でもフランスほどには割 り切ってはい

ない。フランスが極端なのかも知れ ませんが。

大塚 石油危機が終わって石汕価格が落ちっ

いた1986年 頃か らわが国のエネルギー需要は

また伸びだ して,GNPの 伸び以一Lに仲びて

いますね.そ れは豊かなわが国に とってはエ

ネルギー価格が相対的に安 い とい う二とで

しょうか。

松井 電気料金をみてもわが国のエネルギー

価格 自体は確かに高いけれども,産 業が付加

価値の高い ものをつ くり出す結果、相対的に

安 いということでLよ う。

高倉 高い電気料金が成立するのは,要 する

に島国で,孤 立 しているか らなんですよ。 こ

れが陸続 きであれば,こ んなこ とがいつ まで

も続 く道 理 が あllま せ ん,,

片 山 この・数 年 間 日本 人は 幻 影 に 惑 わ され て

き たの で す よ.み ん な 土 地 成 金 に な っ たつ も

りに な っ て.

松 井 で も,多 分,経 験 して み な い と わか ら

なか っ た こ とで す よ。 バ ブ ル が 潰 れ た とか 言

う け れ ど も,あ の 当 時 は み ん な バ ブ ル と は

思 っ て い な か っ た で し よ う、

片 山 いや,私 な ん か 全 然 浮 か れ ませ ん で し

た。 友 達 の 経 営 者 にや め ろ,や め う と忠 告 し

て い ま した 。

大 塚 あ な た の そ うい う教 養 とい うか 理 性 は

ど こか ら きた の か 考 え てみ た くな ります ね.

とこ ろ で 話 をエ ネ ル ギー 問 題 に戻 した い と思

い ます.

松 井 原 子 力 で い え ぱ,や は り高 速 増 殖 炉 の

今 後 の 展 開 が 一 番 気 に か か る と こ ろ です 。

ヨー ロ ッパ の 共 同 開 発 計 画 か ら イ ギ リ スは

降 りてLま い ま した し,フ ラ ン スの スー パ ー

フ ェ ニ ッ クス も トラブ ル 続 きで い ま止 ま っ て

い る し,こ れ か ら また動 か す と して もせ いぜ

い そ れ止 ま りで し ょ う。 ア メllカ の 新 しい 設

計 の高 速 炉 プ リ ズム に して も誰 も 買 う気 配 が

あ り ませ ん.

こ うい う時 こ そ,口 本 の イニ シア テ ィブ に

よ っ て 国 際 協 力 の新 し い場 を つ くる こ とを 考

え て は ど うだ ろ うか と い う気 が して い ます 。

わが 国 に して も,・やか て 原 型 炉 の もん じゅ

が 動 きだ す で し ょ うけ れ ど も,そ れ でお し ま

い に した の では,い ま ま で の 開 発 努 力が 無 に

な っ て し まい ます し,一 旦 手 を 引 い て し ま う

と,あ らた め て開 発 事業 を再 開 す る こ とは容

易 な こ とで は な い こ と は明 らか でLよ う.

大 塚 で は 高 倉 さ ん の お 考 え は い か が で す

カ㌔
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高 倉 世 界 の エ ネル ギー の 将 来 を 考 え る と,

や るべ きこ とが 沢 山 あ っ て,も しか す る とな

ん で もか ん で も 口本 が ・や る とい う こ とに な り

か ね な い よ うな 気 が す る の で す.例 え ば,

CO2の 抑 制 対 策 な ど に して も 日本 に 期 待 し

ます とい う話 に な っ て,す で に い ろ い ろや っ

て い ます よ ね 。 で も,そ ん な に 何 もか も 日本

が や っ て い っ て い い の か な とい う気 もす る の

で す 。

別 に 松 井 さ ん の 今 の提 案 に 水 を さす つ も り

は さ ら さ ら な い の です が,逆 に敢 え て 日本 は

や らな い とい う もの もあ っ て い い の じゃ な い

か と思 う の で す 。 そ の た め に は,日 本 が 本 当

にや ら な くて は な ら な い こ と を 見極 め て,そ

れ に 重 点 的 な投 資 をす る とい う こ とが 必 要一で

は な い か と思 い ます 。

大 塚 今 日は い ろ い ろ とお 話 し い た だ い て 有

り難 う ご ざ い ま し た。 皆 さん 方 の 今 後 の ご活

躍 を 期 待 して お ります 、(1993,1.5)
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㌶葵擬羨鍵鍵羨鍵翼震夢鍵羨凝羨激澱蒸羨灘蓑鍵覆灘翼凝灘慕濾滋灘滋潔擬蒸孫擬

エ ネ テ ク ドリー ム21(そ の4)

「ごみ か ら夢 と純水 を
,

"ご み発 電"
」

21世 紀の夢工場

よ し や こう き

与 志 耶 劫 紀

》鍵虜蕨羨憂影凝愛羨憂影承夢拶虜班憂羨潔羨挺燕藤撚潔潔灘羅潔灘灘 寒凄灘灘慈

§1.ほ じめ に

(1)平 成3年 度末のごみ発電の設備容量は

平成3年 度末(1992年3月 末)に おいて全

国のごみ焼却施設の約5%に 当たる113の 施

設で,合 計出力348,000碑 の ごみ焼却発電(「廃

棄物発電」との別称 もあるが,本 稿では1ご み

発電」と略称する、)が実施 されてい翫 発生電

力は所内自家消費されるほか.53施 設におい

て余剰電力が電気事業者に売電されている。

(2)ご み発電の発電効率は騨上 るのか

ごみ焼却施設に設置されている廃熱回収 ボ

イラーから発生する蒸気の蒸気条件は,我 が

国の場合,唯 一の例外である大阪市環境事業

局西淀工場の事例(ボ イラー蒸気圧力23atg,

蒸気温度350℃,蒸 気 タービン出力5、400則,

昭和40年3月 完成)を 除いて,蒸 気圧力20-3⑪

atg,蒸 気温度300セ 以下 となっているため,

発電効率は10-15%に 止 まうている。

この発電効率を引上げれば,そ の程度に応

じて発生電力量は増加す るので,ご み焼却事

業者の売電量は増えて収益は増加す る。すな

わち,発 電効率 を2倍(30%以 上)に すれば,

発生電力量 も2倍 となるのである。

我が国のごみ発電の蒸気温度が300℃ 以下

に止 まっているのは,ご みの中にC1〔 塩素)

が含 まれているため,ボ イラチューブに高温

塩素腐食を起すための対策か ちである。この

蒸気温度 を500℃ 級に上げれば発電効率 は30

%以 上 と約2倍 にすることができるとされて

いるが,超 耐腐食性の過熱器チューブ材料を

開発することは 日本の材料 メー カーの能力を

もってして も相当な困難が予想される。まさ

に,「夢の50G℃ 」への挑戦 といっても過言で

はない。

では,ご み焼却炉 自体の対策のほかに,蒸

気条件 を上げる方法はないだろうか.こ の課

題に対 して 「コペルニ クス的発想の転換」を

提起 したのが,本 誌 「季報エネルギー総合工

学」VoL15No.3(1992年10月 号)に 掲載の論

文「「スーパー ゴミ発電」の推進について 」(芝

浦工業大学システム工学部平 田賢教授謝 で

ある.平 田教授は,ご み発電設備にガスター

ピン設備 を併設 して 「ガスタービン複合型ご

み発電」方式 とし,ガ スター ビンの排気によ

リボイラ蒸気を過熱(ス ーパー ヒー ト〕蒸気

として発電効率 を30賭以上に引上げるシステ

ムを提起 しておられる.

(の ごみ焼却施設の熱利用の新領域はないのか

ごみ焼却施設での発生熱量は排熱回収ボイ
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ラにより回収されて蒸気 となり,ま ず発電に

使用 されて圧 力,温 度が降下 したのち,所 内

消費のほか所外の住宅,業 務ビル,商 業施設,

福祉施設,植 物園等の熱需要に対 して供給さ

れる。しか しなが ら,外 部の熱需要は事例に

より必ずしも最適配 置となってお らず,排 熱

利用は十分 なもの とはなっていない,

また,ご み焼却施設は内陸部に設置される

ため,ご み発電施設の復水器はほ とんどすべ

てが空冷式(蒸 気温度は約60℃}を 採用して

おり,こ の60℃ までの蒸気熱は大気中に放散

されて しまうのである。 この60℃ 以下の排熱

を有効にする方法はないのだろうか。

この課題に対して,新 規に提案するのが「低

温蒸気使用造水装置による純水供給」である.

ごみ発電から純水を造 る!21世 紀のごみ発

電は,一 石四鳥(ご みを焼却 し,電 気 を起 し,

熱を供給 し,純 水を造 る)の 「夢工場」 とな

るのである。

§2.ご み 発 電 の 現 状

(1)我 が国のごみ発電

①設置容量(平 成3年 度末現在)

113施 設,合 計出力347,980剛

内余剰電力を売電している施設は,

50施 設,合 計出力251,310kW

②蒸気条件(廃 熱回収ボイラ出口)

図1「 ごみ焼却発電設備の蒸気温度の推移」

に示 されているように,昭 和40年3月 完成の

大阪市環境事樂局西淀工場の350℃ の事例以

降,設 置されたごみ発電はすべてが300℃ 以下

の蒸気温度を採用 している.

大阪市西淀工場 ごみ発電設備 では,運 転開

始後間 もなく,ボ イラー過熱器に腐食損傷事

故が続発 した。 ごみ焼却炉の燃焼排ガスは,

一般に塩化水素 等やダス トを含有 してい る

他,水 蒸気の分圧 も高いなど多くの腐食要因

を抱えている。高温領城におけるポイラチュ
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図1ご み焼却発電設備の蒸気温度の推移
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一プ腐食損傷は,こ の塩化水素ガスと溶融塩

との相互作用に起因すると結論された。

この結果,実 用的な防食法として,「チュー

ブ材料のメタル温度を組00℃以下,蒸 気温度を

300℃ 以下に抑える」.二とが提案され,以 降20

余年の間ごみ発電の設計方劃 として採用され

て きたのであ る。

これに伴い,蒸 気圧力は15-20atg程 度の も

のが大部分であ1),25--30atgを 採用 している

ものでさえほんの数例 にすぎない。このため,

ごみ発電の効率はIO～15%程 度 と低い水準に

.止まっているのが実状である.{表1「 ごみ発

電の効率例」参照)

③蒸気温度300℃ の限界を打破 した画期的ご

み発電プロジュク トの出現

資源有効利用,地 球環=境問題の高まり等の

情勢に対応 して,ご み発電の分野で最近蒸気

温度300℃ の限界を破 ったプロジェク トが計

画され,建 設中である。

埼玉県東部清掃組合第一工場ごみ発電設備

は,平 成7年8月 運転開始を目標に増改築中

の同工場に設置 される。 この発電設備 咄 力

24,000kW)の 蒸気条件は,蒸 気温度380℃,蒸

気 圧 力36atgと 高 温 ・高 圧 化 し てお り,発 電 効

率 も20.6%と20%台 を超 え る画 期 的 な もの と

な っ て い る。本 件 プ ロ ジ ェ ク トの 成功 を期 し,

官 民一 体 とな っ た技 術 的,財 政 的 支 援 措 置 が

講 じ られ て い る。

(2)海 外(欧 捌,米 国)に おけるごみ発電 の特徴

① ご み 発 電 の蒸 気 条件

蒸 気 圧 力 の実 績 は60～70atg以 下 が 多 く,ま

たi蒸気 温 」度 は400-50G℃ 以 『1ぐの もの が 多い 。

我 が 国 の 場 合,塩 化 水 素 に よ る腐 食 対 策 か ら

ボ イ ラ 出 口 蒸 気 温度 を300℃ 以 下 に す る設 計

方 針 と して きた の に対 し,多 数 の ごみ 発 電 プ

ラ ン トで300℃ を大 き く上 回 り事 業 用 火 力 発

電 並 み の40⑰ 一500℃ とい う蒸気 条f牛を採 用 で

き る理 由 は 何 で あ ろ うか 。

そ の 大 きな理 由 は,燃 焼 排 ガ ス 中 に お け る

塩 化 水 素(HCI)の 濃度 の 差 に あ る と考 え られ

る。

最 近 の 調 査 結 果 に よ れ ば,表2「 ご み の低

位 発 熱 量 お よび ガ ス 中IICI」 に 示 す よ うに,

欧 ・米 の 場 合,ご み 中 のC】が 少 な いの で排 ガ

ス 中 のHCI濃 度 は 通 常4(10～700ppm程 度 以 下 で

表1ご み 発 電 の 効 率 例

項 目 東京都大田清掃il場第一11場 県京都人陥脚'「鵡 第二r場 東京都11黒 浦掃1揚 埼1諜 叫{1}1鞘掃埠1酔弟]場

焼 却 能 力 〔T/日} 6110伽 似a炉 〕 6⑪串2鱒x31炉 〕 6Ω013{]〔レ2畑 鰍1(別 川 民4炉 〕

設 計最 高発熟 量qくoal!kgl 310fl〔} 5.5110 2.9`ll〕 ll,1}1川

ボ

イ

ラ

容 鼠 〔TIHl 1〔15〔35Xl3基} ユ3工、4(43.gx5樹 1{11.旧f5{,.呂x2堪} 13$1:岳4.5Xrl基 〕

薙 気圧力 鬼/雌Gl 30 註`1 29.H 4コ

蒸気温度(℃) 3`)o 3⑪ll 3佃

一 一

3呂o

タ

ー

ビ

ン

形 式 復 水 ター ヒ'ン(空 冷 〕 復 水 ター ビン1空 冷1 複 水 ター ビン〔空冷〕 復 水 ター ビン〔空冷〕
1

容 量 側) 12』llo 15,000 ユ1.Of川 2唱,1川 〔1

蕪気使用景 〔T但1 71 9(1 7臼 工1弼1

排 気圧力lata) o.27 「}.25 1〕2呂 11221

設計単位発電量 〔KWH/丁〕 4日o 61川 ↓ず川

h7.1

1呂.5

ア2獅

fチ1諮 蘇 〔KWT〕 159 1而.5

設計総合発電勧率 〔賭)
一 一

B.9

1閉.7

]4.7 2{L⇔
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衰2ご み の低 位 発熱 量お よ び ガス中HCl
一

ごみ の低 位 発 熱 量

q{仁a1/kg)

ガ ス中HCI

/㎜,12%0、 換 算1

欧 州 21000～2.4{)0 5〔1{1-70〔 〕

一

米 国 2,200～2,呂1)o 400～500

日 本
3,0(旧 ～3.応o〔 〕

〔設 計 べ 一 ス)
1,00{ト1,5〔1(1

一

あ り,日 本 の揚 合(1,⑪OO～1,500正 叩の ケー ス

もあ る)の 半 分 以rと,鋼 材 の 高 温 腐 食(塩

素 腐 食)の 観 点 か ら は安 全 側 に な っ て い る。

また,ご み の低 位 発 熱 量 は.ボ イ ラ炉 を対

象,と した場 合,米 国 は欧 州 よ りi若下高 目に あ

る が,い ず れ も 最 近 の 日 本 の 設 計 べ 一 ス

{Hu=3,00【)-3、600kca1/kg〕 と比 較 す る と,

低 い レベ ル に あ る。

② 過 熱 器 管 の使 用 材 料

欧 ・米 で は過 熱 器 管 に 使 用 さ れ て い る材 料

は炭 素 鋼,又 はMo鋼,Cr・Mo鋼 とい った 低 合

金 鋼 で あ り,二 れ ら の 材 料 はJIS規 格 に 相 当

材 を見 出 す こ とが で き る。 管 材 料 の選 定 は,

消 耗 品 的 に扱 い,定 期 的 に 補 修 又 は 取 替 え を

実 施 す る こ と と して い る。 その 他 過 熱 器 管 の

腐 食 防 止 村 策 と して は,ボ イ ラ 各 部 に 構 造 上

の 配 慮 を行 うほ か,排 ガ ス温 度 の 異 常 上 昇 を

防 ぐた め 安 定 運 転 に努 め る こ と と し て い る。

§3.ご み発電の効率向上対策並びにプラン

ト排熱利用の高効率化対策の決め手

ごみ焼却施設 で発生す る熱量の有効利眉

は,熱 風 として利用する場合 と,廃 熱回収ボ

イラによ り蒸気 として熱回収 して利用する方

法に大別される。本稿 では,蒸 気 として熱回

収される部分に着目して,「ごみ発電の高効率

化対策」並 びに 「プラン ト排熱利用の高効率

化対策」につき述べ ることとする。(図2「 ご

み発電高効率化及びプラン ト排熱利用高効率

化の体系図.1参照.)

1,ご み 発 電 の 高 効 率 化

ごみ 発 電 の 発電 効 率(発 電 端 熱 効 率)η は,

概 略 次 式 で示 さ れ る.

η=η,・ η,h・ηド 恥 … … …①

ここ で,

η日=焼 却 煩 に お け る廃 熱 回収 ボ イ ラの ボ

イ ラ効 率

η、hニター ビ ン蒸 気 サ イ ク ル の理 論効 率

η、1タ ー ビ ン内 部 効 率

(蒸気 ター ビン は 技 術 的 に確 立 さ れ

て お り,大 容 量 の もの でO.9程 度)

仇=発 電 機 効 率

一 撹
i閂虫に よる方法

組合せ による力法

II、 プ ラ ン ト排 熱 利 用 の高 交加叡化

礁 　

1

211爵 傑 件の高温高 圧化1

3}水 冷式復水 器の採用

引 別置 善独立過熱器に よる追 い焚 き

ヨ 訓 族 夕一一ビンとの複 合サ イクル発電1

創 別 置きrドイラーによる混圧 夕一 ビンの採 用

71所 内 利 用の 高 効率 化

81所 外 熱 供給 の拡 大

伽 低温造 水装襯の設置による純水の供 給

図2ご み発電高効率化及びプラン ト排熱利用高効率化の体系図
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(発電機 も技術的に確立されており,

大容量の もので0.9呂一〇、99程度〕

(Dボ イラ熱効率の向上

廃熱回収ボイラーの種類,型 式による伝熱

構造の違い,ご み焼却炉の容量の差,設 計目

的の違い等によってボイラ熱効率はそれぞれ

異なって くるが,既 設について見ると60～70

%の レベルと,75-'80%の レベルに分れてい

る.事 業用火力発電の大型ボイラの熱効率が

90～91%,大 型自家用汽力ボイラで80～85%

程度であることから考えると,ご み焼却施設

に設置する廃熱 回収ボイラで80～85%程 度迄

は達成可能 と思 われる。

ボイラの具体的設計における選択肢 として

は,① 空気過剰率 を小 さくする,② 排ガス温

度を低 くして排 ガス損失を小 さくする等があ

り,設置 目的等に照 らして決めることとなる。

(の 蒸気条件の高温 ・高圧化

{D式 口)における 「撫 二夕一 ビン蒸気サ イク

ルの理論効率」を上げる方法としては,① タ

ービン入口の蒸気条件を高温・高圧化する,②

復水器の真空度を ヒげる,③ 再生サイクルの

段数(給 水加熱器等の数)を 増やす,④ 再熱器

を設けて再熱サイ クルを採用する等がある。

ボイラ過熱器 〔ボイラ出口)を 出た蒸気は,

主蒸気管 を通って蒸気ター ヒンに入り,熱 力

学的に仕事 をして動力を発炬 させる。 この場

合,蒸 気ター ビン入口において持っていたエ

ネルギー(蒸 気の圧力 ・温度 という状態にょ

って保有 しているエンタルビー)が 大 きい程,

熱力学のサイクルにおける効率は高 くなる。

このため,火 力発電(汽 力発電)で は蒸気 タ

ービン入 口におけ る蒸気条件 を引上げ(高

温 ・高圧化)て 来ている。現在の趨臨界圧汽

力発電では246atg/538℃ の主蒸気条件が採用

さ れ て お り,発 電 効 率 は41～43%台 へ と向.卜

Lて い る。

㈲ ごみ 発 電 の 蒸 気 条件 の 高 温 ・高 圧 化 の 噛

矢 一 埼 玉 県 東部 清 掃 組 合 第 一 一L場の ごみ 発 電

設備 プ ロ ジ ェ ク ト

§2.(n③ 「蒸 気 温 度3α 〕℃ の 限 界 を打 破 した

ご み 発 電 プ ロ ジ ェ ク トの 出 現 」 の節 で概 略 紹

介 し た とお り,蒸 気 条 件 を一 気 に 蒸 気 温 度

380℃,蒸 気 圧 力36a亡gに 迄 引一ヒげ,発 電 効 率

も20%を 超 え る もの と な っ て い る.過 熱 器 の

材 料 に はSUS3]〔 〕S,STB41{IE,S,SUS309S

(い ず れ も既 存 のJIS規 格 材)を 使 用 す るが,

定 期 点 検 時 の 過 熱 器 管 の 部 分 補修 力重あ り う る

こ とを前 提 に,380℃ 程 度 がi現実 的 な 上 限 と し

て 決 定 され た,、

{iii}通産 省,NEDOに よ る 「高 効率 廃 棄 物 発

電 技 術 開 発 」プ ロ ジ ⊥ ク1・は,蒸 気 温 度5{}⑪℃,

蒸 気 圧 力100a喀,発 電 効 率30%が 目標

平 成3年 度 か ら7ヶ 年 計 画 で 通 産 省 の予 算

措 置 に よ り,NEDOに お け る 「高効 率 廃 棄 物

発電 技 徳 開 発」 が 発 足 し,順 調 に 進 展 中 で あ

る。 本件 プ ロ ジ ェ ク トで は,耐 腐 食 性 に優 れ

た過 熱 器 〔スー パ ー ヒー ター)を 開 発す る等

の 技 術 開 発 を行 う こ とに よ り,温 度500℃,圧

力mOatgの 蒸 気 を安 定 的 に 発 生 す る こ とが 可

能 な 焼 却 炉 の 実 現 を1!標 と して い る.こ れ に

よ ワ,大 型 プ ラ ン トの場 合 で 発 電 効 率 は30%

{現状 の 約2倍}に 迄 大 幡 なll!」.Lが達 成 され

る。

耐 腐 食性 スー パ ー ヒー ター の 開 発 で は,晒

金 属 系 材 料 研 究 開 発 セ ン ダ の も とで,国 内

の 有 力 プ ラ ン トメー カ ー 及 び材 料 メー カー8

社 の 協 力 と分 拙 に よ り技 術 開 発が 進 め られ て

い る。蒸 気 温 度50{1℃ を実 現 す るた め に は,既

存 の 低 合 金 鋼 規 格 材 で は な く,高 合 金 鋼 を使
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用することが必要 となる可能性が高いが,卜

分な耐腐食性 を持つだけでなく,経 済的にも

導入可能な材料開発を目標 とすることが求め

られる。 ごみ発電用過熱器刺 「夢の5{〕O℃」へ

の挑戦である.

(3)水 冷式復水器の採用

大部分のごみ焼却場は,① 内陸立地であ り

復水器冷却用の海水又は河1[1水が得られ難い

こと,② ごみ発電設備が小型であ り,大 型の

海水取水設備 を設置 しても経済的メリッ トが

得 られ難いこと等の理由か ら,復 水器を設置

する場合でも 「空冷式1の ものが設置されて

いる。

復水器(コ ンデンサー)は,蒸 気 ター ビン

の排気圧 力を所定 の圧力に制御す るととも

に,排 気蒸気を冷却凝縮 して後続の蒸気の作

動膨張を可能 とす るための ものである。冷却

水を使用しない空冷式復水器にあっては,約

60℃迄 しか冷却す ることが出来ない。(このと

きの タービン排気圧力はO.22ata(598rnmll篶

一真空)59 .7℃〕

ごみ発電プラン トの立地地点において.復

水器の冷却用に海水又は河川水が取水出来る

場合、水温が低 くかつ熱伝達性能が空気より

大きいので,蒸 気夕一 ビン排気圧力はO.05ata

(722mmHg一 真空)器 ℃程1隻まで冷却 され

る。このことは空冷の場合,タ ービン入口温

度1例 えば500℃)か ら60℃迄 しか蒸気は膨張

しえなかったのに対 して,水 冷式の場合は更

に28℃ 程度迄膨張できることとなり,発 生電

力量は増加 し,発 電効率 は改善 される。

空冷式復水滞と比較 して水冷式復水器では

若干設備費が高 くなるが,売 電単価が高くな

っていることにより経済性が成立しやす くな

っている。今後,設 備容量の大きいもので臨

海立地のケースにあっては,水 冷式復水器の

採用が進むもの と予想され る.

(4)別 置 き独立過熱器による追い焚 き

独立過熱器は,灯 油,都 市=ゲス等を燃焼さ

せ て,飽 和蒸気又は低温蒸気 を所要の温度,

圧力状態まで過熱(ス ーパー一ヒー ト)す るも

ので,極 めて歴史の古い在来技術 である.独

立過熱器の設置費用と,高 温 ・高圧化された

ことによる発電効率の向上,発 生電力量の増

大量 との兼合いで経済性が評価 される。

(の ガスタービンとの複合サイクル発電

ごみ発電プラン トに,ト ッピングサ イクル

としてガスターピン発電設備 を設置 して,ガ

スタービンの排ガス.(約700～900℃)に よっ

て,ボ イラ蒸気を過熱(ス ーパーヒー ト)す

る方式であり,ご み発電の高効率化の方法分

野において,ま さに 「コペルニクス的発想の

転換Jを 提起するものである。

この方式は 「スーパーゴ ミ発電」 として,

本誌 「季報エネルギー総合工学1VoL15No,

3(ユ992ユ0)に 掲載 された論文 「「スーパーゴ

ミ発電」の推進について」において,芝 浦⊥

業大学システム工学部平田賢教授が熱皿Lを注

いで新規提起 しておられる構想なのである。

当論文は,当 研究所が⑳石油産業活性化セ

ンター殿か らの委託を受けて,平 成3年 度か

ら実施 している 「未利用エネルギー を利用し

た高効率 エネル ギー供給 システムモデル調

査.1事 業の成果を,調 査のため設け られた委

貝会の委員長というお立場でご紹介頂いたも

のである。

ガλ夕一 ビンとの複合サイクル発電のシス

テム構成は,図3に 示す とお りであるが,ケ

ー一ススタデ ィの結果では発電端出力50MW

(蒸気 タービン16MW,ガ スタービン出力34
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飽和又は低温蒸気

焼却炉

ボイ ラー

復水器

排気

発電機

過熱器

発電機

排ガス

燃焼器 燃料

圧縮器

図aガ ス ター ピ ン との]ン パ イ ン ドシ ス テ ム

MW),複 合 サ イ クル 発 電 プ ラ ン ト総 合 の 発

電 端 効 率33%(LIIV基 準}(ケ ー ス3)と な っ

た 旨紹 介 され て い る。(図3「 ガ ス ター ビ ン と

の コ ンバ イ ン ドシ ステ ム 」 参 照)

ガ スター ビ ン との 複 合 サ イ ク ル発 電 の特 徴

は 次 の とお り 〔表3「 ガ ス ター ビ ン との 複 合

サ イ クル発 電 の 発 電 効率 」 参 照) 、

(i)複合 サ イ ク'レ発 電 プ ラ ン トの シ ステ ム 構

成 に は 「ガ ス ター ビ ンの 排 気 を ごみ 焼却 炉 の

燃 焼 用 と して 利 用 し,総 排 気 ガ ス 量 を最 小 と

す る 「排 気再 燃 方 式 」(ケ ー ス2)と,「 ごみ

焼 却 炉 の排 ガ ス を ガ ス ター ビ ン排 気 に 混 合 さ

せ,全 量 脱 硝 をu∫能 に してNOxの 排1出量 を増

や さ な い 「蒸 気 結 合 方式.1{ケ ー ス3)が あ る

が,計 算 結 果 で は,複 合 サ イ ク ル発 電 全体 の

効 率 は ケー一ス2「 排 気 再 燃 方 式122.O%,ケ

ー ス3「 蒸 気 結 合 方 式 」33 ,0%(低 発 熱 量 べ

一ス)で あ り,圧 倒的に蒸気結合方式が有利

であることを示 している。

表3ガ スター ピンとの複合サ イクル発電の発電効率

串発 電 鼠1熱 尉/投 人熱 睡

牌 発 電 端 効率1ケ ー ス1〕X〔ST出 カ ー(】Tの み に

よ るST出 力}/ST出 力{ケ ー ス1:1
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価注目すべ きは,こ のときの 「ごみ発電効

率」(相 当ごみ発電効率)が 大 きく向上するこ

とで,ケ ー ス2(排 気再燃方式)で3割,ケ

ー ス3(蒸 気結合方式)で4割 以上の大幅改

善が実現 されていることである。

スーパー ゴミ発電は,自 治省の施策の対象

となり,建 設費の起債においてガスター ビン

を含めた全体の建設費が対象とされることと

聞いている。

(の 別置きボイラーによる混圧タービンの採用

石油等の別置きボイラにより発生させた高

温・高圧の蒸気をター ビンの高圧段に挿入 し,

焼却炉の廃熱回収ボイラにより発生させた中

温 ・中圧の蒸気を中圧段か ら挿入.することに

よって,混 圧 ター ビン発電を形成し,総 合発

電効率を向上 させ る方式である。 まだ実例は

ない。

〔考察〕

以 』のとお り,「こみ発電の高効率化対策」

について述べて きたが,巷 間の最大の関心事

は,{2)「 蒸気条件の高温・高圧化」と,㈲ 「ガ

スター ビンとの複合サイクル発電」はいずれ

が有利であるかの一点に尽 きている。

「蒸気条件 の高温・高圧化
」は,高 耐腐食性

の過熱器チューブ材料(高 合金鋼)が 安価に

開発されれば、小型のごみ焼却炉にも適用可

能なシンプルなシステムである。但 し,補 修

や取替期間は実機における使用実績の積重ね

が必要であ り、現状での判断は困難である。

一方,「ガスター一ビンとの複合サイ クル発

電」は,全 体のシステムが大型化,複 雑化す

るので,技 術的能力,資 金的能力に恵まれ,

且つ、議会や地尤住民の理解がえられる地点

に限 られよう。発生電 力の電気事業者への売

渡 し分についてみ ると,高 密度の電力需要の

直近地で得 られる安定電力であるため,極 め

て価値の高い電力であると考えられる。

このようなごみ発電の有効性については,

排熱利用も含めた トー タルな見地か ら,冷 静

な工学的評価がなされてい くべ きと考える。

II.プ ラン ト排熱利用の高効率化

ω ごみ焼却施設で発生 した熱量の全体的な

有効利用度 を向上させるためには,発 電効率

の向上対策 と並んで,プ ラン ト排熱利用の高

効率化対 策も劣 らず重要な意義 を有 してい

る。廃熱 回収ボイラの熱効率を80%と す ると,

発電により電力転換されるのは30-35%で あ

るから,排 熱利用のウエイ トは45～5U%を 占

めていることになる。 タービン排気が有』す る

排熱(電 力に変換できなかった熱量)は 空冷

復水器によ り大気 に捨て られ るのであるか

ら,タ ー ビンの途中で抽気 し,又 は背圧 ター

ビン採用による背圧蒸気 として熱利用す るこ

とは,プ ラン ト排熱利用の効率 を大 きく改善

する.

価一方,首 都圏への人口の一極集中は政府

の施策に もかかわらず,今 後 とも続 くものと

考えられ,現 在の2-3倍 の人口集中す ち覚

悟Lて お くべ きであろう。この首都圏におけ

る住宅,業 務施設,都 市施設が必要 とす る上

水の量 も著 しく増大す るもの と予想されてい

るが,分 水が難 しい以上,関 東地域 の水系に

しか水源 を求めえないのだか ら,上 水源の不

足は至近の聞題 と思われる。

仙)また,近 畿圏にっいて見ると,水 不足は

従来か ら指摘 されてお り,か つ水源池である

琵琶湖の水質汚濁の進行は極めて著 しく,い

ずれ最高度の水処理 を実施 しても「まずい水」

「臭い水」しか得られなくなると危惧 され る。
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働東京,大 阪のような大都市では,自 分の

行政区域に降った雨量では到底上水の需要量

を賄 うことは出来ず,他 県の水系から 「貰い

水」悪 く言えば 「泥棒水」 をしているのが実

状である。

そこで,こ のような}-水 源問題に自ら実施

しうる対策 として,「 ごみ発電の低温排熱.を

利用 した 「低温造水装置の設置による純水の

供給」 を 「21世紀の夢工場」のイメージとし

て,私 は提言する次第である。

§4.ご み発電タービン排気を利用 した 「低

温造水装置の設置による純水の供給」

(1)エ ネテク ドリーム提言の意義

水資源が豊富であると考えられてきた我が

国は.諸 外国に比べ年間降水量が多く,そ の

量は米国に比べて2倍 以上 となっている。 し

か しながら,こ れを人口1人 当たりの降水量

に換算すると米国の約1/6と な り,必ず しも水

資源が豊富である とはいえない。

生活水準の向上に伴い,産 業用,都 市上水

用,農 業用を問わず,水 の需要量は年々増加

の一途をたどってお り,人 口集中の顕著な大

都市圏では水資源開発の遅れによる地域的、

季節的な水不足が社会問題 となっている、

一・方,水 資源は開発が進むに従 って利水限

界に近づ くこととなり,将 来は深刻な水不足

問題が生 じることは明 らかで り,新 しい発想

による水源の創出が必要 となっている.

(2)エ ネテク ドリーム提言の要旨

〔現状の課題〕

①新 しい水源確保の必要性

近年,各 地の河川や湖沼の水を利用 した水

源確保が困難となってきたため,新 しい方式

による水源確保が要求されている.

②ごみ発電ター ビン排気の有効利用の必要性

ごみ発電のタービン排気は,蒸 気圧力が低

いため,空 気式復水器で凝縮 されるだけで,

他の目的に有効利用 されていない。

〔新装置による対応〕

①低温造水装置の設罹による純水の供給

多量のター ビン排気 を有効利用するため,

約10℃ 排気温度を上げてこれを熱源 とし,構

造の簡単な 「単段効用缶法」により純水を製

造する。

(3)単 段効用缶法による 「低温造水装置」の

特長

①IO,⑪00kWの 発電プ ラントで,1、000～3,DOO

mヴ 日の造水が可能 であ る(効 用 型1段 で

1,000mソ 日,3段 で3,00{〕耐/Er〕。

②造水装置の建設 コストは,従 来の蒸発法や

逆浸透膜法に比べて50-60%と なる。

③複雑なコン トロールをすることな く発電タ

ー ビンの負荷に見合 った造水量が得 られる。

④造水装置により得 られる水は,蒸 発法であ

るので純度が高 く(TDSと して25p叩似 下)、上

水用原水 としてそのまま使用でき1何 ら有害

のおそれがある不純物 を含まない。

(の 単段効用缶法 による 「低温造水装置」の

プロセス(図4「 海水造水装置システムフ

ロー」参照)

① ター ビン排気の有する低 レベ ルエネルギー

の蒸気を有効利用 して造水する。

② ター ビンの水冷式 〔又は空冷式)の 復水器

に隣接 して,1段 の効用缶を追加設置 し,タ

ービンの排気温度 を約10℃ 」二げた蒸気により

効用缶内で海水(又 は河川水)を 蒸発させ る.

この蒸気を復水禰 二て凝縮することにより,

理論上 タービン排気量 と同量の 「純水」を造

る。(造 水比{=造 水量/蒸 気量)を 上げよう
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蒸 気 タ ー ビ ン溌 電機

ボ イ ラ ー給 水

ポ ンプ

水継
竺

海水取水
ポンプ

図4海 水 造 水 シ ス テ ム フ ロ ー

とする場合には,効 用借段数 を増やすことに

よリ可能である。例えば造水比3の 場合、3

段効用艇となる。)

③ タービン排気を約10℃ 上げたため,発 生電

力量は低下するが,他 の造水プロセ スに比較

し,ご み発電ター ビンとのコンバイン ド化に

より低圧蒸気の有効利用が可能となり,造 水

コストを低減させ ることができる。

(5)低 温造水装置の計画

600t/D級 の ごみ焼却施設におけ る発電設

備に造水使用(悔 水冷却復水1}誹)と,河 川水

使用(空 気冷却復水器)の 場合について検討

した結果を図5,及 び図6に 示す。

(の 造水装置の設置のメリット

造水装置の設置 メllッ トは,タ ー ビン排気

温度上昇(約10℃)に よる発電量の減少額 と

供給造水額との比較により決 まる。

-L水単価 を150円/耐 として,㈲ の検討例 で

評価すると,下 表のとおり海水造水,河 川水

造 水 の い ず れ の ケー ス で も造 水 装 置 の 設 置 の

メ リ ッ トが 得 られ る こ とが 明 らか で あ る.

従 っ て,造 水 装 置 設 置 に よ る メ リ ッ トを上

水 単 価 に 反 映 させ る と、 海 水造 水の 場 合 上

水 単価150円/m・ に 対 し,28円/m・ 安 価 な上 水 用

原 水 が え られ る こ とが 言 え る。(河川 水 造 水 の

場 合33円/耐 安 価 と な る 。〕(表4一 造 水 装 置 の

メ リッ ト」 参 照)

表4造 水装 置 の メリッ ト
一

醇水造水 河川永造水

造 水 量 〔t/h} 67 63

ヒ水 弔価 〔円/t} 150 1501

供給 造 水 額 牽工 〔百万PI1年1 呂o.4 75,⇔

造水装置仁 よる

発電量減少 側II 1,OOO go⑪

発電 単 価*21円 畑h) 8.2 呂2

亮電 減 少 額 串工 晒 川↓」1年1 65.6 59.o

造水装置設置による

メIj・ ン ト 〔百万円/年1 1生B 工6.6

串1)ゴ ミ焼却発竃 設備の年間運転時間を8
100曲r.と した。

地 〕東電の闘取電 力単価

昼問 〔平 日の9二 〇〇-22:⑪ 〔〕,除 日曜,視H}12.5円/

職,夜 問4.2円/冊 より算出 した平均値。
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§5.21世 紀 の 夢 工 場"ご み 発 電"

① 以 上 の とお り,21世 紀 の ご み 発 電 は,

〔i}蒸気 条 件 の 高 温 ・高圧 化(5〔〕0℃,100atg)

に よ る高 効 率 化

(ii}ガス ター ビ ン との 複 合 サ イ クル 発電 に よ

る 高 効 率 化

のいずれかの'方法の採用により,発 電効率 を

現状の2倍 以上の30%台 に飛躍させることが

確実であ り,経 済性は大幅に向上する.

ごみ発電のメllッ トとしては,

①ごみを焼却処理する

⑰廃熱回収蒸気により発電 を行い,所 内電

力を賄 うほか,余 剰電力は電気事業者に

一80一



売電して大きな収益をhげ る

⑰排熱蒸気は,外 部の施設に対 して熱供給

を行い,地 域の福祉の向上 とCO、削減に

寄与する

⑰ タービン排航(約 飴℃以下)に よ り,造

水装置を設置して、純水を造る

が挙げられる。これを 「一石四鳥」 と言わず

して何 というべ きか!ご み発電(ご み焼却

施設)は,ま さに 「21世紀の夢工場」なので

ある。

②現在のごみ発電は,rll滑 なごみ焼即処理,

所内電力及び関連施設の電力供給用 として,

即ち 「自家用発電設備」 として運用されてい

る。 しか しながら,ご み発電の高効率化対策

の一つとして,「 コベ ルニ ク又的発想の転換」

を提起した 「ガスター ビンとの複合サイクル

発電」システムを採用す る場合にあっては,

安定Lた 出力で24時 間運転を継続するのは勿

論のこと,発 生電力の大半を電気事藁者に供

給することとなる。このような事業の態様は,

白家用発電ではな く1「卸供給のための電気事

業者」と呼ぷ方がふさわLレ ・と思われる.こ

のようなごみ発電事業は,大 都市の電力は送

電 コス トを要せず,電 力系統 の制御 トも貴重

な電源であることが評価 され,関 係者の理解

と協力により卸電気事業としての地位を認め

られることが強 く期待 される。

③ ごみ発電の燃料である 「ごみ」の主成分は

紙等の 「バ イオマ スエ ネルギー」 である.紙

等の原料はその成育過程で大気中のCO2{二

酸化炭素)を 問定 して出来たのであるか ら,

これを燃焼 させて も地球環境におけるCO2が

増えることにはな らない。このような考Lえフ∫

か らIEA(国 際エ ネルギー機関}に よる扱

いでは,バ イオマ スエネルギーは 「再生エネ

ル・ギー」として,規 制 ・抑制の対象 とはされ

ていない.米 国等でCO2対 策 として植林の実

施が提案 されているが,こ れ も同 じ思想に基

づ'くものである。

④2田1)年国の 「長期エ ネルギー需給見通 し」

においては.「 新エネルギー等」3,妬0万kゼ,

構成比5.2%が 示されているが,こ の主なソー

スはパルプ廃材,ご み発電等のバイマスエネ

ルギー とされてお り,国 とLて もごみ発電へ

の期待は極めて大 きい。

ごみ発電の 「21世紀の夢工場」 としての発

展性は極めて実現性が高いのである.(図,表

の出典は,㈱ エネルギー総合工学研究所報告

書 「平成3年 度廃棄物発電に係る技術検討会

報告書」「未利用エネルギー を利用 した高効率

エネルギーシステムモデル調査報告書」等に

拠 らせて頂いた。 また,低 温造水装置のシス

テムスタデ ィに関 しては三菱重工業㈱熱エ ネ

ルギーシステム技術部羽 田寿夫次長及び山根

茂技術第二課長の協力を受けたので,こ こに

謝意を表 します。 なお.参 考 として 「廃i棄物

の潜在発電可能 量の推定」を添付する。)

(〕つ

(参考)廃 棄物の潜在発電可能量の推定

ごみ焼却施設数は、全国でL922箇 所 く昭和

62年 調査)あ るが,大 部分が焼却 日量数 トン

から数一卜トンのバ ッチ処理 の小規模施設であ

る、発電設備 を設置、あるいは設置可能な比

較的大規模 の全連続式焼却施設は全国で409

箇所あり,全 焼却量の約7割 を全連続式で焼

却 している発電設備 を設置するごみ焼却施設

は,平 成2年 末で全国で102箇 所,発 電出力合

計は約32万 熈 となってお り,発 電電力量は,

年聞約22億 臨である.
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潜在発電量は,表1に 示 すように,全 連続

式焼却施設全てに発電施設 し,現 状の最新清

掃工場の発電効率で発電 した場合,年 間約91

億贈hとなる.ま た,ボ イラ等の改良により発

電効率が向上 した場合 は,年聞約14呂億脇 とな

1〕,全 国の年間電力使用量の2%に 相当する

量 とな り,北 海道電力の平成元年度販売電力

量の1/2強 に相当する量 となる。全国で発生す

る可燃ごみ(現 在一部 を埋立)全 てを発電に

利用 した場合は,現 状の発電効率で1〔〕9億舶h,

高効率発電で176億 臨 となる。

表1潜 在 可 能 発 電 量

1全 運続式焼却施設全て醗 電 可燃ごみ金てを発電に利用

項 目 従 来 の

発 電 効 率

最新鋭設備の

発 電 効 率

従 来 の

発 電 効 率

最新鋭設備の

発 電 効 率

ご み 焼 却 量

(万 ㌧〆Y)
詫.201〕 4,000

発 熱 量

(kcal/聡9)
工,800 工,800

一 一

発 生 熱 量

(Toal/Y)
60,480 72,00{〕

発 電 効 率

(%)
13 21 13 21

発 電 電 力 量

(億Kwh/Y)
91 14呂 109 176

注1)ご み 焼却 量 は,平 成 兀 年 度 の ごみ発 生 量5、OOOガ.よ り焼 却率 をO.74,全 焼 却 量 に対 し全 連 続式 焼 却 炉 で'

焼 却 した割 合 をO、8とLて 推定 した。

注2)可 燃 ごみ量 は,ご み発 生 量 に 対 す る可 燃 ごみ 割 合 をO.昌 とLて 椎 走Lた.
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◇ 主なできごと

研究所の うごき
(平成5年 ユ月IH-2月28目)

◇ 第38回 企画委員会

日 旧寺=平,ユ気5年2月26「1(金)1⑪=00～ ユ3=3〔」

場 所:働 エ ネル ギー 総 合工 学研 究所7F会

議 室

議 題=① 最 近の事 業概 要 につ いて

② 今年 度 の 自主 事業 につ い て

③ エ ネル ギー 総合 工学 研究 所 中長期

ビジ ョンの 改訂 に つ いて

④ そ の他

◇ 月例研究会

第99回 月例 研 究会

日 時:1月29口(金)

場 所=航 空会館6階

議 題=

1,

14=OG・ 一一16:00

中 ホ ー ル

平成5年 度技術開発関係予算等について

{逓商産業省資源エネルギー庁 総務課

課長補佐 福島 章氏)

2,平 成5年 度発電課主要施策について

{通商産業省資源エネルギー庁 発電課

総括班長 中村幸一郎氏)

第佃0回 月例研 究会

日 時:2月 呂6日(金)14=OO～16100

場 所=霞 山会館 まつ ・たけ

議 題

1,N「EDOに お け る太陽光 発電 の 研究 開発

動 向

{新工 ネル ギー ・産 業 技術総 合 開発機 構

太陽技 術 開発室 総揺 主任研 究 貝 水上

淳二 氏)

2.RITEに お け る地球環 境産 業 技術 分野

の研究 開 発

{㈱地 球環 境産 業 技術 研究機 構 東京 事務

所 研 究企 画 室長 主席 研究 員 岡林 哲夫

氏〕

1月 ア日(木}

呂 日/金 〕

・第3回 ロ本に お け る原 子 力発電

のマ ネー ジ メン トカルチ ャー に

関す る調査 委 員会 閉催

・第5回 軽 水煩 技術 の方 向 に関す

る調査 委 員 会開催

11日(月 》・第4回 エ ネ ル ギー 環境 予測検 討

委 目会 開 催

・第1回 新 燃料油 研 究開 発調 査(軽

抽用 含酸素 燃 料 に関す る調査)

委員 会開催

12H(火)・ 第1回 燃料 油 研究 開発 調査1軽

油用 含酸 素燃 料 に関 す る調 査)

分科 会開催

ユ3N(水}・ 第3回 分解 軽 油 の利 用拡 大 に伴

うA重 油 品質 の あ り方 に関 す る

調査 ・シ ステム分科 会 開催

・第1回 原 子力 熱利 用要 素技 術 に

関す る調査 委 貝会 開催

・国際 ウ ェ イス ト・フ ォー ラム'93

パ ネル討論 会 打合せ 開 催

14日 く木)・ 第4回 地 層処 分研 究会 開催

ユ8日1月}・ 第3回 中規模 都市 にお け る未利

用エ ネル ギー を利 用 した 高効率

エ ネル ギー供 総 シ ステム モデ ル

調査 ・WG開 催

・第5圃 自動 車 用CGTハ イブ リ

ンドシステ ム検 討委貝 会

・第4回FBR・F/S要 素 技 術 評

価検 討WG開 催

1gH(火1・ 第3回 高 度負 荷集 中制御 シ ステ

ム検討 委 貫会 ・ロー ドマ ネ ジメ

ン ト分科会

・第2回 電 力需 要対 策推 進可 能性

調査 委貝会

・第2回 次世 代 ハ ウ スエネ ル ギー

供給利 珊 シ ステ ム専 門委 員会

・第2圓 分解 軽 油 の利用拡 大 に伴

うA重 油 品 質の あ り方 に関 す る

調査委 貝 会開 催

・第5同 原 子炉 総 合数 値解 析 シス

テ ム実 用化 調 査委 員会 開催

・第1回 プ ル トニ ウ'、等利胴 方策

開発調 査委 員 会開催

一83一



1月20目(水)

22日 〔金)

25日/月}

26円(火)

27ロ(水)

28日(木)

29ロ(金)

2月1日(月 〕

・第2回 中規模 都 市に おけ る未 利

用 エ ネル ギー を利用 した高効率

エ ネ ルギー供 給 シ ステム モデ ル

調査 ・海外調 査打 合せ

・第1回 料 炭技 術 に係 わ る技術 デ

ー タ検 索及 び研 究設備 の体 系 化

調 査研 究委 員会 開催

・国 際 ウ ∫ イ ス ト・一ノォー ラム'93

パ ネ ル討 論会 打合せ 聞催

・第 哩回 原子 力政策 研 究会 開催

・第3回 高度 負荷集 中制御 シ ステ

ム検 討≡委員会 ・シ ステム分 科 会

・第3回 国際 ウェイ ス ト ・フ オー

ラム'93作 業分科 会開 催

・第2同 コー ルベ ッ ドメタン利 用

に 関す る技術 開発 課 題調査 委 貝

会

・第4回 中規模 都 市に おけ る 未利

用 エ ネル キー を利 用 した高効率

エ ネル ギー供 給 シ ステ!、モデ ル

調査 ・WG開 催

・第9回2ユ 世紀 の技 術 とエ ネル ギ

ー委 員 会

・第84回 原子 カプ ラ ン トの信 頼性

に関 す る研 究 会

・第3回 中規模 都 市に おけ る未利

用 エ ネル ギー を利 用 した高 効率

エ ネル ギー供 給 シ ステム モデ ル

調査 ・海外 調 査打合 せ

・第3回 分 散型新 発 電技 術実 用 化

実証研 究 に関 す る調査 委 貝会 ・

幹事 会

・第2回 環境 調 和 型エ ネル ギー コ

ミュニ テ ィー 調査 委 貝会

・第3回 廃棄 物発 電 に係 る技 術検

討会

・第2回 メ タ ノール 火 力発電 所 の

環境影 響評 価実 証 調在 委 貝会

エ ネ ル ギー 環 境 予 測検 討 委 貝

会 ・報告 書作 成打脅 せ

・第6回 原子炉 総合 数値解 桁 シ ス

テ ム実用化 調査 委 貝 会開催

・第4回 中規 模 都市 にお け る未利

用 エ ネ ルギー を利 用 した 高効率

エ ネル ギー 供給 シ ステム モデ ル

言周査 ・海外 誰苛査 才丁合 せ

3日 〔水)・ 第3回 地 熱 技術 開発 用高温 高圧

実験 装 置検 討委 員会

4日1木 〕・第3倒 分解 軽抽 の利 用拡 大 に伴

うA重 油 品質 のあ り方 に関 す る

調 査 ・エ ンジ ン分科 会開催

・第1回 分 解 軽油 の利 用拡 大 に伴

うA重 油 晶質の あll方 に関 す る

調 査 ・ユ ン シン分科 会WG開 催

5日1金 う・第21可 都丁1fエネル ギー セ ン ター

導 入に かか わ る調 査 ・検 討 ワー

キ ング グループ

・第3回 電 力需要対 策推 進可 能性

調 査委 員会

・第6回 軽水 炉技術 開発 の 方向 に

関 す る調査 委員会 開催

8[]1〔月)・ 第ZI可 新 エネ ル ギー 技術1洞発 の

展開 に 関す る調査 研究 委貝会

9FIII火)・ 第 ユ回 燃料 汕研究 開 発調 盗(軽

汕 川含 酸素 燃料 に関 す る調 査}

分科 会 小WG開 催

・第7回 原 一」㌦炉総合 数値角牟析 シ ス

テム尖 用化 調査委 具会閉催

1{}H{永)・ 第1回 軽水 炉技術 開 発の ノ∫lll」に

関す る調査委 貝会幹 事会開 催

11日{木1・ 第1回 イ「炭技 術 に係 わ る技 術 テ

ー タ検 索及 び研究 設備 の体 系化

調イ垂研 究 ・作業 蔀会開催

・第2il11エ ネル キー 技術 デー タ ・

ベ ー ス石炭 技術 分科 会開催

15日 〔月)・ 第3回 実 用 発電 川原r炉 廃 炉技

術調 イ芒廃11=措置物 せlt等分 科 会開

催

15,1けD・ 第4回 高効 率 発電 技術 調査 委 員

～16日1:火)会

17[111水)・ 第21司 高度f是荷 集III佃]御シ ステ

ム検 討委 貝 会 ・鴫亘門 部会

・第3iロ1実 用 発電川 原rL炉 廃 炉技

=術調 ・午廃棄物r卜f利川分 科会 開{樫

19H〔 金)・ 第2回 燃料 汕研 究 開 発調査(軽

抽川 含酸 素 燃料 に関す る調 葡

分科 会 聞催

・天然 ガ ス技術 に関 す るli嗣寅会開

催

22日 りの ・第4囲rl動ll正 川CGTハ イプ リ

ッ ドン ステム検討 委 員会

詔3日{火)・ 第2匝1高効 率 発電技 術調 脊 ・A一
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2月24日(水)

26日(金)

PFBC発 電 システ ム調 査検 討会

・第8回 原子 炉総 合数 値解 析 シス

テ ム実 用化 委 員会 開催

・第5回 原 子炉安 全数 値 解析 高度

化委 貝会 開催

・第4回 分散 型新 発 電技 術実 用化

爽証研 究 に関 す る調査 委 貝会 ・

幹事 会

・第4回 中規 模 都市 にお け る未利

用エ ネル ギー を利 用 した高 効率

エ ネル ギー供 給 シ ステム 毛デ ル

調査 分科 会開 催

・第3回 天 然 ガ ス技術 に関す る調

査 ・WG開 催

・第2同 燃料 油 研 究開 発調査 酵

油 用含酸素 燃 料 に関 す る調査)

委 員会 開催

・第4回 日本 にお け る原子 力発 電

の マ ネー ジ メン トカルチ ャー に

関 す る調 査委 員会 開催

◇ 人事異動

02月14日 イ寸

〔退 任)

プ ロジ ェ ク ト試験研 究部 長 兼企 画部 長

副主 席研 究 員 石 丸利道 〔出 向解 除)

◇ その他

第6回 確 率論 的安 全 評価 〔PSA)に 関す る国

内 シンポ ジ ウムの開催

日 時:平 成5年1月12日 〔火 ト14日(木)

(於 発1リ1会・藝官ホー ノレ}

◇ 海外出張

ω 松本 一 彦主任 研 究貝 は、 高効率 発電 技術 調

査の ため,1月17日 か ら1月2臼 日の間,ア メ

リカ合衆 国 に出張 した。

② 蛭 沢重 信主任 研 究 貝は,放 射 性廃棄 物 対策

に おけ る情報提 供 効果 の モ ニ タ リン グ手法 の

検討 調査 の ため,2月]日 か ら2円6日 の問量

ス イスに出 張 した.

{3)赤 田卓 己主 管研 究 貝は,中 規 模都 市 にお け

る未利用 エ ネ ルギー を利 用 した高効率 エ ネ ル

ギー 供給 シス テムモ デ ル調査 のた め,2月4

冒か ら2月16目 の間,イ ギ リス,ド イツ,イ

タllア,フ ラン スに出 張 した.

㈲ 原 田義 也 主任研 究 員 は,新 型原 子力 システ

ム シンポ ジ ウム 〔ANPS'93)第3回 運 営委

貝会参加 の ため,2月15日 か ら2月20日 の間,

オー ス トリア に出張 した。
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来賓 の 挨 拶 通商産業省資源 エネル ギー庁長官官房審議官

【基調 講 演 】 「21世紀 を 支 え る天 然 ガ ス」 東京大学工学部 資源開発工学科教授

非在 来 型 天 然 ガ スの 研 究 開 発 動 向 ㈲ エネルギー総 合工単弔斤究所副主席研究員

深層 天 然 ガ ス とは 通商産 業省地質調査所鉱物 資源部主任研究官

メタ ンハ イ ドレー トの探 査 ㈱ 地球科学総合研究所石1院一部次長

コー ルベ ッ ドメ タ ンの 開 発 状 況 三菱カス 化学 ㈱ 資源聞発部主査

【ノぐネ ノレ言寸論 会 】

アーマ:「 非在来型天然ガス資源の展望」

司 会

パネラー 脇田
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石井吉徳{東 京大学工学部資源開発工学科教授)

宏{東 京大学理学部地殻化学実験施設教授)

飯山敏道 ぐ干葉大学理学部地学科教授)

小川克郎(通 商産業省地質調査所長)

山村政彦{石 抽公団天然ガス ・新石油資源室長)

樹下 明(電 源開発(株)審 議役)

柿原 武(大 阪ガス(株)専 務取締役)

、覧し務理事 吉 澤
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行 事 案 内

「

平成5年 度 エネル ギー総合工学 シンポジウム

設立15周 年記念特別 シンポジウム

1.テ ーマ=『21世 紀社会のエ ネルギー技術戦略 を探 る』

《講演》

「21世紀におけるエネルギー技彿テと地球環圭寛」

東京大学工学部 近藤駿介教授

「次世代 原了力発電 と核燃料サ イクルの方向」

東京大学工学部 秋 山 守教授

「21世紀中葉におけ るエ ネルギー 技術 ビジョン」

東京農一「人学 丁学部 柏 木孝夫教授

「エ ネルギー総合工学研究所 中長期 ビジコン(平 成5年3月 改訂)」

他

2.日 時:平 成5年7月12日(月)10=00-17=00

3.場 所=東 商 ホール 東京商工 会議所4階

千代 田区丸の内3-3-2

4.参 加費=無 料

5.問 合先=㈲ エネルギー総 合工学研究所 企 画部 金子裕子

東京都港 区西新橋1-14-2新 橋SYビ ル6F

乏窒(03)3508-8894

†プ ログラム をご希望の方は,上 記 までご連絡Fさ い,な お,プ ログラムの発送は

6月 上 旬の予定です。
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編集後記

ア メllカ の ク リン トン大 統 領 は1月 の就 仔

演 説に あ たって何 度 もチ ェ ン ジ とい う言葉 を

使 い.ア メ リカ国民 に変 革へ の参 加 を呼 びか

け た。 その 直後,わ が国 で も宮 沢首相 は 国会

の 冒頭 の所信 表 明 で変 革 とい う言葉 を 多用 し

た。

世 界 は い ま米 ソの冷 戦 終結 を契機 に して確

実 に変 わ ろ う と してい る。

間題 を エ ネル ギー問 題1に限 れ ば,エ ネ ル

ギー は 二れ まで人間 の諸1舌動 を支 える基本 的

要素 であ ったか ら,ど の 国 にあ って も、 社 会

に,よ1)多 くの エ ネル ギー を安 定 的 に供給 で

き るよ うに す る こ とが極 め て重 要 な 課題 で'

あ った。 いわゆ るエ ネ ルギー の安 全保 障 であ

る.

けれ ど もこれ か らの世 界 では,エ ネル ギー

供給 に 当 た って,地 球 環境 の保 全 に配 慮す る

とい うi新し くか つ厳 しい条件 が付 け加 え ちれ

る こと とな った。 その ため,エ ネル ギー 界に

はい ま 多種 多様 な課題 が 噴 出 して い る.

わが エ ネル ギー総 合工 学研 究所 は,こ の よ

うな町寺其月`こ」自咀立15周 年 を迎 虻Lた。

私 ど もは本 号 をその 記念 特 集 号 としたが,

幸 いに も研 究 所 に ご縁 の深 い方 々か らご懇篤

な ご祝 辞や ご寄稿 を頂戴す るこ とが で きた こ

とに対 し深 甚な謝 意 を表 した い。

この研 究所 の 創立 は,石 油 危機 の勃 発後 に,

わが 国 のエ ネル ギー 問題 の将 宗 を深 く憂 え た

若 き学 究 の 構 想 に端 を発 した もの で あ った

が,そ の問 の事情 につ い ては,設 立 以 来当研

究所 の 非常勤 理事 を務 め る三 人の 東大教 授 と

理事 長 との座 談会 をご一 読願 い たい.

ま たその座 談 会に よれ ば,こ の研 究所 が,

土光 敏 夫氏 をは しめ,多 くの 方々 の熱心 な ご

支援 が あ っては ヒめ て発 足で きたこ と もご理

解 い ただけ るに 違 いない。

研 究 所の将 来 を左右 す る もの は,ほ か な ら

ぬ研 究所 白身の 活動 とその成 果の質 の 高 さに

あ る。 今 後は,価 値 あ る メッセー ジを外 に 向

か っ て積極 的 に発信 で きるよ うな研 究所 に な

りた い もので あ る。{季 報編 集委 員会)一
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